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【電子書籍版をお読みになる前にご確認ください】





　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。また、ご覧になる機種により、表示の差が認められる場合があります。

　本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、インターネット上に掲載する事、有償無償に関わらずデータを第三者に譲渡する事を禁じます。なお、個人利用の目的であっても、コピーガードを解除しての複製は、法律で禁じられています。

　あらかじめご了承ください。
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　夏休み明けの初日。

　悠ゆう己きは登校終了を告げる予鈴とともに、教室にやってくる。

　久方ぶりの学校で騒がしい周囲をよそに、わき目もふらずまっすぐ自分の席へ。

　着席するなり机の上に突っ伏そうとすると、どこぞからするすると影が隣の席に戻ってきた。

　唯ゆ李いだ。引いた椅子に腰掛けながら、笑いかけてくる。

「おはよ。遅刻ギリギリだねぇ、まだ夏休みかと思って寝ボケてた？」

「まぁね」

「まぁねって何よ」

「おはよう」

「これボケてるね完全に」

　あいさつがてらそんな応酬をするが、そのあとが何も続かない。

　ぐでっと上半身を机に預けていると、唯李が心配そうな顔を向けてきた。

「ホントに元気なさげだね？　なんかあった？」

「夏休み終わっちゃった……」

「それで世界の終わりみたいな顔？」

「心配して損したわ」と唯李がむくれてほおづえをつく。

　夏休みではっちゃけてキャラ変わっちゃいました、なんてこともなく相変わらずだ。けれどそれはお互い様。

　しばらく無言の間が続くが、唯李は思いついたようにお得意のにやにや顔を作ると、こちらを覗き込んでくる。

「でもさ～、こうやって学校で唯李ちゃんと顔合わせられてうれしいでしょ～？」

「つらみ」

「なにがつらみだよ。なに若者ぶってんだよ」

「やばみ」

「誰の顔がやばみだよ」

　悠己とは違って絶好調のようで、唯李は食い気味にツッコんでくる。

　休み明け一発目からお元気なことだ。いきなりこれだけ飛ばしてくると、いろいろと心配になってくる。

「唯李はずいぶん余裕みたいだけど、ちゃんと課題とかやったの？」

「やったに決まってるでしょ。そうやって宿題すっぽかしたりするポンコツキャラにするのやめてくれる？」

「えっ、すごいさすがえらい。ちょっと見せてもらっていいかな」

「やってねえのかよ。雑な褒め方して誘導尋問とかきたないわ」

「いやぁ、やるにはやったんだけど、読書感想文の存在をすっかり忘れてたことにさっき気づいてさ」

「それ写せないやつでしょ。読書感想文の感想文書いてどうすんのよ」

「ちょくちょく変えればバレないって。『とてもすごいと思いました。面白かったです』を『驚嘆に値する。非常に興味深い内容だった』とかってやれば」

「盗作のくせになにをカッコつけてるの？　ていうかあたしそんな小学生の絵日記みたいな感想文書いてないからね？」

「まあまあジュースおごるからジュース」

「ジュースおごれば何でも許されると思ってる？」

　しまいには「ん～どうしても見せてほしいって言うんなら～」と唯李がふんぞり返りだしたので、「じゃあもういいです」とさっさとこの話題を切り上げる。

　作文系が超絶苦手な瑞み奈なの読書感想文を手伝ったせいで、すっかり自分の分も終わった気でいたのだ。

「はぁ……眠い。だるい。かゆい」

「一つ変なの混じってるけど」

「昨日の夜、ずっと蚊が飛んでたせいで眠れなかったんだよね。こうなったのも全部あいつのせいだ」

「よくそんな小さい虫にすべてを責任転嫁できるね？　はぁ……なんていうか、たかが夏休みでこれだけ人って腐るんだなって」

「せめてあと一週間あれば……」

「まだ欲してるよ」

　そんなやりとりをしているうちに、担任の小お川がわが教室の引き戸を開けて入ってきた。

「おはようございます～」といつものやや間延びしたあいさつをしながら教壇へ上がるが、教室内はまだがやがやとしている。

　小川は「はい、静かに～」と声をかけたあと、かたわらを振り返って、

「今学期から転入になります、藤ふじ橋はし萌も絵えさんです。藤橋さん、簡単にあいさつをお願いします」

　その一言で、騒がしかった室内が一斉に静まり返る。

　よくよく見れば教壇のそばには、見覚えのない女子生徒が一人立っていた。

　あちこちでどよめきが起こると、隣の唯李も軽く身を乗り出して、

「えっ、ねえねえ転校生だって！　どんな子なんだろ？」

「それより帰りたい」

「もういい帰れ」

　怒られた。いい加減しつこかったか。

　教壇のほうを見ると、ちょうどその転校生とやらがお辞儀をしたところだった。

　ふんわりとボリュームのあるやや丸みを帯びた髪型に、切りそろえられた前髪が揺れる。

　ぱっと見た感じでは髪型含め、全体のシルエットがなんとなく唯李に似ている。背丈も同じか少し低いぐらい。

「藤橋萌絵です。よろしくお願いします」

　転校生はそう言って小さく首をかしげて、にこりと笑った。

　こなれた感じがあって、特段気負っているだとか緊張しているような様子もなかった。

　なぜか教室内は静まり返っていたが、小川が「はい、拍手～」と言うと、ぱちぱちと手を叩く音がクラス中から上がった。

「みんないろいろと、教えてあげてくださいね～。それじゃあ藤橋さんの席は……」

　あらかじめ空席が用意してあったようで、席は廊下側から二列目の一番後ろ。

　クラスメイトたちの注目を浴びながら、小川の案内を受けて萌絵がゆっくり席につく。

「……ふじはし、もえ？」

　一方隣で何事かつぶやいた唯李は、目を凝らすようにして彼女のほうを見つめていたが、急に悠己のいる窓際へさっと顔を背けた。

　そしてなぜかこちらを向いたまま固まっているので、

「何？　どうかした？」

「あ、ああいや別に……」

「なんで俺のほう見てるの？」

「そ、それは……まあ、ちょっと悠己くんに見とれちゃって……？　うふふ」

「はあ？」

「『はあ？』ってなんだよ『はあ？』って」

　みんなが転校生に注目する中、一人だけ突然そんなことを言い出したら「はあ？」ともなる。何より挙動がおかしい。

　不審に思いながらも、話し始めた壇上の小川へ注意を戻す。

「これから体育館で始業式なので、早めに行ってくださいね。えっと……小こ牧まきさん、藤橋さんの案内をよろしくね」

「え、アタシですか～？　それぐらい別に誰でも……」

「えっ、小牧さんもしかして委員長が重荷に……？　あとでちょっと職員室で話を……」

「はいはい、やりますやります全然喜んで」

　小川が必殺の職員室呼び出しを図るが、軽くいなされている。

　それからＨＲが終わって小川が退室すると、唯李の二つ前の席に座っていた女子生徒――先ほどもやりあっていたクラス委員の小牧が、唯李のもとにやってきて声をかける。

「はぁ、こういうとき絶対アタシだし。ねえ唯李も一緒に行こ」

「え？　あ、あたしその前にちょっと、と、トイレに……」

「トイレ～？　待ってるから早くしてよ」

「ち、ちょっと時間かかりそうだから……や、あたしのことは忘れて先に行ってていいよ。時々でいいから思い出してくれれば、うん」

「は？　時間かかるってどんだけ？」

　隣で聞いているだけでも唯李の言動がおかしい。

　そのうちに唯李は逃げるように席を立つと、わざわざ教室前方の戸口へ回り込んで、廊下へ出ていった。




◆　　◇




「藤橋萌絵ちゃん……いや～しかしまたこれ大物来たな～」

　教室の隅で後ろの棚に寄りかかりながら、慶けい太た郎ろうがしみじみとした顔で息を吐く。

　体育館への行き帰りからつきまとってきては、ずっとこんな調子だ。始業式を終えて教室に戻ってきた悠己は、なおも慶太郎の駄だ弁べりに付き合わされていた。

　話題はもちろん、例の転校生のことだ。

「あの感じ、オレの見立てでは学年、いや学校全体合わせても指折りの……」

「またそれ？　もう指バッキバキに折れてるよね」

　指折り美少女判定がガバガバ。

　とはいえ悠己が遠目に見た感じからしても、彼女はなかなかに整った容姿をしていて、それらしい雰囲気もある。

「みんな騒ぐかと思ったけどそうでもなかったね」

「それな、オレもびっくりだよ。こういうとき逆に静かになるんだなって」

「騒ぎそうな人筆頭」

「オレかよ？　いやでも実際、あの場で『うおおかわいいいい！』とかってなかなかできねえよ？」

　突然やってきた美少女転校生。

　自己紹介の場でこそ騒がなかったものの、現在は付近の席の男女が数人集まって、おしゃべりに盛り上がっているようだ。

　萌絵はその中心で何事か受け答えをしながら、ニコニコと愛嬌を振りまいている。

「くっそあのメガネ鼻の下伸ばしやがってからに……」

「幸せそうだね」

　その中には一丁前に園その田だの姿もある。

　というのも、彼女の席は廊下側から二番目の最後尾につけられていて、廊下側の隣の席はもともと一つ少なく空。その反対、通路側を挟んで隣が園田の席なのだ。

　萌絵はあの園田にすらにこやかに応対をしている。とても愛想がよい。

「慶太は行かないの？」

「オレはこう見えて慎重派だからな。ああいうやたらニコニコしてるのはたいてい裏がある」

「まあ過去に騙されてるわけだからね、隣の席キラーに」

「いやお前、それは言っとくけどな……まあいいわ。しかしあの子、見た目だけじゃなくて中身も明るそうだし……あれはきっと上に行く人間だな。ランクで言うとＡは固い」

「ランク？」

「ランクっていうか、なんとなくあるじゃん？　クラスでの階級的な。お前はそういうの全然気にしてなさそうだけどな」

「あぁ、それぐらいわかってるって。この先の人生勝ち組になるか負け組になるかっていうことでしょ」

「いやそこまでは言ってねえけどな？　ちょっとはオブラートに包めよ」

　慶太郎は「ちょうどいい、お前にこのクラスのパワーバランスを解説しておいてやるか」と言って、教室後ろの黒板に近づいていくと、チョークで大小の円をいくつか描き始めた。

　そして描いた丸の一つをチョークの先でとんとん、とやりながら、

「オレが見た感じ、このクラスにはそこまでイケイケな男子グループはない。今あっちで騒いでる島しま田だのグループと、小こ林ばやしのグループが横並びでトップってとこか。で、まぁそのちょい下ぐらいにいるのがオレら隣の席キラー解放同盟」

「解放同盟？」

「ちょっと改名したんだよ、こっちのほうがかっこいいだろ？　いわばその、隣の席キラーに関わるあらゆる人の救済をだな……まぁそう深く考えんなよ」

　慶太郎はバシバシと肩を叩いてくると、クラス全体を見渡しながら、

「とにかく男子はそこまで強いわけじゃない。つまりここから一歩抜きん出れば、全然オレらにもワンチャンある。ただ女子のほうにちょっと曲くせ者ものがな、いるというかなんというか……。特に要注意なのが委員長の小牧くるみ」

　そう言って視線を送る先では、その小牧くるみを中心とした女子グループが談笑している。ときおりケラケラと高い声がして、クラスの中でも目を引く。

　くるみは髪をポニーテール状に結わえていて、小柄で見た目はかわいらしい感じなのだが、慶太郎的には要注意人物らしい。

　席が近いせいか唯李のところにもよくやってくる。たいてい唯李が怒られていて、傍目にも強キャラ感はある。

「で、何を注意しろって？」

「イケてる男子にはイケてる女子がつきものでな、つまり……」

　したり顔で語るわりに慶太郎の話はいまいち要点をつかめず、結局何が言いたいのかよくわからない。

　そのうちにチャイムが鳴ったので、話の途中でとっとと席に戻ると、隣の席では唯李が珍しく静かに本を読んでいた。

　うつむいてがっつり本に入り込んでいるのかと思えば、ときおり目線を動かして周囲を警戒してみたりで、本当に読んでいるのか怪しい。

　とはいえ読書の邪魔をするのはよくないと思い、あえて突っ込まずにいると、

「……ねえ、なんかしゃべった？　転校生と」

　向こうから話しかけてきた。なぜかひそひそ声。

「いや別に何もしゃべってないけど」

「速はや見みくんとかと一緒になって話しかけたんじゃないの？」

　読書中だったはずなのによく見ている。確かに転校生について話してはいたが、直接声をかけたりはしていない。

「慶太と階級がランクがどうたらって話しただけだよ。そういえば、唯李のランクってどんなもんなの？」

「……ランクって何が？」

「クラスでのランク」

「元帥だよ」

　きっぱりそう言い切られた。

　質問の仕方も悪かったかもしれないが、答えが雑すぎる。

「それは何？　いつ頃から？」

「へ？　そりゃあ物心ついたときから……ていうかいきなり何？　どうせまた変なこと吹き込まれたんでしょ」

「そっちこそ今日どうしたの？　そんな本なんか読んで」

「い、いや本ぐらい読むでしょ？　ていうかあたしって本しか読んでなくない？　いわば本のム●キングですよこんなもん」

「学校で本読んでるのあんまり見ないけど……なんかさっきから様子おかしくない？　元帥のくせにこそこそしてるし」

　それには答えず、唯李はふいっと本に視線を戻した。話題の転校生のことにはまったく我関せずのようだ。

　今日から転入生ですと朝紹介があったときは、どんな子なんだろうと興味津々だったはずなのだが。

「唯李は話しかけに行かないの？　転校生に」

「は、はぁ？　なんであたしが動かないといけないわけ？　あいさつなら向こうからこんかいと」

「そっか、元帥だしね」

「そうだよこの二等兵めが」

　急に上からくる。

　そのわりにどっしり構えているわけでもなく、萌絵のいる輪のほうをチラチラ気にしていて落ち着きがない。

　そのときクラスの中央で、どっと大きな笑い声が上がった。騒いでいるのはくるみたちのグループだった。やはり際立って目立つ。

「唯李は小牧さんと仲よかったよね」

「ん？　まあね、くるみんゆいゆいの仲よ」

「なんか要注意なんだってね。名前はかわいい感じなのにね」

「それ言うと殺されるよ」

　ずいぶん物騒なワードが出てくる。くるみんゆいゆいというのは、気を抜けば殺し殺される仲だというのか。

　ちなみに小牧くるみのランクは、慶太郎の評価によると最高のＳ。

　過去のことまではいざ知らず、彼女と付き合いがあるとなると、なんだかんだ言いつつも唯李はクラスでもそれなりの位置にいるらしい。




◆　　◇




　やがて教室に小川がやってきて、ＬＨＲが始まる。内容は来月行われる学園祭の打ち合わせだ。

　悠己のクラスは模擬店を出すことになっていて、それについては夏休み前からある程度話はついているが、クラスメイト全体にそこまで熱量は感じられない。

　現状真面目に話し合っているのは学園祭の実行委員と、クラスの催し物係になった一部の人間ぐらいのもので、他はほぼほぼ好き勝手に雑談。

　そのどれでもない悠己は一人時間を持て余していたが、昨晩あまり眠れていないツケが回ってきたのか、急に激しい睡魔に襲われ出した。

　まどろんでいるうちに何度か意識を失いかけ、気がつくと隣の席では唯李がくるみと何事か揉めているようだった。

「だからくるみんはやめろって言ってるっしょ？」

「し、しゅみましぇん……」

　唯李がくるみにむんずと口元を手で掴まれて、ひよこ口にされている。

　その圧倒的パワー差を目の当たりにしていると、こちらの視線に気づいたくるみと目が合った。

「成なり戸とくん、課題出してないって。小川ちゃんが」

　小川ちゃんとは、担任の国語教師小川のことを言っているようだ。

　呼び慣れているあたり、普段からそんな調子なのだろう。

　くるみの容貌は近くで見てもかわいらしい系統だが、雰囲気と声に力強さがある。

「あー課題はちょっと……」

「くるみさん、それがやってないんですよこいつ」

　横から口を出してきた唯李にチクられた。かたやこちらはとんでもない小物臭がする。

「えーダメじゃん！　まぁアタシもやってないんだけどね」

「えぇ、まじすか……どの口で人に注意してるんですかね」

「それは委員長様ですから？」

「やだこの人怖い」

「てかさーめんどいしさ、忙しかったのよいろいろと」

　そんなやりとりをしたあと、くるみはべしっと唯李の頭を軽く叩いて、別のグループのほうへ行ってしまった。

　くるみがいなくなると、とたんに静かになる。頭を手で押さえた唯李と目が合って、なんとも言えない空気が漂ったので、

「さすが元帥、Ｓ級と対等に渡り合ってるね」

「まぁね、あたしもこっちで強くなりすぎたかな」

「でもなんかツッコミが俺のときよりおとなしかったような」

「いやそれは、どっかの誰かさんみたいにボケ倒してるわけじゃなしにね」

「唯李はボケてもないのに叩かれてたけど」

「スキンシップよスキンシップ」

　唯李的にはあくまで対等らしいので、これ以上あれこれ言うのはやめておこう。

　そのうちにチャイムが鳴って、ＨＲは終わり。今日は半日授業のため、そのまま放課後となる。

「さて帰ろうかなぁ～」

　わざとらしくそう言った唯李が、隣で大きく伸びをしてみせる。

　宣言どおりさっさと帰るのかと思いきや、またもチラチラと視線を泳がせて怪しい挙動を始めた。

　どうも唯李は、出入り口近くの転校生の席を気にしているように見える。

　そんなことをしているうちに、くるみがずかずかと唯李の席にやってきて、

「あのさ、小川ちゃんから藤橋さんに学校案内してあげてって言われてたんだけどさ～……唯李どうせ暇でしょ？　アタシこれから用事あんの。よろしく」

「は、はいぃ？」

　唯李は首を大きくひねって変な声を上げると、うろたえたように口をまごつかせながら、

「ちょ、ちょっとわたくし、今日は用事ありまして……」

「そうなの？　どっか行くの？」

「え、ええまあ、ちょっと魔法士学校のほうへ……」

「なにそれ？　どうせ家でしょうもないマンガでも描いてるんでしょ？」

「し、しょうもないってなんやねん、しょうもあるわ！」

　くるみはケラケラと笑い飛ばすと、一度唯李の席を離れ、すぐに萌絵の腕を引っ張って戻ってきた。

　そしてずいっと萌絵の背中を前に押し出して、

「はい、じゃこちら案内してくれる鷹月唯李さん！」

「ちょ、ちょっと何を勝手に！」

　唯李は椅子を倒しそうな勢いで立ち上がる。かなりの狼狽っぷり。

　萌絵は横から不思議そうな顔で、じっとその様を見つめていたかと思うと、おそるおそる口を開いた。

「たかつきゆい……もしかして、唯李ちゃん？」

　そう尋ねられ、唯李はビクッと背筋を伸ばす。

　そのまま固まっている唯李に向かって、萌絵は無遠慮に顔を近づけていく。

「やっぱりそうだ！　わたし萌絵だよ、覚えてる？」

　満面の笑みを浮かべながら、萌絵は自分の顔を指さす。

　かたや唯李はわずかに目線をそらしながら、口元をもごもごとさせて、

「あ、あぁ～……」

「すごーい、唯李ちゃんだぁ～！」

　やや腰の引けている唯李の手を、萌絵はおかまいなしに取って握りしめた。

　するとそのやりとりを見ていたくるみが驚いた顔になる。

「え？　何？　唯李知り合いなの？」

「あ、いや、まあ知り合いというか……」

「そうなの！　小学生のとき同じクラスで！　友達だったの！」

　歯切れの悪い唯李とは対照的に、萌絵はキラキラと目を輝かせている。

　握った唯李の手を、ぶんぶんと上下に揺らしながら、

「ねー唯李ちゃん！」

「そ、そうね、あはは……」

「よかった～。知らない人ばっかりで心細かったの」

　そう言って萌絵は一度自分の席に戻ると、すぐにスマホを手にして戻ってきた。

「唯李ちゃんライン交換しよ！」

「え？　ち、ちょっと今携帯持ってなくて……」

「じゃあとりあえず電話番号！」

「で、電話番号？　え、えーっと、いくつだったかなぁ……ちょっとうろ覚えで……」

　今日めちゃめちゃスマホをいじっていたと思ったがなくしたのか、明らかに挙動不審である。

　唯李は自分のカバンを勢いよく脇に抱えると、

「ご、ごめん、ちょっと今日あれだから、卵特売の日だから！　運んで時間内に納品しないと！」

　などと言って身を翻ひるがえすなり、逃げるようにして教室を出ていった。

　出入り口の戸にもガコっと足をぶつけていったが、何をそんなに焦っているのか。

　それを見ていたくるみが呆れ顔で、誰にともなくつぶやく。

「ガチで逃げたよ……なんなの？」

「なら僕が藤橋さんを案内してあげよう。一応隣の席、というよしみもあるし」

　急に誰かと思えば園田だった。いつの間にか当事者ヅラをしてかたわらに立っている。

　彼女のことはよく知っている、とでも言わんばかりの、かつてないほど得意げな顔だ。

　すかさずその顔にくるみが差し込む。

「いや園田は無理」

「……無理？　無理とは？」

「なんかキモいから」

　慶太郎ですらなかなかここまで直球はない。

　反論しようにも何も言葉が出なかったのか、園田は口を半開きにしたまま黙ってしまった。

　めんどくさいのを一発で黙らせるその手際に、思わず悠己の口からも感嘆の声が漏れる。

「さすが委員長、しびれるね」

「あ、じゃあ成戸くん藤橋さんの案内お願いしていい？」

「え？」

「テキトーでいいからさ、とりあえず。いいよね？　よし決まり！」

　くるみは強引に萌絵を押し付けると、踵きびすを返して教室を出ていってしまった。

　残された萌絵はきょとんとした顔をしていたが、すぐに相好を崩して微笑ほほえんでくる。

「わぁ、よろしくお願いしまぁす」

　萌絵がちょこんと小さくお辞儀をする。どうやら案内役が確定したらしい。

　正直眠たいのでとっとと帰りたかったのだが、ここでＳ級の命令に逆らうのはよろしくないだろう。

　それにこれ以上、彼女をたらい回しにするのもかわいそうだ。

　そうと決まればさっさと事を済ませようと、悠己は「よろしく」とだけ言って先んじて教室を出る。

「あ、ちょっと待って待って！」

　廊下を萌絵が小走りに追いついてきて、隣に並んだ。

「えっと、名前なりとくん、でいいのかな？」

「はい、成戸悠己と申します」

「んーなんか固いねぇ？」

「成戸悠己だよ」

「わたし萌絵だよ！　呼び方はなんでもいいよー？　もえ、もえっち……もえぽんとか」

「じゃあ萌絵」

　一番発音が短くて済む方法を選ぶ。

　いきなり下の名前呼びでぎゃあぎゃあ騒いでいた人たちとは違い、萌絵はまったく抵抗する気配がない。

「わたしはなんて呼んだらいいかな？　あだ名とかないの？」

　萌絵は歩きながら、大げさに首をかしげてみせた。

　さらさらと柔らかそうな前髪が揺れて、黒目の大きな瞳がまっすぐ見上げてくる。

「あだ名とかは別にないかな」

「じゃあ今つけていい？」

「んー……かっこいいのにしてね」

「えっとぉ……じゃあ『なっとー』とか」

「そんな臭い？　いじめかな」

「じゃあ『シトラス』」

「もう原型ないよね。いじめかな」

「じゃあ『ゆっきー』は？」

「ちょっとかわいすぎるかなぁ」

「『なっとー』か『ゆっきー』だったら？」

「その二択？」

「じゃあ実際呼んでみて決めよう」と始まったので、好きなほうでどうぞと言ってその話題は終わりにする。ややこしいのはやめてほしい。

　そして肝心の学校案内はというと、よくよく思えば転校生を案内するなどというのは経験のないことなので、いまいち勝手がわからないことに気づく。

　とりあえず廊下を歩きながら、行く手に立ち並ぶ教室を指さして、

「隣に二組があって、その隣が三組。その奥が四組」

「うんうん」

「で、あっちが男子トイレ。女子トイレ」

「うんうん！」

「そこが階段」

「なるほど！」

「見たらわかるでしょ」

「へ？」と萌絵が不思議そうな顔でこちらを見上げた。
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　悠己もその顔を見返してお互い固まっていると、萌絵が口を開いた。

「どうしたの？」

「あ、いやごめん……」

（何をやってるんだ俺は……）

　いつになってもツッコミが来ないので、つい自分でツッコんでしまった。

　相手は唯李ではないのだ。いつもの調子でふざけている場合ではない。

　しかし萌絵の見た目だとか雰囲気が、なんとなく唯李に似ているような似ていないような、そんな感覚がしたのだ。教室で初めて見たときもそう思った。

　たとえるなら、唯李からしょうもないギャグとかツッコミとか変なひねくれ感とか、そういう不純物を取り除いたような……。

（つまりきれいな唯李……？）

　という表現がしっくりくるような、こないような。

　そもそも唯李基準で考えるのはよろしくないが、なんだか少しひっかかりがある。

　そんなことを思いながら、悠己は通路の窓側に面した水道に近づいて、

「ここが水道。この蛇口をひねると？」

「水が出る！」

（なんだこの会話……）

　やはり調子が狂う。振った自分も悪いのだがこの子もちょっとおかしい。

　もしやノリツッコミが来る……？　と身構えるがそれこそ唯李に毒されている。

「水じゃなくて蛇が出てくるかもよ。蛇口だけに」

「どういうこと？」

「いやなんでもない」

　真顔で首をかしげられるとやりにくい。こういうときもし唯李ならば……。

（機嫌悪ければ「くだらねえんだよ」で、普通なら「ん、今なんて？　もう一回言ってみ？」で、機嫌よければ「いきなり重たい空気にするね～？　ヘビーだけにね」とか言うかな？）

　いずれにせよしょうもない。

　気を取り直して廊下を歩き出そうとすると、萌絵が急に口をつんととがらせた。

「あー、わたしそういうのヤなんですけど！　なんでもないとかっていうのヤなんですけど！」

「ヤですか……」

「ちゃんと言いなよ、ほらほらぁ～」

「ヘヴィだぜ……」

　結局「くしゃみが出そうで出なかった」と適当なことを言って切り抜ける。

　水道を離れて廊下を歩いていくと、ちょうど他のクラスの下校ラッシュともぶつかって混雑に飲まれそうになる。

　前に立って道を作るようにして人混みを抜けると、その先で壁際にたむろしていた数人の男子グループから、一斉に視線を浴びた。

　男子たちの注意が向いているのは、悠己ではなく萌絵のほうだ。

　萌絵はそれに対してにこっと笑顔でもって応えて、そのまま横を通りすぎる。

「どうかした？」

「ん、目があったから」

　目があっただけで知らない人にも笑顔を配っているらしい。

　そうでなくとも、先ほどから廊下をすれ違う生徒たちから妙に視線を感じる。

　やはり転校生……見慣れない子と一緒に歩いていたら、そうもなるか。

「萌絵はなんかすごいフレンドリーだよね」

「そう？　ふふっ」

「ちょっと分けてあげたいね。熱血硬派の人に」

　おもに凛り央おとか、凛央とか。

　最近はずいぶんおとなしくなってきたが、さっきのように男子から集中的に視線を浴びたら「何見てるのよ？」と絡んでいきかねない。

「でもわたし、昔は引っ込み思案で、人見知りで……」

「へえ、そうなんだ？」

「うん。でも頑張って、みんなと仲良くなりたいなぁって思って……」

　そんなことを話しながら、渡り廊下を歩いて別棟のほうへ。

　特別教室の並ぶ通りを抜けて、奥の図書室の前で立ち止まる。

「萌絵は本とか好き？」

「んー本はちょっと苦手かも。あんまり読まないかなぁ」

「ふうん。漫画とかも？」

「漫画なら読むよ。えっと萌絵はね……」

　そう言いかけて、萌絵はあっ、と手で口をふさぐ。

「どうしたの？」

「えっと、ときどき自分のこと名前で呼んじゃうの、直そうと思ってるんだけど……」

「ああそれ、妹と似てるかも」

　前に瑞奈にそれを指摘したとき、「学校だとちゃんとしてるから！」と言われたが、本当かどうか定かではない。

　萌絵は少し恥ずかしそうにはにかんだあと、

「あ、ゆっきー妹いるんだ？　お兄ちゃんなんだ、へえ～」

「まあ一応お兄ちゃんなのかな。超兄貴じゃなくて」

「わたし一人っ子だから、お兄ちゃんかお姉ちゃん欲しかったなぁ～。でもそっか、ゆっきーってお兄ちゃんだから、なんかすごい話しやすいのかも！」

「ふぅん？　そんなの生まれて初めて言われた」

「そうなんだ……かわいそうに」

「全然そんなふうに思ったことなかったけど今ので傷ついた」

「仲良くなれそう！　ライン交換しようよ！」

　そう言って萌絵はポケットからスマホを取り出すが、悠己は現在スマホを持ち歩いていない。

　カバンに入れっぱなしか、そういえば家に置いてきたかもしれない、と記憶をたどっていると、

「ちょっと待ったぁ！」

　突然背後から甲高い声がして、一人の男子生徒が悠己たちの間に割って入ってきた。

　何者かと見ると、黒縁メガネをかけたくどい顔の男子……園田だった。

　さらに続けて、「ちょっと待ったぁ！」とやや明るい色のツンツン頭……慶太郎が同様に飛び出してくる。

「え、なにこの人たち」

「成戸くんが藤橋さんに対し、不審な動きをしないか見守らせてもらった」

「オレはこの変態メガネが変なことしないか見張らせてもらった」

「暇すぎでしょ」

　つまり二重尾行。

　隣の席キラー解放同盟というのは、基本騙し騙される間柄らしい。

　いきなり暑苦しくなって場の密度が増すが、当の萌絵は状況がよくわかっていないらしく、のんきそうな顔で園田を見た。

「あ、園田くんだ。へぇ、みんな仲良しなんだね～」

　それに対し園田は「う、うむ……」と目をそらして眼鏡を押し上げ、中途半端なリアクションをする。

　慶太郎が不審者を見るような目で冷やかすと、萌絵は慶太郎にも笑いかけて、

「その髪型決まってるね、かっくいぃ！　なんかイケイケだね！」

「い、イケイケ……」

「園田くんも学年トップなんでしょ？　すごいよねぇ、見るからに頭よさそうで。なんか参謀って感じ」

「さ、参謀……」

　萌絵の言葉に、二人とも毒気を抜かれた表情になって立ちつくす。

　悠己はなんともなしにその様を眺めつつ、

「なるほど物は言いよう」

「そしてゆっきーは冷静にそれを見守る……影の総帥的な？」

「影の総帥……？」

　突然そんなことを言われ、いよいよ悠己も二人と一緒になって、おのおの顔を見合わせる。

「見抜かれたか……」

「ついにオレらの時代が来たな……」

「ふふふ……にじみ出てしまうものなのだね」

　ただの三馬鹿じゃん、などと水を差す輩はここにはいない。

　ほんわりといい気持ちになったあと、三人で萌絵を囲みながら、校舎の案内を続行する。さながら姫とその従者のようだ。

　そしてひと通り校内を回って、教室前の廊下まで意気揚々といざ凱旋。

　萌絵が「三人ともありがと～」と言うと、行く先々で解説を入れて始終得意げだった園田が、

「うむ。何か困ったことがあれば、我ら隣の席三銃士にお任せあれ！」

　などと胸を張って名乗りを上げだして、高らかに笑いだす。

　楽しそうなので悠己も一緒に円陣を組んで盛り上がっていると、背後で低い声がした。

「……何してるの？」

　振り返ると、不審げな顔をした女子生徒が立っていた。凛央だった。

　凛央は一同に目線を送りながら、冷ややかな口調で言う。

「邪魔になってるわよ？　廊下のど真ん中で」

　さっと園田と慶太郎の顔色が変わり、一気に警戒モードになる。

　勇ましくも園田が萌絵を守るようにして、一歩前に躍り出た。

「現れたな枢機卿……邪魔だというのかね？　この学年トップの参謀が……」

「この前のテストは私が一位だったけど？」

　途中で凛央がぴしゃりと遮ると、園田はふらりと一歩下がった。

　代わりに慶太郎が前に出て、すかさずカバーに入る。

「この前はその髪型似合ってないだの、散々言ってくれたよな？　このイケイケを前にして……」

「小さ夜よが『頭髪剤使いすぎですぐハゲ散らかしそう』って心配してたわよ」

　ふらふらとよろめく慶太郎。

　二人ともまったくもってだらしがない。

　ここはいよいよ影の総帥の出番かと、悠己が前に出るなり、

「ねえ、瑞奈が人のことプリン呼ばわりしてくるんだけど？」

「すみませんでした」

　先手を取られた。

　この前の花火のとき、風邪で行けなかった瑞奈に凛央がプリンを持参してきて、それがちょっといいプリンだったらしくお気に入りになってしまい、ことあるごとに要求しているらしい。

「もうプリオとか言わせませんので」

「プリオは別にいいわよ？　かわいいじゃない」

「えぇ……」

　何やら本人、怖いからかわいいへのシフトを画策しているらしい。が、方向性がよくわからない。

　プリオはくるっと園田と慶太郎に向き直って、

「二人とも、そんな身構えることないでしょ？　だいたいあなたたち……」

　結局お説教のようになっている。

　凛央の登場ですっかり縮こまった二人は、話もそこそこに「それじゃあ僕たちはこのへんで……」と逃げていった。

「じゃあ俺もこれで……」と流れに乗って悠己も逃げようとするが、凛央に進路を遮られてしまう。

「ちょっと待ちなさいよ。唯李は？　まだ教室にいる？」

「なんか急いでさっさと帰ったよ」

「帰った？　チッ」

　やっぱりこの人怖い。

　するとこれまで黙ってなりゆきを見守っていた萌絵が、凛央の放つ不穏なオーラをものともせずに話しかけていく。

「もしかして唯李ちゃんの友達？　じゃあわたしとも友達だね！」

「えっ？　と、友達？」

　急に笑顔を向けられた凛央は、たじろぎつつも「誰？」という視線を悠己によこしてくる。

　初対面の相手にいきなり友達呼ばわりされたら、警戒するのも無理はない。ましてやあの凛央だ。ここは仲介が必要だろう。

「えっと、この子はウチのクラスに転校してきた……」

「わたし萌絵っていうの、よろしくね！　わ～髪きれいだね！　スタイルいい！　足長い！」

　しかし途中で萌絵に遮られ、凛央ごと持っていかれた。息をつく間もなく、萌絵はあれこれと質問を浴びせていく。

「へ～そうなんだ。じゃあ凛央ちゃんのあだ名とかは？」

「あ、あだ名？　そういうのは別に……」

　萌絵にぐいぐい迫られた凛央は、悠己に助けを求めるような視線を送ってくる。

　この構図はどこかで既視感があるような、ないような。

「凛央のあだ名ならリーオーがあるじゃん」

「だから何よそれは？　そこはかとなくバカにされてる気がするんだけど」

「じゃあリオリオは？」

　すかさず横から萌絵が差し込んでいく。

　なぜわざわざ二回言うのか、悠己にはちょっと理解が及ばない。

　泣く子も黙る隣の席ブレイカーに、それはちょっとふざけすぎではないだろうか。

　今にも怒り出してお小言を始めるのではないかと気を揉んでいると、凛央は顔をそむけてほくそ笑んだ。

「リオリオ……アリはアリね」

「よっわ」

「な、何よ！　も、文句あるの？」

「パイロット入れ替わってるね」

「ゆっきーもほら、そうやってケンカしない！」

　まさかの萌絵に仲裁に入られる。

　間に割って入ってきた萌絵の向こうで、凛央が訝しげな顔を悠己に向けてくる。

「ゆっきー……？」

「リオリオ……」

「何よ？」

「何か？」

　お互い牽制しあっていると、「だからやめなサイ！」と萌絵が手を広げて悠己たちの視界を塞ぐ。

　そして手元のスマホをいじりながら、「じゃあリオリオもライン交換しよ！」と始まった。

　突然そう言われて凛央は戸惑っているようだったが、押し切られてカバンからスマホを取り出す。

　かたや悠己も「ゆっきーも早くスマホ持ってきて！」と強引に促され、言われるがままスマホを取りに教室の自分の席へと戻った。
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　脱兎のごとく教室を抜け出した唯李は、自宅への道のりを一人トボトボと歩いていた。

（なぜだ……なぜ今になって現れた）

　突如として現れた転校生、藤橋萌絵。

　他人の空似だとか人違いだとかそんなことはなく、彼女とは正真正銘、小学生のときクラスメイトだった。

　当時の唯李とはまったく正反対の、明るくてかわいくてみんなの人気者。

　いわゆるクラスでもトップの女子グループに属していて、そのまとめ担当、面白担当がいる中のかわいい担当。

　根っからの明るいキャラで、唯李のような日陰者にも、顔を見ればあいさつをして何事か話しかけてくる。いわゆる誰とでも仲良くというやつだ。

　唯李とは一度だけ近くの席になって、そのときはよく話しかけられはしたが、休みの日に一緒に遊ぶ、などということもなくあくまで学校で顔を合わせる程度の関係。

　だから「友達だったの！」と言われても、唯李としては正直そこまで友達感はない。

　萌絵とは一年でクラスが分かれて、その後引っ越して私立の中学へ行ったという話を人づてに聞いたぐらいで、接点は本当にそれだけ。

　当時から彼女とはことごとく波長が合わなかった。

　普段の会話からして噛み合わず、わりとずけずけと物を言ってくるところや、やけにグイグイくる距離感。はっきり言って苦手だった。

　記憶にある中でその最たるものが、

　――みんな見て見て～！　唯李ちゃんすごい上手だよ！

　クラブ活動でスケッチブックに描いた絵を勝手に見られて取り上げられて、みんなに見せびらかされたことがあった。

　お世辞にもあまりうまいとは言えず、それも好きな漫画のキャラを模写しただけのいわゆるオタク丸出しの絵で、そのせいで男子にも笑われたのを覚えている。

　そのときの萌絵は首をかしげるばかりで……おそらく本人に悪気はなかったんだろうと思う。たぶん。きっと。そう思いたい。

　けれどそれがトラウマとなって……とまではいかないが、それ以来彼女を前にすると、どこかぎこちなくなってしまう。

　そしてそれは今も変わらない。きっと本能が彼女を恐れているのだ。

　さらによくないのが、萌絵は昔の面影をこれでもかと言うほどに残したままだ。

　先ほどクラスでの振る舞いを見ていても、実際目の前にしたときも、唯李の記憶にある彼女とほとんど変わっていなかった。驚くほど変わってない。

（あたしのことなんて忘れてるだろうな～って思ってたのに、なんで覚えてるのよ……）

　完全に他人のフリを貫こうと思ったのだが、それは通らなかった。

　向こうにしてみれば大勢いた知り合いのうちの一人にすぎないはずで、ましてや存在感の薄かった唯李のことなど、とうに忘却の彼方だと思ったのだ。

　陰気臭かった過去の自分を知っている人物の登場……それをお軽いノリで暴露されたらたまったものではない。

（いや～やっぱりちょっと唯李ちゃんの過去重たいからなぁ～……）

　などと頭を悩ませながら帰宅すると、リビングのソファに横たわってスマホをいじいじしている姉を発見した。

　真ま希きは「おかえりぃ～」と完全に間延びしきった鳴き声を発する。大学生の真希は、まだ絶賛夏休み中らしく暇そうだ。

　ここは一度、過去を知る人物その一に相談してみることにする。

「ヤバイよお姉ちゃん、ついにあたしの秘められし過去が……」

「ん～？　そんなごたいそうな過去あったっけ？」

　ゆっくり体を起こした真希が、背伸びしながら大きくあくびをする。この白豚さんは全然お話にならん。

　唯李が物心ついたときからずっとこんな調子の人には、しょせんわからない悩みなのだ。

　真希は軽く腰を回して体をストレッチさせながら、

「ていうか唯李はこの間も残念な過去がまた一つ増えたばっかりでしょ？　いいとこまでいったのに告白できなかったっていう」

「い、いやだからそれは違うのよ、あそこでそういう惚れた腫れたの話をするっていうのは野暮ってもんよ」

「ふぅん？　ラブコメディじゃなくてヒューマンドラマしちゃったんだ？　唯李の分際で」

「いやそもそもコメディじゃないし？　誰が言ったよそれ」

　唯李の反論もものともせず、真希はんふふ……と口もとを隠して笑う。

「……ずいぶんうれしそうですね、妹の失態が」

「うふふ……それはまぁ、なんだかんだでどうせダメだろうなって思ってたから」

「あたしもどうせダメだろうなって思われてるだろうなって思ってたよ」

　高度な読みあいにも無事勝利。その上でこちらも反撃に出る。

「そういえばお姉ちゃんのほうこそどうなったの？　速見くんとごちゃごちゃやってたの」

「さっぱり連絡来なくなったわ。でも私のほうから連絡はしたくない」

「なにその無視され続けてる彼女みたいなの」

「あの花火のとき『すいませんちょっと待っててください！』って、いきなり走り出してそれっきりよ？　そんなことある？　まあ別にいいんだけどね、全然そういうのじゃないし！　でももうあんたには興味ないわみたいなのが腹立つっていうかね！」

「そんなんばっかだよね」

　あの花火の日、どういうわけか速見兄妹には唯李が悠己に告白未遂をした、ということになっている。

　まあそれはあながち誤解でもないのだが、その後あの一連の出来事を、なんとか悠己には黙っていてもらえないかと必死にお願いをした。

　慶太郎は「別にいいけど全然、オレは」と非常に物分かりがよかった。普通にいい人。

　かたや小夜には「まあいいですけどぉ～～でもなんでですか？　早く告白してくっつけばいいのに～～」とニヤニヤしながら言われた。はいはいクソガキクソガキ。

「まあ、私は唯李が幸せだったらそれでいいのよ」

「あたしのことよりもっと自分のこと気にしたほうがいいんじゃない？」

「私は唯李が幸せだったらそれでいいのよ」

「ヤバイ、お姉ちゃんがｂｏｔ化した」

　ｂｏｔ化してお話にならなくなってしまった真希を置いて、自分の部屋へ。

　唯李は荷物を置くなりどかっとベッドの上に腰掛け、思案顔で腕組みをする。

　萌絵のこともそうだが、悠己のこともあっちはあっちで依然として問題である。

（これ以上失敗するわけにはいかんのよ……。まぁすでにほぼほぼ落ちてるとは思うんだけどね。ていうかもう落ちちゃってると思うんだけど）

　真希理論で行くと、花火に誘うイコール告白。

　来年の花火を誘われた……つまりそういうこと。

　しかし単なる瑞奈のバーターとして誘われた可能性もある。

　毎年恒例の宴会芸よろしく夏キラーの要請を受けただけの可能性もある。

　そもそもマキマキ理論が前提からして破綻している可能性すらある。

（まぁあくまで可能性ね。そこは何事もプラス思考で……とりあえずそっちは時間の問題だとして、やっぱり今の優先度から言うと……）

　もしも萌絵に過去をバラされでもしたらどうなるか。

　今でこそ元帥キャラではあるが、それが実は教室の隅で縮こまっていた雑兵だった……などということになれば、悠己はどんな反応をするだろうか。

　いずれにせよ今まさにやつを仕留めんとするところに、余計な横やりが入るのはよろしくない。

　そうでなくても昔の話は誰にもしていないのだ。

　顔見知りこそ何人かいるものの、中学時代より前の自分をそこまで詳しく知っている人間は、今の学校にはいないはず。

（下手するとせっかく築いてきた地位が……今の元帥ポジションが崩れる？）

　いっそ包み隠さずこれまでのいきさつを悠己に全部打ち明けたら……いや、それこそまさに精神病んで闇落ちした子扱いされてしまう。またうさんくさい石もらってしまう。

「そうだったんだ……辛かったんだね。でも、もう大丈夫だよ（キラキラ」（理想）

「その反動で惚れさせゲームの隣の席キラーとかっておかしくなっちゃってるんだ？　またメンタルに効く石多めに出しときますね～（ゴロゴロ」（現実）

　さすがにそこまでひどい現実にはならないと思いたいが、とにかく病んだ女と思われるのだけは避けなければ。

　それに問題はそれだけではない。むしろこちらのほうが重要かもしれない。

　姉にとにかく明るくしろ、笑え、と言われ、かわいくて明るい子……でそのとき真っ先に思い浮かんだのが、かの藤橋萌絵だった。

　彼女の仕草、言動……無意識のうちにトレースしていた部分があったのかもしれない。

　こうして改めて萌絵を目の前にしてみると、笑顔で元気よくフレンドリーに……だとかはモロにパクりで、隣に並ぶとボロが出てしまう恐れがある。

　そういう余計なところだけは目ざとい悠己に「なんか似てるし下位互換の人もういらないかもね」とか言われそう。

（いやパクリとかじゃないですし？　自己流アレンジ加えてるし下位互換どころかこちとら上方置換ですけど？　いや誰がアンモニアだよ）

　そして萌絵にも「唯李ちゃん昔と変わったねぇ？　なんかわたしに似てる？　え、パクリ？」とでも言われようものなら、まさにアイデンティティ崩壊の危機。

　下手すればもうすでに、あることないこと言いふらされている可能性が……。

　本当なら萌絵の言動をよく見張っていなければならず、思わず逃げてしまったのは悪手だったかもしれない。

　カバンに手を突っ込んでスマホを取り出す。

　あのあとどうなったのか悠己に尋ねようかと思ってラインを開いたが、寸前で手が止まった。今ヘンに探りを入れたりすると逆に怪しまれる。

　いやでもよりによって、転校初日に萌絵が悠己にそこまで絡んでいくというような流れにはならないだろう。

　もともとクラスでは存在感が薄いキャラであるからして、それが萌絵の目に留まるということもなさそうだ。

（ちょっとビビリすぎだよね、いくらなんでも。実際向こうもそんな前のこと覚えてるわけないし、あたしのことだって別にそんな……って感じだろうし、気にしすぎ気にしすぎ！　……でも何？　このそこはかとなく嫌な予感は……）
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　翌朝、登校した悠己が自分の席で本を読んでいると、隣で静かに椅子を引く音がした。

　音を立てずに着席した唯李は、これまたひっそりとカバンの中身などを取り出したりして、普段より五割増し……いや十割増しはおとなしい。

　悠己と目が合うと、声は出さずにこくりと頷いてくる。それがあいさつのつもりなのか。

　唯李は静かな代わりに、やたら周りと教室の出入り口を気にしている。

　昨日に引き続き挙動不審なので、悠己は一度読書を中断して尋ねた。

「どうかした？」

「……え？　どうかしたって何が？　別にどうもしないよ？　全然なんでもない」

　必要以上に否定するところが逆に怪しい。

　そういえばこの女は昨日萌絵の案内を放棄して逃げて、それきりだったことを思い出す。

「唯李って、萌絵と知り合いだったんだ？」

「へ、へっ？　し、知り合いっていうか……ま、まあ」

　非常に歯切れが悪い。昨日の今日でいったいなんだというのか。

　唯李は萌絵の席をちらりとするがそちらは現在空席で、萌絵はまだ登校してきていないようだ。

「せっかくの再会なのになんでコソコソしてたの？　整形がバレるからとか？」

「やってねえよ」

「わかった、借りてたゲーム他の人に売ったとか」

「鬼畜じゃねえかよ」

「じゃなんでおどおどしてたの？　昨日も逃げるように帰ったし」

「お、おどおど～？　そ、そんなしてますかね？　木の精じゃ？」

　そうは言うが明らかに様子がおかしかった。というか現在進行形でおかしい。気のせいの発音が木の精になっている。

　唯李は若干頬を引きつらせていたが、急ににやっと表情を作ってきて、

「あ、あれれ～？　ってことは悠己くん気になるんだ？　唯李ちゃんの過去が気になってしょうがない？」

「そういえば今日英語の小テストあるんだっけ」

「小テストのほうが気になっちゃってるよ。唯李ちゃんの過去小テストに負けちゃってるよ」

「え、何？　ってことは、そんな大変な過去があったの？」

「ん？　別に？　過去ないっすよ？　過去も未来もないよ」

「じゃあよくない？　どうでも」

「なんでそうやって余計な四文字つけるかな？」

　唯李は腕まくりをせんばかりの勢い。

　わざわざこんな面倒な人を相手にするより、萌絵に聞けば実際のところはすぐにわかることだ。

　そう思って本に視線を戻そうとすると、唯李はしつこく身を乗り出してきた。

「ていうかさ、何？　なんで萌絵とかって、いきなり馴れ馴れしく呼んじゃってるわけ？」

「いや本人としゃべってそう決まったから。昨日あのあと萌絵に学校を案内して……」

「は、はぁっ？　な、なにを初日に転校生と打ち解けてんのよ？　なんで謎コミュ力発揮してんのどこの陽キャラだよ」

「それは唯李が逃げたせいじゃん。だいたいそういうの、俺より唯李のほうがずっと得意でしょ？」

「え？　んー……まぁね、もう陽キャラ通り越して太陽みたいなところあるからね。太陽系女子ってね、みんなにエネルギーを分け与えてるわけ。必殺技太陽拳！　つってね、いや誰がハゲだよ」

　一人でごちゃごちゃとうるさい。少し褒めるとすぐこれだ。

　楽しそうにしゃべっているので遮ることはせずに、ひと通り聞き流したあと、

「でもちょっと聞いたよ。過去の話」

「え、うぅえっ？　な、な、なんて？」

「いや唯李のことじゃなくて萌絵の……なにをそんな焦ってるの？」

　唯李は得意げな顔から一転、いきなり目を見開いて口をぱくぱくと震わせる。

　これはやはり過去に後ろめたいことがあるようにしか思えない。

「か、過去の話って……どんな？」

「萌絵は今でこそ明るいけども、昔は引っ込み思案で友達もいなくてっていう……」

「いや待った。かぶっとるやんけ」

「何が？」

「キャラかぶってんだよって言ってんの」

「誰と？」

　悠己は首をひねるが唯李はそれには答えずに、

「ていうかそれ、やつは嘘をついているね。昔からなんかこうイケイケキャラでイケイケグループにいたね」

「へえ？　それほんとに？」

「何その疑いの眼差し。唯李と萌絵どっちを信じるって？」

「それは、う～ん……」

「え、迷う？　そこシンキングタイム発生する？　昨日初対面だった人に負ける？　今までの積み重ね的なものは？」

「だって唯李ってちょいちょいしょうもない嘘つくじゃん」

「は～？　嘘ついたことない人なんていないと思うんですけど～？　悠己くんは生まれてから一回も嘘ついたことないんですか～？」

　小学生レベルの反論をしてきた。

　どうも唯李と萌絵の間には認識の食い違いがあるようだが、人によって見えている景色が異なるということもあるのかもしれない。

　とりあえずは唯李の言うことも聞き入れることにして、

「というと、唯李はイケイケグループじゃなかったの？」

「え？　ま、まぁそのときはちょっとね……」

「今は元帥なのに？」

「そうだよ今は大元帥だよ」

　いつの間にか階級が上がっている。悠己の見えないところで戦果を上げているのか。

　やはり上からくるので、悠己も昨日萌絵に言われたことを思い出して対抗していく。

「まぁ俺も、影の総帥だからね……ふっ」

「なにが影の総帥だよ。カニの雑炊の間違いでしょ」

　心底バカにしたような顔をされた。せっかくいい気分でいたのにあんまりだ。

「いやカニの雑炊はおかしいでしょいくらなんでも」

「じゃあいいよカニの総帥で」

　などと言い合いをしていると、背後からふっと人の影が落ちる。

「ゆ・い・ちゃ～ん。おっはよ～」

　振り返ると萌絵が悠己たちの席の後ろで、満面の笑みを浮かべながら立っていた。

　どうやら登校するなり、一目散にやってきたらしい。

　昨日はあのあと、萌絵が教室で他の生徒と話し込みだしたので、もうお役目終了と悠己はさっさと帰ってそれきりだ。

　隣では「ひっ!?」と小さく悲鳴を上げた唯李が、のけぞって椅子から転げ落ちそうになっている。大元帥にあらざるべき情けない姿。

　なんとかバランスを持ち直したところに、萌絵がぐっと顔を近づけていく。

「唯李ちゃん携帯持ってきたでしょ？　今日こそライン教えて」

「あ、いや昨日帰りにちょっと、携帯落とした拍子に通りすがりのアフリカゾウに踏みつけられて……」

「えっ、うそ!?　どこでそんな……」

「いや嘘に決まってますがな」

「なんでそんな嘘つくの？」

　萌絵にじっと見つめられ、先生に怒られた人のように黙りこむ唯李。

　萌絵の言うことももっともで、「なんでそんな嘘つくの？」と本当それにつきる。

「昨日ゆっきーともライン交換したんだよ？」

「ゆ、ゆっきー？　って何？」

　まぶたをパチパチとさせる唯李を尻目に、萌絵がなにやら悠己に向かってアイコンタクトをしてきたので、代わりに自己紹介をする。

「やあ僕ゆっきーだよ」

「何がゆっきーだよ、ゆっきー感はてしなくゼロだわネズミに訴えられろ」

　キレられた。これはあんまりな言い草。すかさず萌絵が難色を示す。

「えっ、ひどい。わたしがせっかく考えたのにどうしてそんなこと言うの？」

「あっ、や、やだなぁジョークですよジョーク、落ち着いて落ち着いて。い、いやぁなんかその、悠己くんもそういうあだ名的なものって、実は嫌なんじゃないかなって思って……」

　唯李がそう言うと、萌絵は「そうなの？」と不安げな顔を向けてくる。

「んー……嫌というかコスパが悪いね」

「どういうこと？」

　例によって萌絵が全力で首をかしげてくるが、要するに使い分けがめんどくさい。呼ばれても忘れてスルーする恐れがある。

　なんと説明しようかと考えていると、唯李が横から口を出してきた。

「どうせめんどくさいとかって思ってるでしょ」

「そんなことないよ。ちょっとだるいなって思ってるだけで」

「聞きました藤橋さん？　こういうやつなんですよ」

　またも大元帥に告げ口される。

　怒り出すかと思いきや、萌絵は感心したように唯李を見返して、

「へえ～仲良しなんだね、二人」

「な、なかよし？　い、いや仲良しというかなんというか……」

「でもわたしたちも仲良しだもんね～」

　そう言って萌絵は唯李の背後から、のしかかるようにして体を預けていく。

　机の上に押しつぶされて「ぐぇっ」と変な声を上げた唯李は、さらにその頭を撫でられてとされるがままだ。
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「あはは～……」と笑みを浮かべてはいるが、若干口元が引きつっている。

（こんなやりとりどこかで見たような……）

　そう、これはたしか凛央を初めてこのクラスで見たとき……唯李が凛央に絡んでいたやりかたと似ている。

　またも唯李と萌絵に類似点を見出した悠己は、

「二人って、なんとなく……似てる？」

「へ、へっ？　に、煮てるってどのへんがじっくりコトコトよ？　ぜんぜん煮てませんよ？」

「なるほど、言われてみるとじっくりコトコト似……」

「なによそれどういう意味よ」

　自分で言っておいて意味がわからないらしい。

「わぁ唯李ちゃんいい匂いする～ぎゅ～」

「ちょ、ちょっとだ、ダメだってば！　ち、ちゃんとオプション料払ってもらわないと！」

　さらに萌絵に背中から抱きつかれ、顔を赤くしてじたばたともがく唯李。

　この前は攻める側だったはずなのに、それがどうして今度は逆転しているのか。

　要するに力関係的に萌絵＞唯李＞凛央ということなのかもしれないが、なんにせよ仲良しなのはいいことだ。

　せっかくの旧友同士の再会なわけだし、ここで余計な邪魔はするまいと、悠己は自分の机に向き直って読書に戻る。

　二人はしばらくわちゃわちゃとやっていたが、やがて静かになったかと思うと、萌絵が横から悠己の手元を覗き込んできた。

「あ、ゆっきー何読んでるの～？　見せて～」

「え？　いやでもちょっと、恥ずかしいなぁ」

「いいじゃん見せて見せて～」

「え～、でもなぁ……」

「ちょっと待った」

　途中で唯李が待ったをかけてきた。

　何かと振り向くと、仏頂面でこちらを見ている。

「なんで普通っぽくしゃべってるわけ？」

「普通？」

「『何読んでるの？』って聞かれたらそこは『本』って返すとこでしょ？　あたしのときみたいに」

　何のことやらさっぱりで首をかしげかけたが、そういえば席替えしてすぐ唯李とそんなやりとりをしたような、しなかったような。そういうのは覚えているらしい。

「まあ、やっぱりそういう態度はよくないかなって思って」

「なに成長してんだよ」

　人の成長を喜べない女。どういうつもりなのか。

　ならばとこちらも開き直って成長をアピールすべく、本のタイトルを読み上げる。

「これ、『不況をラクに生き抜け！　楽に楽しく稼ぐ方法　～寝てるだけでじゃんじゃんお金が！～』っていうやつ」

「なんつー本読んでんのよ。ほんとに恥ずかしいやつじゃん哲学青年はどこいった」

「これで読書感想文書こうかなって」

「一回めちゃくちゃ怒られてこい」

　すでに怒ど涛とうの勢いで怒られている。

　しかし席替え当初は唯李も「うふふ……」なんて笑っていて、やりとりにもまだ余裕があったと思うのだが。

「そういうの意外に根に持つんだね？　唯李は成長……というか前のほうがまだおとなしかったような」

「退化の改新だよ」

　すかさず自信満々に意味不明な返しをしてくるのでこちらも流す。

　するとそのとき、黙ってやり取りを眺めていた萌絵が、急に声を上げて笑い出した。

「うふふっ……唯李ちゃんって面白い！」

　その言葉にピクリと反応した唯李は、萌絵を見ておそるおそるに尋ねる。

「そ、そう？」

「うん、面白いよ～」

　にっこりとそう言われて、唯李は口元をにやつかせる。

　萌絵に対してどうもはっきりしない態度だったが、褒められてうれしいはうれしいらしい。

「よかったね、面白いって言ってくれる人がいて」

「はいはいよかったですよ地獄に仏ですよーだ」

「どのへんが面白かったのか俺にも教えてほしいな、わかりにくいから」

「え～～？　これだから素人は……。藤橋さん言ってやって言ってやって」

「なんか意味わかんないけど、唯李ちゃん昔と全然イメージ違っておもしろい！　ギャップが笑える！」

「ただの地獄やん。地獄からの使者やん」

　昔とイメージが違うところが滑稽で面白いのであって、今の唯李が面白いというわけではないらしい。そこを勘違いしてはいけないようだ。

「へえ、昔の唯李ってどんなだったの？」

「ん？　えっとねぇ～」

「いいからそんなことより小テストだよ小テスト！」

　さっきは文句を垂れていたくせに、今度は自分から小テストに話を振っていく。

　萌絵はそんな唯李の顔を改めてじっと見つめて、

「昔は全然面白い感なかったのになんでなんだろう？」

　と顎にひと差し指をあてて首をかしげる。

　ものすごく煽っているような台詞ではあるが、本人そんなつもりはなさそうだ。たぶん。

　さすがの唯李もリアクションに困ったのか、

「い、いやぁ、面白い感っていうかなんていうか……」

「どうしてこうなってしまったんだろう」

「貴様は黙れ」

　悠己には当たりがきつい。唯李に突っ返されたところを、萌絵が手招きしてくる。

「ねえ聞いて聞いて、唯李ちゃんってね、そのころ……」

「あっ、鳥だ！　飛行機だ！　いや小テストだ三浦先生だ！」

　唯李が突如窓の外を指さしながら叫ぶ。

　英語教師を勝手に空に飛ばしているようだが、うるさい上にネタが異常に古い。

「唯李ちゃんちょっとうるさい」

「はい」

　しかし萌絵に怒られ、逆らえないのかわりと素直におとなしくなった。

　萌絵は唯李の頭を軽くよしよしと手で撫でながら、

「今の唯李ちゃんはこんな感じなんだ～。ふぅ～ん……」

「今の唯李は元帥らしいよ」

「ゲンスイ？　何それ？」

「まあ実質クラスのボスみたいなもんだよね」

「へ～そうなんだ～……」

　萌絵はしきりに頷いては感心している。

　かたや唯李はふんぞり返って……ではなく、なぜか悠己に向かって「余計なこと言いやがって……」とでも言わんばかりの目つきをする。さんざん自分で言っていたくせにこれだ。

「唯李ちゃん昔はなんかこう、一人でお絵描きとか……」

「ま、まぁね！　あの頃はオールドタイプだったから？　今はちょっと強化入れた感じかな」

「でもかわいかったよね、そのときから～。唯李ちゃんのことかわいいって言ってる男子結構いたんだよ」

「え、え？　まじすか？　そんなの全然聞いたことないしむしろ逆で……」

「あ～それって、もしかしてあれじゃない？　好きな子いじめちゃうみたいな感じの。くすくす」

「いやクスクスじゃねえよ、マジで笑えねえし」

　何か譲れないものがあるのか唯李の口調が荒くなると、さっと萌絵の顔色が変わる。

「えっ……唯李ちゃん怖い」

「あっ、ち、違うよ？　今のは三人目の人格ちょっと出ちゃっただけから。気にしないで」

　余計に気になることを言って、唯李は萌絵をなだめていく。

　過去の唯李が今とはまったく違うキャラなのだとしたら、突然そんなきついツッコミをされて驚くのも無理はない。

「もーびっくりした！　ダメなんだからねそういうの！　それより唯李ちゃん早く出して」

「え？　え、ええと……すいません今月は勘弁してください、お小遣いが……」

「違うスマホ！　ライン交換するの！」

　ごまかしきれなくなった唯李は観念したのか、スマホをカツアゲされ結局ラインを交換させられている。

　そのうちにチャイムが鳴ると、連絡先の登録を終えた萌絵が「またね～」と自分の席に戻っていった。

　唯李も一応笑顔で手を振り返してはいたが、萌絵の視線が別のほうを向いたとたん、急にガクッと肩を落とす。今のでどっと疲れた、とでも言わんばかりだ。

「やっぱり過去になんか嫌なことでもあったの？　『唯李ちゃんはドラ●もんに似てるからグーしか出せないんだよね？』って毎日ジャンケンで荷物持ちさせられてたとか」

「いやそれゴリゴリにいじめられてるじゃん。無駄にリアルっぽい感じやめて？　全然そういうんじゃなくてだね……」

「あ、ごめん……嫌なこと思い出させちゃったね」

「だから違うって言ってるでしょグーで一発いっとくか？　もうこれで終わってもいいするか？」

　唯李はこちらを睨みすえて、握りこぶしを作ってみせる。

　かと思えば不満げに口を尖らせて、

「それにしても、悠己くんともライン交換ねぇ……」

　じろりと何か言いたげな視線を送ってくる。

　といってもＩＤの交換をしたのは凛央も一緒で、その後特に何かやり取りをしたわけではない。

「でもよかったね、萌絵だって転校してきて友達もいなくて不安だろうし」

「友達もいなくて不安ねぇ……ええそうですねぇはい」

「え？　なんか不満？　……あ、カニ雑炊ごときが余計なことだったね。元帥様はそんなことお見通しだろうし」

「そうだよカニ雑炊ごときが。もうカニじゃなくてあのかまぼこのやつにしてやろうか。それをカニと言い張ってやろうか。そして高値で売ってやろうか」

「悪魔的だね唯李閣下」

「デビル元帥だよ」

　突然のデビル化。何か物言いがお気に召さなかったらしい。

　勢いよく突っ返してきた唯李は、いーっと歯を剥いてみせたあと、ぷいっとあさってのほうを向いてしまった。
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　その日の昼休み。

　机に弁当を広げた唯李は、前の男子の席を占領したくるみと向き合っていた。

「ていうかさ～メイド服ってどうなの？　マジで。学園祭のあれ、園田が勝手にさ……」

　コンビニのおにぎりの封を切りながら、くるみが不満げに息を漏らす。

　席が近いせいかくるみはよく唯李の席にやってきて、こうして昼食がてら愚痴を聞かされたりする。

　くるみは交友範囲が広いこともあり、今クラスで何が問題になっているのか、話題には事欠かない。話は目下、間近に控えた学園祭のことだ。

　相槌を打ちながら箸を取り出すと、席のかたわらに影が落ちて、甘ったるい声がした。

「唯李ちゃん一緒に食べよ～」

（うっ……）

　萌絵だった。ニコニコ顔で弁当箱を手にしているが、唯李の頬は若干ひきつる。

　対面のくるみは話を中断すると、一度萌絵を見上げて、唯李に視線を戻した。

「だって。唯李ちょっとどいてあげて」

「いやここあたしの席なんですがそれは」

　くるみが「藤橋さん椅子持ってきなよ」と言うと、萌絵は嬉々として椅子を引きずってきて、三人で唯李の机を囲む形になる。

　くるみは話を邪魔されて不機嫌……ということはなく、こういうとき意外に面倒見がいい。

　萌絵は自分の弁当箱を机に置くと、唯李の弁当を覗き込んで「わ～唯李ちゃんのお弁当おいしそ～」とやったあと、おにぎりを手にするくるみを見て、

「くるみんはコンビニ？」

「くるみんはなしって言ったでしょ」

「じゃあみくるん！」

「名前変わってんじゃん」

　くるみはこともなげにおにぎりを口に運ぶが、唯李としては内心ハラハラである。

　唯李が同じことをやったら胸倉掴まれてもおかしくない。これも萌絵の人柄がなせる業わざなのか。

　当の萌絵はどこ吹く風と、お弁当に向かって両手を合わせて、丁寧にいただきますをした。

　まっすぐ伸ばした箸で迷わず食べ物をつかみ、丁寧に口に運ぶ。どこか洗練された、淀みない動作だ。

「なんかいいとこのお嬢様って感じね。食べ方がお上品」

　眺めていたくるみが、感心げに息を漏らす。

　萌絵はしっかり口の中のものを飲み込んだあと、頬を緩めてそれに答える。

「そうかな？　別に普通だと思うけど」

「そっちの人はポロポロこぼすからね」

　くるみは唯李へ視線を流してくるが、ここは言い返さずおとなしくしておく。

　口を手で押さえて笑う萌絵を横目に、くるみが中断した話を再開した。

「それで園田がさ～昨日あいつ急に燃えてたじゃん。この催し物を成功させるためには！　みたいなこと言って」

　そうは言うが「頭がいいので園田くんがいいと思いまーす」と、クラスの催し物係に園田を押し付けたのはくるみ本人だ。

　二クラス合同でジュースとたこ焼きを売るという話だったが、どうにも地味、という理由で園田が突然提案を始めた。有志を募ってコスプレをする、というものだ。

　くるみの予想に反して、どういうわけか園田はやる気満々なのだという。

　とはいえその温度差は激しく、大多数のクラスメイトからは冷ややかな目で見られている。特に女子。

　くるみが話を切り出すと、すぐに萌絵がぱっと顔を上げて反応した。

「あ、それ！　わたしも園田くんにメイド服着てくれないかって頼まれちゃって……衣装は用意するからって」

「え？　マジ？　ていうか原因それじゃん！　どうせ藤橋さんのメイド姿が見たいってだけでしょ。マジキモい死ねって言ってやっていいよ」

「わたし別にいいよって言っちゃった。なんかかわいそうだったから」

　萌絵があっけらかんと言うと、くるみの「えっ……」という顔と目が合った。

　思わずお互い無言のアイコンタクトをすると、くるみがやんわりとたしなめるように、

「そういう気とか遣わなくても大丈夫だから。正直に言ってやって」

「大丈夫だよ、メイド服ちょっと着てみたいなって思ってたし……。みんなで一緒に学園祭盛り上げよう！」

　萌絵はぐっと手でガッツポーズをしてみせる。

　転校したてでクラスの空気感だとか、園田の扱いもまだよくわかっていないのだろう。

　園田もそれをいいことに、うまいこと言いくるめたに違いない。

「うーん、園田許すまじ……」

　くるみが渋い顔をすると、萌絵が不思議そうに首をかしげる。

「え？　でも唯李ちゃんもやるんだよね？」

「は？」

　いきなり水を向けられて、唯李の口から間の抜けた声が出る。手元でミニ唐揚げが箸から転げ落ちた。

　すかさずくるみがぽん、と手を叩いてみせて、

「あ、いいじゃん唯李もやったら。そういうのってかわいい子がやるって決まってるし」

「いやいやいやいやいや！　え、何？　そういう流れじゃなかったでしょ今！」

「確かにまぁジュース売るだけとかめちゃめちゃ地味だし、そんぐらいやってもいいのかなっていうのはあるね」

「いやだから流れおかしいでしょ？　だいたい園田くんが言い出したからってそんなの勝手にやっていいわけ？」

「大丈夫でしょ、あいつ責任者だし。自前で衣装用意できるとかって言ってるんでしょ？　どっかのクラスもメイド喫茶やるって言ってたし、小川ちゃんも『先生はみんなの自主性を重んじますので自分たちで決めてください』みたいに言うだけだし。いつもは細かいことうるさいくせにさ」

　園田を叩く流れのはずが、急に逆流氾濫を始めた。

　きっと「唯李にやらせたら面白そうだから」だとかそういう理由に違いない。

「みんな部活のほう優先してるからさ、残りはいまいちやる気ないじゃん？　特に男子。そこの窓際の席の人とか」

　くるみはちら、と隣の悠己に視線を送る。

　悠己は机の上の原稿用紙と向かい合って、読書感想文を絶賛執筆中だった。カリカリとやたらペンの動きが速いがちゃんと考えているのか。

　くるみの勢いに飲まれそうになっていると、いきなり萌絵が身を乗り出して悠己に向かって声をかけた。

「ねえねえ、ゆっきーも見たいよね！　唯李ちゃんのメイド」

「どっちでも」

「えー！　なんでそうやって言うの？　絶対かわいいのに！　とか言いながらホントは見たいんでしょ～？」

「超見たい」

　悠己は原稿用紙に向き合ったまま、ろくにこちらを見もせずに言う。

　変に反論するとめんどくさくなりそうだから、とりあえず合わせた感がすごい。もうそういうのすぐわかる。

「だって！　ほら唯李ちゃん」

「い、いや無理だから。ちょっと宗教上の理由で……」

「大丈夫だよ、くるみちゃんもやるから。ね？」

　萌絵が笑顔を向けると、他人事とにやにやしていたくるみが口からペットボトルのお茶を吹き出しそうになる。

「はっ、はぁ!?　なんでアタシが……いやないから。そういうのないから」

「え～？　くるみちゃんも絶対かわいいのに～……。かわいいからやったほうがいいよ～。ほら、ツンツンしてるからギャップでいい感じになると思うよ？」

「ギャップでいい感じ……？」

　だんだんとくるみの口数が減って、雲行きが怪しくなってきている。

　実はくるみにかわいい連呼はわりと禁句なのだが、萌絵がそんなことまで知る由よしもない。

　これは下手するとこっちまでとばっちりを食う。

「ま、まあまあくるみさん、落ち着いて落ち着いて。ほら卵焼きあげるから」

　卵焼きを箸につまんで顔の前に差し出すと、何やら思案顔だったくるみは、我に返ったようにがぶっと食らいついた。もしゃもしゃと咀そ嚼しやくしながら、

「とにかく園田とか変に優しくすると調子乗るからさ、あんまり相手しないほうがいいよ。別に盛り上げるだけなら、男子が女装したっていいわけだし」

　流れが元に戻った。先ほどのくだりはなかったことになったらしい。
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　くるみから改めて忠告を受けるも、萌絵は浮かない顔だ。

「でも、早くみんなと仲良くなりたいし……」

「だからって園田はないでしょ……ほら、幼なじみの唯李ちゃんもいることだし」

　またしてもくるみが話を振ってくるが、突然幼なじみだとか言われてもリアクションに困る。

「お、幼なじみ？　いや、別にあたしたちはそんな……」

「だって小学校一緒で、仲良しだったんでしょ？」

　萌絵がなんと言ったのか知らないが、おかしなふうに伝わっている。

　一緒で仲良しと言ってもたかだかクラスメイト程度で、断じて幼なじみとは違う……というかそもそも馴染んでいない。

　唯李が言いよどんでいると、会話を聞いていた萌絵がキラキラと目を輝かせだした。

「おさな、なじみ……そっか、幼なじみだよね！」

「いや～幼なじみとはちょっと……」

「唯李ちゃんと幼なじみ～」

　萌絵がやたらうれしそうなので、愛想笑いでお茶を濁さざるを得ない。

（その程度で幼馴染言ってたら幼馴染わらわらで幼馴染無双始まっちゃうじゃん。しかも難易度地獄……）

　などと思ったが、ここでそんなことを言うわけにもいかない。

　メイド服の話はとりあえずうやむやになったが、その後もいっそうご機嫌となった萌絵によって、場は終始賑やかになった。




◆　　◇




　授業が終わって、放課後。帰り道。

　唯李は萌絵とともに駅への道のりを歩いていた。

　というのも、授業が終わるやいなや「唯李ちゃ～ん、一緒に帰ろ！」と萌絵が行く手に立ちふさがったせいだ。

　もしやこんなことになるのでは……と薄々していた嫌な予感が当たってしまった。

　今日は帰りに漫画でも買って帰ろうと思っていたのだ。これが凛央なんかだったら、好き勝手連れ回すのは全然気にしないのだが、相手が萌絵となると話が違ってくる。

　どのみち駅へ向かうのは同じなので、頭ごなしに断ることもできず、「とりあえず駅まで……」ということで一緒に学校を出た。選ぶのは最短ルートである。

　そんな唯李の思惑をよそに、隣を歩く萌絵が能天気に笑いかけてくる。

「へ～こっちからも駅行けるんだ～。唯李ちゃんはいっつも歩きなの？」

「き、今日は歩きだけど、駅からは自転車が多いかな～……」

「へー。じゃあわたしも自転車にしようかな～」

「ま、まぁ最近は歩きだったり……」

「え？　どっち？」

　唯李がどっちつかずでいると、萌絵は急に真顔で詰めてくる。なんか怖い。

「駅からはうさぎ跳びかな」と言ったら、「わたしもそうしようかな～」とか言い出しそうな雰囲気。

「なんていうかその、正直群れるのはあまり好きじゃないんでね……ふっ」

「蒸れるのやだよねー」

　萌絵はすかさずうんうんと距離を詰めてくる。

　さらに何度かネタをぶっこんでみるが、「わかるわかる」と食らいついてきた。非常に手強い。

「そうそう、学園祭の話、園田くんに聞いてみたんだけど、唯李ちゃんのメイドも超大歓迎だって。せっかくだから二人おそろいでやりたいよね」

　その話は完全に流れたと思ったが、むしろ勝手に話が進みそうな勢いだ。

　もちろんこちらは「うんうんわかるわかる」などと返すわけにはいかない。

「い、いや～ちょっとメイドはキツイかな～。もう年齢的にも衰えがね～……」

　と唯李がひたすら言葉を濁しているうちに、会話がぷっつり途切れた。

　本来なら久しぶりの再会ということで過去話に花を咲かせるところであろうが、意外にも萌絵は過去の話を振ってこない。

　さほど接点がなかったせいで話題がないとも言えるが、とにかく気まずい。

（出た～自分で誘っといて黙るやつ……もしやこれは無言の圧？　面白トークができるか試されている……？）

　かといって下手に触れると何が飛び出してくるかわからないため、こちらから地雷原に突っ込むようなことはしない。

　落ち着かないまま歩いていると、じーっと横顔を見つめてくる萌絵に気がつく。

「な、何？」

「ふふ、やっぱり唯李ちゃんはかわいいなーって」

（何を企んでいる……？　褒めて落とす作戦か……？）

　今でこそ言われることは言われるが、自分としてはそこまで実感というか、自信があるわけではない。

　小さい頃は学校での存在感の薄さはもちろん、親戚の集まりなどでも姉の真希が褒めそやされる一方で、唯李はいつもその陰に隠れていた。

　そういう萌絵こそ、昔からクラスの中心でキラキラとしていて、男子からはちやほやされていた印象がある。教室の隅で縮こまっていた唯李とはまさに正反対。

　そんな相手が隣を歩いていると、なおさら気後れしてしまう。

　お返しとこっそり萌絵の横顔を盗み見ると、ぱっちりした目元は言わずもがな、鼻から口、顎にかけてのラインが美しい。そして何より愛嬌。

　自分が男子なら、至近距離でニコッとされたら即落ちする自信がある。

（これは遠回しにわたしのほうがかわいいアピール……？　読めぬ……なにを考えている……？）

　萌絵は唯李の視線に気づくやいなや、にやりといたずらっぽく口元を歪めて、膝下のほうへ腕を伸ばしてきた。

「うぇ～い」

「ち、ちょっと！　な、なにしてんすか！」

「それ～い」

「だからちょっと！」

「だって唯李ちゃん、ちょっと顔が怖いよ？」

　悪びれもせずに答える萌絵の手を払いのけて、手のひらでスカートを押さえる。

　表情が硬いからと言って、お尻に触れてスカートをまくろうとしていいなどという決まりはない。

　教室の隅っこでやるならまだしも、こんな公衆の面前とはいかがなものか。やはりスキンシップが激しい。

　さっきも教室で、背中に胸を押し付けるようにして抱きつかれたばかりだ。

　唯李も見よう見まねで多少なら心得はあるが、さすがにここまではできない。

（めちゃめちゃいい匂いするし、しかも結構胸もある……）

　ちょっとドキドキ。並の男子なら確実に死んでしまう。

　次は何を仕掛けてくるかと警戒していると、萌絵はにへら、と笑いかけてきた。

「唯李ちゃんモテるでしょ～。きっと」

　言いながら、いちいち顔を近づけてくる。唯李は軽く上半身をのけぞらせつつ、

「そ、そっちこそ、モテるんじゃないの？」

「好きな人とかいるの～？」

　オウム返しを試みるが通じず、さらに追撃を受ける。

　顔を覗き込まれて返答に窮していると、萌絵は何か思いついたように視線を上向かせた。

「あっ、もしかして……」

「えっ？」

　まさか悟られた……？　いや、そんなわけがない。

　だがもしや、陽キャラ特有の勘のようなもので……。

「もしかして……藤木くんとか？」

「いや誰だよ」

「え？」

　全然関係ない名前が出てきて素で突っ込んでしまった。慌てて取り繕つくろう。

「あっ、えっと、ちょっとわかんないんだけど……いっつも唇が青紫の人？」

「なにそれ違うよ！　え～ウソだ唯李ちゃん知らないの？　かっこいいんだよ、歌も上手でさ～。この前ドラマ始まったのも見てない？」

「あ、ああ～あの人ね、なるほどなるほど……」

　アイドルグループの中心メンバーのことを言っているらしい。

　唯李としてはせいぜい顔と名前が一致する程度で、ファンだとかそういうわけではないが、ここは話を合わせていく。

「か、かっこいいよね～。かっこかわいいみたいな？」

「そうそう！　笑ったとき超かわいいの～」

「うんうん、目と目も離れすぎてないしね～」

　女子トークをなんとかそれっぽく乗り切った。

　だが早くもしんどい。この調子で話しているといずれボロが出る。

　なにか苦手な話題を振られる前に、こちらから話を振っていくことにする。

「あ、あのさ、藤橋さん家ってどこなの？　駅からどっち方面？」

「第一坂上小の近くだよ。昔住んでたお父さんの実家に帰ってきたの」

　唯李も通っていた小学校だ。となると家もわりに近い。

　電車で一駅前ぐらいまでは帰りが一緒になってしまうし、このままだとがっつりマンマーク状態で張り付かれる。

　ここはなんとかせねばと、駅周辺までやってきたところで唯李は一度立ち止まって、わざとらしくスマホを取り出してみせた。

「えっとあたし、ちょっと寄る所あるからこのへんで……」

「え？　どこ行くの？　わたしも行く！」

　しかし回り込まれてしまった。さらに自分を追い込んでいく。

　とはいえ普通ならここは空気を読んで相手が引き下がるところのはずで、昨日の今日でここまでグイグイ来られるとは思わなんだ。

　言い出した手前やっぱりやめる、というわけにもいかず、萌絵を引き連れたまま書店のあるビルに入っていく。

　階段を上ってコミック本のフロアへ。本が平積みになっている新刊本のコーナーで立ち止まると、すぐ後ろをついてきていた萌絵がひょこっと顔を出した。

「マンガ買うの？」

「うん、まあ……」

「マンガってスマホのアプリとかで見れるじゃん。わざわざ買うの？」

「そ、それは……見てるけど本も買うの」

「へ～。唯李ちゃんって結構オタクなんだ～」

（おいおいちょっとマンガ買ったぐらいでオタク呼ばわりされたらたまったもんじゃねえぜ……）

　実際はちょっとマンガ買ってるぐらいではなく、アニメを見て気になったから原作も買いたいのだがそこは伏せておく。

「あ、でも実はわたしもオタクなんだよ～」

「へ、へえ～そうなんだ？　なら『自己破産フラグ』知ってる？」

「うーんと、それは知らない」

「じゃあ『いぬサル雉きじベアハッグ』は？」

「ちょっとわかんない」

（出たよにわかが！）

　どちらも現在絶賛アニメが放送中で、こうして店頭でもガッツリ平台で展開されているものだ。

　このレベルのものを知らないとなると、まったくお話にならないというのが透けて見える。

「ん？　唯李ちゃんどうかした？」

「あ、いや別に……」

　相手が悠己なら「ただのにわか野郎かよ」とツッコんで終わりなのだが、ここで萌絵に向かってそんなことを言うわけにはいかない。

（あいつ一見知らん顔してめっちゃ詳しいからな……）

　こういうところに二人で来ても楽しいかも……。

　などとあらぬ妄想をしていると、積まれたマンガをじっと見つめていた萌絵が急に声を張り上げた。

「じゃあわたし、全部買う！」

「え、えっ？　全部買うっていきなり？」

「だって唯李ちゃんも全部持ってるんでしょ？」

「も、持ってるは持ってるけど……ちょっと試しに読んでみてからのほうがいいと思うよ？　合う合わないあるし……」

「じゃあ今度貸して！　読みたい！」

（これは貸したが最後返ってこなそう……しかも読まなさそう）

　完全に偏見ではあるがそういうイメージ。

　いや実際物を貸したらなかなか返って来なかった……そんなことがあった記憶がここにきて蘇よみがえる。

　なのでここは必殺「また今度」でごまかしていくことにする。

「う、うん、また今度ね……」

「やったぁ、えへへ」

「じゃあそろそろ……」

「え？　何も買わないの？」

「え、ええっと、発売日間違えてたみたい……」

「うふふ、唯李ちゃんドジっ子～」

「あ、あはは～」

　とっさに愛想笑いを返していく。

　相手が悠己なら「誰がドルジっ子だよオラァ！」と以下略。

　実はお目当ての本は並んでいたのだが、買ったら買ったで「なに買ったの～？」とやんややんや言われるのは間違いない。もうこうなったらさっさと撤収するに限る。

　本屋を出て「さて帰ろ帰ろ」と駅へ向かおうとすると、萌絵が唯李の腕の袖をくいくいと引っ張り出した。

「ねえねえせっかくだからどこか寄ってこうよ～」

「え、えぇ……？　どこか？」

「喫茶店とか？　なんか甘いもの食べたくない？」

「え、えっと……ご飯食べられなくなるし……。お金もそんなにないし」

　予告なしにそんなことをしたら、何勝手に食ってきてんだよゴラァと家でキレられる。

　それに今は正直食べるぐらいなら漫画買いたい。欲しいゲームもある。

「お金は大丈夫だよ、わたしがおごるから！」

「いやいやそんな悪いし、何もしてないし」

　ついさっきもいきなりマンガを大人買いしようとしたのを見るに、金銭感覚がゆるゆるなのか、単純に家がお金持ちなのか。

　思えばスマホもだいぶよさげなものを使っていたし、おそらく後者か。

「え～……。じゃあ駅の中ブラブラしようよ～。わたしちゃんと見てないんだ～」

　そう言うなり、萌絵は強引に唯李の腕を引いて歩き出した。




　その後、駅の中の雑貨屋などをはしごして、あちこち連れ回されたのち、やっとのことで帰宅。

　帰るなりどっと疲れが押し寄せてきて、そのままリビングのソファで横になる。

　だらだらとスマホをいじっていると、ラインが来た。

　萌絵だ。ぎくりとしながらも、おそるおそるメッセージを開く。

『今日はごめんね……強引に誘っちゃって』

　また何か無茶振りをしてくるのかと思いきや、急に控えめ。

　多少は自覚があったのかと驚いていると、立て続けにメッセージが来る。

『唯李ちゃんとまた会えて、うれしいなって思って……』

　先ほどまでとはうってかわってしおらしい。

　こういうことをされると余計こんがらがって、どう接したらいいのかわからなくなる。

（でもやっぱり勝手に決めつけるのもよくないよなぁ、あたしも……）

　表向き仲良しを装いつつもきっとどこかで落としてくる……だとか、そういう変な被害妄想はよくない。ちょっと反省。

『大丈夫だよ別に～。全然気にしないで！』

　謝罪の意味も込めて、元気よく返信。すぐさま返事が来た。

『よかったぁ～。わたし学校の近くまだあんまり詳しくなくて……うちの近くに昔からお気に入りのレストランあるんだけど、今度休みの日に一緒に行こ！』

（げっ、断りづらい！　切り出し方うめえやつ！）

　とりあえず『そうだねまた今度～』などとお茶を濁すが、この異常なまでの好感度の高さはいったいなんなのか。

　単純に知り合いがいなくて不安、というのならば、こちらも仲良くしてあげればいい話ではあるのだが……。

（やっぱりなんか疲れる……）
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　夕食後の成戸宅。

　ソファでテレビを眺めていた悠己が、なんともなしにテーブルの上のスマホを手に取ると、ラインのメッセージが来ていたことに気づく。

『唯李ちゃんって何が好きなのかな？』

　萌絵からだった。一言それだけ。

　転校初日にＩＤを交換してからおよそ一週間になるが、こうやってメッセージを送られたのはこれが初めてだ。

　意図が読めないままに、とりあえず返信をする。

『ゲームとか？　マスブラはもう極めて飽きたとか言ってたかな？』

　実際のところはわからないが、唯李の流行り廃りは激しいため、悠己も常に把握しているわけではない。

　萌絵は学校でも唯李のところにしょっちゅうやってきてはあれこれ話しかけていて、一緒に帰ったりもしているようだ。

　何もこうやって、裏で悠己に探りを入れるようなことをする必要はないと思うのだが。

　数分後、萌絵から返信が来る。

『ゲームの他には？』

『もう直接本人に聞いたら？』

『教えてくれたっていいじゃんけち！』

（けち……？）

　それきり萌絵の返信が途絶えた。やりとりは終わりらしい。

「けちじゃないよ！」と返すのも何か違う気がして考えていると、瑞奈が横からスマホを覗き込んできた。

「誰とライン？　もしかしてまた新しい女？」

「言い方」

「この前もマキっていう変なの増えてたよね」

　そうは言うが瑞奈だって唯李の姉の真希のことだと知っているはずだ。

　それを変なの呼ばわりはどうかと。

「じゃあゆいちゃん？　ならついでに『悲報　ちゃんゆい三十連爆死』って送っておいて」

「何それ」

　二人は最近やり始めたスマホゲームで、何かを競い合っているらしい。

　瑞奈はそう言うと、スマホ片手にごろんとソファの上に横になる。今絶賛そのゲームをプレイしている最中のようだ。

「そういえば瑞奈もそろそろ学園祭あるでしょ？　なにかやるの？」

「よくぞ聞いてくれました！　瑞奈のクラスは……ドドン！　学習展示会！」

「なにもやらないってこと？」

「そっちはどうでもいいの。瑞奈はさらに美術部として絵を展示するのだ」

「全然部活行ってないのに？」

　そう言うと瑞奈はうっ、と顔をしかめかけるが、すぐにやりと悪い笑みを作ってみせる。

「くっくっく……あの絵で瑞奈を追放したやつらをざまぁしてやる。今さら美術部に戻ってきてって言ってももう遅い」

「自分から行かなくなったんでしょ」

　ざまぁ要素は何もない。

「途中だけどゆうきくんには特別に見せてあげよう」と言って、瑞奈は自分の部屋からスケッチブックを持ってきて広げてみせた。上半身だけの人物画で、男性が手を顔に添えながらやや角度をつけて睨みを利かせている。

「この絵は……ずいぶん変わった人だね。右目だけ赤く光ってるけど」

「これは魔眼ね」

「部分的に白髪になっちゃってるけど」

「それは銀髪」

　普通の人ではないらしい。

　それにしてもどこかで見覚えがあるような気がしたので、

「なんかのアニメキャラ？」

「ううん瑞奈のオリジナル。闇の力に目覚めたユウキ」

「勝手に目覚めさせないでくれる？」

　言われてみるとなんとなく自分に似ている気がしなくもない。

　ただとんでもない修正をかけてしまったようで、ちょっとばかり美化がすぎる。

「言っとくけどゆうきくんじゃないよ？　ユウキだから」

「あっそう。黒歴史にならない程度にね」

「うん！」

　いい返事だが本当に大丈夫なのか。

　しかしこうやって学園祭に前向きになっているのはいいことだ。

「去年はなんか学園祭前に風邪引いて休んでたよね。『風邪カモン！』とかいって風邪を呼び寄せて」

「学園祭自体はそうでもないの。あの学園祭準備のときの空気がつらいんや……」

　それで本当に風邪を引いてしまうのだからよろしくない。ただでさえ普段の行いが悪いのもある。

　しかし前回の花火のときに風邪を引いたのがよほどこたえたのか、瑞奈はあれ以来家でもしっかり服を着るようになった。

　だいぶ前に着ていたパジャマを引っ張り出してきていて、女児向けアニメのキャラがガッツリプリントされているがそこは気にしないらしい。

「やっとヒトに進化したか」

「風邪の野郎にはもう負けねえ。こうかわしてこうよけて渾こん身しんのボディよ。でも風邪引くとみんな優しくなるからそれも捨てがたい」

「邪悪な考えしてるね。もう次から冷たい態度取ろうかな」

「それはダメよ」

　この前の凛央のお見舞いがよほどうれしかったらしく、「りおが風邪引いたら全力で看病しに行くから！」と言って、恩返しをすべく凛央が風邪を引くのを待っているらしい。

　だが唯李いわく、凛央が体調を崩しているのを見たことがないという。さすがの凛央。

「最近夜は冷えるようになってきたから、ゆうきくんも寝るときはちゃんと気をつけないとダメよ」

「はいはい」

「はいは三回！」

「はいはいはい」

　瑞奈は悠己の頭を手で軽くぽんぽんとしたあと、「あとはできてのお楽しみね」と言ってスケッチブックを閉じる。

　簡単な落書きこそよくするが、瑞奈がこうしてやる気を出したのが不思議に思ったので、

「前に『もうガチ絵は描かん……』みたいなこと言ってなかったっけ？」

「そ、それは……さよに言われたの。せっかく絵上手なのに、もったいないって……。さよも文芸部で書いたのがちょっとだけ載るんだって」

　小夜が文芸部、というのは初耳だ。聞けば瑞奈と同じく幽霊部員気味だったという。

「今までは恥ずかしくて読むだけだったけど、頑張って書いてみたって」

「へえ。小夜ちゃんはどんなの書くんだろう」

「んーなんか女の子同士がイチャイチャするやつ？」

「それは大丈夫なの？」

「あれ、男の子だったかな？」

「それは大丈夫なの？」

　やや不安な部分もあるが、やはり小夜の存在は大きい。

　学園祭をどうやり過ごすか考えていた去年とは、雲泥の差だ。

「そういうゆうきくんはなんかやるの？」

「あー……二クラス合同でジュース売るって。あとたこ焼き」

「ふぅん？　ゆいちゃんはなんか面白いことやらないのかな？　ステージに上がって一発ギャグとか」

「それは俺が全力で止める」

　その絵を想像しただけで恥ずかしい。

　間違いなく見ているほうが恥ずかしくなるやつ。

「まぁでも唯李はあんまりそういうの、やらないかもね」

「そうなの？」

　唯李は隣の席でこそうるさいが、クラス全体で見ると実際そこまで目立つタイプではない。

　むしろ委員長のくるみなんかと比べるとだいぶおとなしめで、自分が自分がというよりかはやれ、と言われてやらされるタイプ。見ていて改めてそんなふうに感じる。

「学校だと意外におとなしい部分もあるからね。Ｓ級に媚びへつらってるし」

「へ～。あんな調子でずっとぎゃあぎゃあうるさいんじゃないんだ？」

「うちに来るときはだいたいうるさいけどね。ずっとあんなんじゃないよ」

　ときおり周りが見えなくなることもあるが、あれでうまく振る舞っているのだ。よく言えばバランス感覚がある。

　そうやって言うと、瑞奈は急にむふっと口元を綻ばせた。

「あらやだ、ノロケですか」

「何が？」

「俺はゆいのこと知ってるんだぜアピール」

　瑞奈がうりうり、と肘でつついてきてそのままエルボードロップをしてくるので押しのけつつ、

「俺は唯李のこと知ってるんだぜ～。いいでしょ」

「うっ、斜め上のリアクション」

「やったぜ」

「ふざけないで」

　怒られた。先にふざけたのは向こうのはずなのだが。

　少しおふざけがすぎたかと思い直し、真面目に答えてやる。

「そんなことないよ。知り合う前のことだって、ほとんど知らないし」

「へ？　そうなの？」

「それはお互い様だけど」

　ぽかんと口を開けた瑞奈の顔に、かすかに不安の色が浮かぶ。その頭に手を触れて、髪をなでつける。

　過去に触れられたくないというのなら、それを無理に探るようなことをする気はないし、すべきじゃない。それは自分でよくわかっている。冗談めかして詮索するのも、もうやめるべきだろう。

「まあでも唯李のことだから、いきなりわけのわからないことをやりだす可能性もあるかな」

「いいなぁ～ゆいちゃんがいて。楽しそう」

「気になるんなら瑞奈も見に来たら？　学園祭」

「え？」

　てっきり「そんな人いっぱいなとこ行くわけないじゃん」とばっさり切り捨てられるかと思ったが、瑞奈は何事か考えるように目線をさまよわせたあと、悠己の顔に向かって伺いを立ててくる。

「さよも行くって言うかな？」

「聞いてみたら？」

「う、うん……」

　瑞奈は頷いたものの、スマホを前に手が止まっている。

　自分から誘いをかけるのにまだ少し抵抗があるようなので、一言背中を押してやる。

「大丈夫じゃない？　慶太だって凛央だっているし」

「そうだよね、りおもさよたろうもいるし……。う～……でも今電話すると『今日の宿題ちゃんとやりました？』って言われるかも」

　さよたろうとは慶太郎のことらしい。

　慶太郎が実はあんまり怖くないということがわかったらしく、以前のように露骨に避けることはしなくなった。完全に下に見ているとも言える。

　小夜と凛央の間には謎の信頼関係ができているらしい。兄の愚痴を垂れ流しているのだと瑞奈づてに聞いた。

「さよはちょっと細かいことうるさいんだよなぁ。絶対嫁をいびるタイプ」

　最初は小夜が瑞奈を姫姫と持ち上げていたのだが、根が瑞奈とは違ってしっかり者タイプなだけに、最近では上下関係がやや逆転しつつある。

　それでも小夜が上げ下げをしてうまくバランスを取っているのか、瑞奈との関係は良好なようだ。

　ぶつくさ言っていた瑞奈は、突然スマホ片手に勢いよくソファから立ち上がった。

「ん？　どしたの？」

「ちょっと電話してくる。ヒミツのガールズトークですよ」

　瑞奈は得意げに口元に人差し指を立ててみせると、リビングを出ていこうとする。

　去っていくその後姿を、悠己は思わず呼び止めていた。

「瑞奈」

　瑞奈は足を止めてこちらを振り返った。

　不思議そうに見つめ返してくる顔に向かって、改めて言ってやる。

「友達できてよかったね」

　瑞奈は気恥ずかしそうに目を伏せて、こくりと頷いた。

　そして何を言うでもなく身を翻したが、また足を止めて、まっすぐこちらを向いた。

　今度は笑顔だった。

「ありがと、ゆうきくん」

　微笑みを返してやると、瑞奈はくるりと勢いよく体を反転させ、今度こそリビングを出ていった。




◆　　◇




　キッチンで夕食の片付けを終えて、リビングに戻ってくる。

　つけっぱなしだったテレビを消すと、とたんに静かになった。がらんとした部屋に、悠己は一人佇む。

　ここはもともと家族で住んでいた場所だ。瑞奈と二人で住むにはいくぶん持て余す。それこそ小さい頃は、この家を広いだとか、物静かだとか思うことはなかったのだが……。

　リビングを出て、奥の和室に向かう。

　部屋は暗かったが、電気をつけることはしなかった。通路から漏れてくる明かりを背に、母の仏壇の前に膝をつく。

　目を閉じると、静けさがより一層増した。畳の匂いがして、自然に呼吸が深くなる。

　一日一回、仏壇に向き合う。ここ最近、忙しいのか瑞奈は忘れることが多くなってきて、「昨日忘れてたから今日二回分」というようなことをやるようになった。

　それがいいことなのか、悪いことなのか、わからない。

　もとは悠己がひとりでに続けていたことを、いつしか瑞奈が真似しだしただけなのだ。

　本来ならこれは不要なこと、意味のないことなのかもしれない。いつになったら終わりが……自分はいつまで、続けるつもりなのか。

　ただこうしていると、気持ちが落ち着いて、懐かしい感覚になって……。

　ピリリリ、と静寂を裂く音がする。

　はっとなって、ポケットに手を当てた。スマホを取り出すと、着信していた。父からの電話だった。
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　その翌日。

　悠己が登校していくと、昇降口付近で慶太郎と行きあった。

　正確には遠目に悠己を見つけた慶太郎が、走って無理やり追いついてきた。

　朝から声が大きいのと、見た目のせいでわりに目立つ。お互い下駄箱で靴を履き替えながら、

「前にお前に説明したクラスのランクづけだけどさ、早くもバランスが変わりつつあるよな」

「へえ？　どんなふうに？」

「いや見てわかるだろ、藤橋が勢力を広げてるんだよ。まったくお前は脳天気でいいよな」

「脳天気というか、その藤橋が勢力を広げることによって慶太に何か害が？」

「いやそれはな……はいはいそうだよ関係ねえよ、どうせ蚊帳かやの外だよオレは」

　それらしいことを言って騒ぎたいだけらしい。平常運転だ。

　それよりも悠己が藤橋で思い出したのは、昨日の萌絵からのラインのことだ。

「あのさ、俺ってケチかな？」

「なんだよ急に」

「たまには慶太にジュースおごるよ」

「は？　気持ち悪いわ、なに企んでんだよ」

　変に警戒されて拒否られた。

　それどころか「誰かになんか言われたのか？　まぁ気にすんなよ」と逆にジュースをおごってくれた。

　自販機の前でジュース片手に慶太郎と小休止をとる。

「まぁでも、オレはこんなふうになるんじゃねえかなとは思ってたんだよ」

「というと？」

「だってあんだけかわいくてさ、愛嬌があって……いわゆるその、ランクとか関係なしにみんなに分け隔てなくって感じで。それに結構いいとこの学校通ってたらしいぜ？　そのわりにお高く止まった態度でもないし……この調子だと隣の席キラーの存在がかすみそうでな」

「ああ、そういえばそんなのもいたね」

「いや忘れんなよ。つうかお前さ、それマジで……」

「やあやあ、二人とも。こんなとこで何を話し込んでいるんだい？」

　慶太郎が言いかけたところで、眼鏡をかけた長身の男子生徒が話に割り込んできた。

　やけに馴れ馴れしいと思ったら園田だった。朝からご機嫌のようで口角上がり気味、こころなしか顔の肌つやもよい。

　それとは対照的に慶太郎は「うわ出たよ……」とバツの悪そうな顔になって、

「隣の席キラーのことだよ。そうそう、園田お前もさ……」

「そんなことより萌絵ちゃんはどんなスイーツが好きだと思うかい？」

「こいつにいたってはもうどうでもよさそうだしな」

　やれやれ、と慶太郎は悠己に目配せをしてくる。

　隣の席キラーうんぬんより、今や園田はすっかり萌絵にお熱らしい。

「僕はクラスの男子の中でもかなり……いや一番彼女としゃべっていると言っても過言ではない」

　自信があるのかないのかよくわからない口ぶり。

　席が近いせいか、萌絵と園田が何事か話しているのはたまに見かける。

「いつもなにをしゃべってんだよ？」

「なあに、たわいもないことさ」

　園田は「フフン」と得意げに鼻を鳴らすばかりで、まともに答えようとしない。

　呆れ顔をした慶太郎が「もう行こうぜ」と悠己を促すと、園田が待ったをかけてきて、

「そういえば隣の席キラーというと……萌絵ちゃんは鷹月唯李のこともよく聞いてくるな。何やら二人は過去に同じ学校で同じクラスで、親友だったとか」

　萌絵があちこち触れ回っているのか、その事実はクラスメイトのおおよそが知るところらしい。

　いつの間にか親友にランクアップしているが、そのくせ萌絵が唯李のことをあれこれ尋ねてくるのは少し妙でもある。

　園田が訳知り顔でさらに続ける。

「仲が良かったというのも昔の話だろう？　まぁ今の鷹月唯李のことなら僕のほうがよっぽど詳しいさ、隣の席だった僕のほうがね」

「本当かよ？　それはそれでキモいわ」

「そうそう、それでふと思ったのだが、萌絵ちゃんもかの隣の席キラーになんとなく似てるような気がしないでもない……」

「それはオレも思った！」

　慶太郎がすかさず園田の顔を指さす。珍しく意見が一致するらしい。

「なんか既視感があると思ったらそれだよ。隣の席になったやつならピンとくるだろ？」

　慶太郎はそう言って悠己にも同意を求めてくるが、すぐには即答しかねた。

　似た印象がある、というのは同感ではあるが、表面上似ているようでその実全然似ていないような気もする。

　つまり隣の席キラーに似ているのであって、唯李には似ていない。

　それが一番しっくりくるような感じがするが、自分で考えていてわけがわからなくなってきた。

　そのうちに園田が会話を遮って、

「まあ今はそれよりとにかくモエモエ～……いや、エモエモ～なわけだよ。どうだい？　速見くんもエモエモ教に入らないかい？」

「うわなんだこいつ、ついに来るとこまで来たか。何がエモエモ教だよ恥ずかしくねーのか」

「キミだってイケメンとか言われて、まんざらでもなかっただろうに」

「いやあのあと家で妹に『イケメン？　どこが？　失敗雰囲気イケメンもどきじゃなくて？』とか言われたんだが？」

　小夜に一発で現実に引き戻されたようだ。

　園田はかわいそうなものを見る目をして、慶太郎の肩を叩くと、

「とにかくだ。僕も今日は覚悟を決めてきた。もう時間がないのでね……見ていてくれたまえ。園田賢人の生き様ってやつを」

「なにする気だよ？　やめろよ犯罪的なことは。悠己、もうこんなやつ放っといて行こうぜ」

「エモエモ～」

「お前もかよ、どうなってんだよ」

「いやなんか面白そうだから」

「どこが面白いんだよまったくしょうもねえ。モエモエだか燃えるゴミだかなんだか知らねーけどよ」

「あれ、今回はずいぶん振ってくね」

「いやちげえよ、これ前フリとかじゃねーから」

　そんなことを話しながら、一行は教室へ。

　先頭の慶太郎が後方の引き戸から室内に入っていくと、ちょうど出入り口から廊下に出ていこうとした萌絵とぶつかりかける。

「わっと危ない！」と大げさに身をかわしてみせた萌絵は、

「おはよ～！　慶太郎くん今日も髪型決まってるね！」

　にこっと笑いかけて、するりと慶太郎の脇を抜けていった。

　かたや慶太郎はというと、ぼうっとその場に立ちつくしたまま動こうとしない。

「エモエモ～」

「もはや様式美」

「いやオレはいいんだよ、オレはいいけどお前はエモエモすんじゃねえよ」

「なんで？」

　ようやく動き出した慶太郎は、悠己の顔を見て盛大にため息をついてみせる。なんのつもりか非常に失礼な動作だ。

「お願いします！　このとおり！」

　そのとき背後の廊下から甲高い声が響いた。

　何事かと見ると、園田が萌絵の前で床に両膝をついてうずくまっていた。どういうわけかいきなり土下座していた。

「だから言ったでしょ。唯李ちゃんがやらないならわたしもやーらないって」

　頭を下げた園田を前に、萌絵はぷいっとそっぽを向いてみせる。

　それでもめげずに園田が「なにとぞ！　なにとぞ！」と食い下がっていく。

　同級生が同級生に全力土下座するというのも、なかなかに衝撃的な光景だ。

　悠己はそれを遠巻きに眺めつつ、

「うわぁなんか土下座してる。よろしくないよねこのご時世」

「は、はは、ど、土下座とかマジないよな～……」

　どうも慶太郎の様子がおかしい。もしや経験者なのか。

　園田は床にへばりついて何事かわめいていたが、萌絵の反応は変わらない。

　やがて無理だと悟ったのかおもむろに立ち上がると、今度はずかずかと教室に入ってきて、そのまま窓際の唯李の席まで近づいていく。

　そしてこちらでも同様に両膝をついて、

「このとおりだ！　藤橋さんと一緒に力を貸してもらいたい！」

　椅子に座っていた唯李に向かって、二回目の土下座をかました。

　園田の言い分を聞くところによると、学園祭で二人にメイド服を着てほしい、ということらしい。

　催し物を成功させるため、とたいそうなお題目を並べてはいるが、別の目的が透けて見える。先ほど言っていた園田賢人の生き様とはこれのことか。

「あ、その、え、えっとぉ～……」

　それに対し唯李は愛想笑いを浮かべながら、もごもごと口ごもるばかりではっきりしない。

　やたらと周りを気にしているが、あの調子からすると乗り気ではないだろう。それでも萌絵のようにすっぱり断ることができないでいる。

　困惑顔で視線を泳がせていた唯李と、一瞬目が合う。

　悠己は土下座中の園田の脇から自分の席に向かうと、机にカバンをおろしつつ声をかけた。

「やりたくないならやらないって言ったら？」

「え？　あ、うん……」

　唯李はこちらを見て驚いたように目を瞬かせると、首を垂れた園田の後頭部に向かって「ごめんね」と言う。

　するとがばっと体を起こした園田が、立ち上がって悠己に詰め寄ってきた。

「横からなにを言うんだ成戸くん！　催し物の成功は二人にかかってるんだぞ！」

「アツクナラナイデマケルワ」

「くっ、もう少しのところを……。君も見たいとは思わんのかね」

「いい土下座だったよ。感動した」

「そ、そうかい？　練習したかいがあったよ」

　言ってることとやってることは最低レベルだったが、姿勢、角度、声の出し方ともにいい土下座には変わりない。土下座損とも言えるがその心意気やよし。

　悠己が園田をなだめつつ押し戻していくと、後ろの黒板付近にぼうっと立ちつくしていた萌絵とぶつかりそうになった。

　園田が「考え直してくれ、まだ時間はある」などと声をかけるが、萌絵は聞いていないようだった。

　表情が上の空でどこか様子がおかしかったので、悠己は萌絵の顔の前で手を振りながら尋ねる。

「どうかした？」

「唯李ちゃん、やっぱりわたしと一緒にやりたくないんだ……」

「萌絵と一緒が嫌とか、そういう問題じゃないと思うけど」

　そう返すが、萌絵は黙りこくったまま何も言わなかった。

　萌絵はするりと悠己の横を抜けると、静かに自分の席に着席した。
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　午前の授業が終わって、昼休みになった。

　悠己は軽く伸びをしたあと、ちらりと隣の唯李へ視線を送る。

　今日はなんとなく様子が変だ。いつもは授業合間の休み時間にも一言二言くだらないことを言って絡んでくるのだが、珍しくおとなしかった。

　不意に目が合う。が、さっと視線をそらされた。やはりおかしい。

「今日、どうかした？」

　何か面倒に思ったので直球で尋ねる。

　唯李は一瞬うろたえるような動作をしたあと、若干顔を赤らめて、

「あの……あ、朝」

「朝？」

「あ、ありがと……」

　朝ありがとう。

　朝バナナ的なアレかと思ったが、朝のできごとのことを言っているらしい。

　特別お礼を言われる筋合いもないので、

「いや別にそんな、礼を言われるほどのことじゃないよ」

　と返したものの、「う、うん……」と唯李はどこか挙動がおかしい。

　少し調子が狂うなと思い、一言付け加える。

「態度でそれなりの誠意を見せてくれれば」

「からの土下座強要かよ」

　もとに戻った。これでいつもの調子。

　唯李はふん、と息をついて机の上の教科書類をしまうと、小声でブツブツと恨み言を始める。

「まったくどいつもこいつもすぐ土下座しやがって……」

「みんなに土下座させてるの？　さすが元帥」

「ん？　君もゲザるかね？」

「ははーっ」

「それバカにしてるでしょ誰が黄門様だよ」

「でも唯李のメイド姿もちょっと見てみたい気もするけど」

「は、はっ？」

　唯李が目を丸く見開いてこちらを見る。

　が、すぐに取り繕うように余裕ぶった笑みを浮かべてきて、

「……へ、へ～、そうなんだ～？　悠己くんあたしのメイド姿見たいんだ～？」

「面白そう」

「形容詞が違うんだよなぁ」

「かわいそう」

「ほんとかわいそうだよ」

　かわいいではなくかわいそうで正解らしい。突然の自虐。

　そんなやりとりをしていると、「二人とも何しゃべってるの～？」と萌絵が唯李の席にやってきた。

　最近はよくある展開だが、日に日に唯李の顔にげんなり感が増してきているのは気のせいか。

　それでも萌絵はおかまいなしに「飲み物買いに行こ～」と唯李を引っ立てるようにして、教室を出ていった。

　静かなうちにさっさと昼食を済ませようと、カバンから持参したおにぎりを取り出す。

　すると二人と入れ替わりに慶太郎がやってきた。やはり避けているのかなんなのか、唯李がいなくなると近づいてくる習性がある。

　慶太郎は空席だった前の席に勝手に座りこむと、

「朝あれだけやって園田のやつ、まだあきらめてないらしい。やっぱやべーやつだろあいつ」

「慶太は完全に空気だったね」

「いやあれオレも見てたけど、実際雰囲気怪しかったぜ？　藤橋の。お前なんか言ったの？」

　慶太郎は我関せずと自分の席に着席していた。派手な見た目とは裏腹に情けない。

　要するに萌絵は唯李と一緒にメイド～というのをやりたかったらしく、それが思いどおりいかずに不機嫌そうではあった。

　しかし今はご機嫌で唯李を連れて行って、ケロっとしていたのでよくわからない。

　悠己がおにぎりを頬張りながら話を聞いていると、慶太郎も持ってきた惣菜パンの封を切って食べ始める。

　無言の間ができたところで、机の上にすっと影が落ちた。

「やはりあの二人が並ぶと相当な破壊力。さしずめダブル隣の席キラーというところか……もしあの二人に挟まれでもしたら、とんでもないことになるだろう」

　見上げると、すました顔の園田がブツブツ言いながら脇に立っていた。

　悠己と慶太郎はそろって首をかしげるが、ダブル隣の席キラーとは二人がどうも似ている、という部分にかけているらしい。

「挟まれたら隣の席キラーになっちゃうね」

「いやオセロじゃねえよ。わかりづらいボケすんな」

　慶太郎にすかさず突っ込まれると、園田がふんぞり返って謎の高笑いをして、

「ふははは、ところで僕も一緒にお昼いいかい？」

「人に物を頼むときはそれなりの態度ってものがあるよね」

「僕を土下座キャラにするのやめてくれないか」

　そんなことをやっているうちに、隣の席に唯李と萌絵が戻ってきた。

　萌絵は椅子とお弁当箱を持ってきて、これから仲良くお昼ごはんらしい。

　隣が騒がしくなる一方で、こちらのメンツはなぜか急に黙り込んで縮こまったので、二人の会話がよく聞こえる。

「唯李ちゃん行儀悪いよ？　ほらそうやって食べながらスマホ～。ねえねえ何見てるの？」

「や、ちょっとゲームを……」

「何のゲーム何のゲーム？」

　スキあらばガンガン距離を詰めていく萌絵。唯李はやりづらそうにしていて、傍からも二人のチグハグ感が否めない。

　やがてその様子を盗み見ていた園田が、

「これはさすがの隣の席キラーも形なしのようだな……」

　ぼそりとそう言ったとたん、急にくるっと萌絵の顔がこちらを向いた。

「あっ、そう忘れてた！　それ！」

「ひっ!?」

　突然大声を上げた萌絵がびしっと園田を指さす。
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　まるで見えない魔法でも食らったかのように、園田はのけぞってバランスを崩した。

「わたしも前の学校で、隣の席キラーって言われてたの！」

　萌絵のその一言で、場に戦せん慄りつが走る。

　動きを止めた慶太郎が、目線だけを悠己によこした。

　園田の背中を支えながら、悠己はその視線を受けて、唯李へ流した。

　そのとき唯李は……。

「……ちっ、ゴミばっかりじゃんしけてんな。やっぱイベント開始直後はダメだな～絶対絞られてるわ」

　スマホゲーのガチャを引いていた。

「唯李……」

「え？　あ、これ瑞奈ちゃんもやってるんだって。限定引いてマウントとってやろうかなって」

「いやゲームの話じゃなくて」

　ガチャに夢中で本気で聞いていなかったらしい。

　いちおう声をひそめ気味にして告げてやる。

「萌絵も前の学校で、『隣の席キラー』……って呼ばれてたんだって」

「ブフッ!!」

　唯李は変な声を上げて吹き出したかと思うと、ガタっと勢いよく席を立ち上がり、すぐさま慶太郎に詰め寄っていく。

「ん？　どうなってんだ？　ん？」

「ち、違う！　知らねえよオレは！」

「またゲザるか？　ん？」

　まさに胸ぐらをつかみかけん勢いで土下座を強要していく。これはさすがの元帥。

　慶太郎は唯李には頭が上がらないらしく、ひたすら首を横に振るだけでお話にならない様子。

　唯李に凄まれ窓際に追い詰められた末、「あっ、急用思い出した！」と言って脇目もふらずに逃げていった。

　そしてその様子を見ていた園田も、唯李の剣幕にビビったのかつられて一緒に逃げた。

　成り行きを見守っていた萌絵が、ぽかんとした顔をする。

「あれ？　二人とも逃げてっちゃった……」

「と、隣の席キラーって……ど、どういうこと？」

「唯李ちゃんも陰で『隣の席キラー』って呼ばれてるんでしょ？　ほんと偶然！　おそろいだね！」

　萌絵はウキウキとうれしそうだが、突然の告白に驚きを隠せない。

　悠己と唯李が揃って言葉を失っていると、萌絵は一人脳天気な調子で、

「ねえねえ、ゆっきーちょっと席貸して」

　今現在席についている人に向かって席を貸してとは、なかなかの傍若無人っぷりだ。

　こちらはそれどころではなかったが、「早く早くちょっとどいて！」と無理やり席を追いやられた。

　萌絵は悠己の席に座るなり、隣の唯李に向かってにやりと笑いかける。

「ふふん、これで隣の席だね唯李ちゃん」

「な、何か？」

「隣の席キラーだぞ～。惚ほれさせちゃうぞ～」

　などと言いながら身を乗り出し、唯李の顔を覗き込んでいく。

（これは、隣の席キラー同士の直接対決……？）

　見た目の上ではそうなっているが、いきなりのことで何が何だか。

　余裕の笑みの萌絵に対し、唯李のほうはうげっと言わんばかりの困惑顔だ。

「うりうり～」

「ちょ、ちょっと！」

　萌絵が腕を伸ばして、つんつんと指先で唯李の脇腹をつついていく。

　唯李に腕を押しのけられるが、萌絵はめげずに身を乗り出してぐっと顔を近づけていく。

「だ、だから近いんだって！」

「唯李ちゃんかわいい～。ほっぺぷにぷに」

　そして今度は指で唯李のほっぺたをつんつんとつつき始めた。

　唯李は「ぬあっ」と奇声を上げながら、上体を反らして逃げていく。

「ちょ、ちょっとどういうつもりで……」

「いいよいいよ？　唯李ちゃんもやり返して」

　萌絵はにんまりとしながらほっぺたを差し出していく。

　そう言われて唯李も人差し指を立てたはいいが、いつになっても動き出さないので、悠己が横から尋ねる。

「……どしたの？　どどん波打とうとしてる？」

「そうだよ鶴仙流なめんな」

　気を溜めていたらしい。これはプロの殺し屋。

　やりとりを眺めていた萌絵が、今度は荒々しく唯李の頭をなで始める。

「恥ずかしいの？　唯李ちゃんかわいい～」

「ち、ちょっ、やめ、やめなさい！　なんなのいきなり隣の席キラーって……！」

「なんなのって、唯李ちゃんも隣の席キラーなんでしょ？」

「え？　そ、それは……」

　言いかけて唯李はちらりと悠己のほうを見た。

　やたらにこちらの顔色を気にしているようだったが、

「ま、まぁ、そんなふうに言われたりしてるのかな～？」

　なぜかドヤ顔風の疑問風で返していく。挙動が怪しくとにかく中途半端。

　それを受けた萌絵も、負けじと腕組みをして不敵に笑い返した。

「へえ、やっぱりほんとなんだ。隣の人をすぐに惚れさせちゃう隣の席キラー……そうだよね、唯李ちゃんかわいいもんね。でもわたしだって負けてないよ～？　くっくっく……じゃあどっちが本物の隣の席キラーか勝負しようか」

「えっ、し、勝負って……」

「隣の席キラーは二人もいらない。そうだよね？」

　そこでなぜか唐突に萌絵が悠己に話を振ってくる。

　まるで前もって決め台詞っぽく考えてきたような物言い。その意図はさておき、根本的に考えが間違っているのではと思う。

「いやあの二人も、というか一人もいらない……」

「真の隣の席キラーを決めよっか。んふふふ……隣の席キラーバトルだね」

　萌絵はいかにも楽しくて仕方がないといった様子だ。

　不気味な笑いをしながら立ち上がると、いかにも気取ったふうに身を翻し去っていった……かと思いきやすぐに戻ってきて、唯李の机につけた椅子に着席。

　ご飯食べ途中だったのを忘れていたらしい。

「ご飯のときは休戦。仲良し。ね！」

「は、はあ……」

「おかず交換しよ！」

　そう言って萌絵は張り切ってお弁当に箸をつけ始めた。もはややりたい放題。

　かたや唯李も言われるがまま、完全に萌絵のペースに飲まれていた。
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　放課後。

　最後の授業が終わっても、唯李は席についたまま何か考え事をしているようだった。

　萌絵が隣の席キラー宣言をかました昼休みからこのかた、ずっとこんな調子だ。

「ていうかどう考えてもウソでしょ？　隣の席キラーかぶるとかそんなことある？」

　悠己が帰りの支度をしていると、突然唯李がこちらを振り向いて口を開いた。

　やはり考えていたのは萌絵のことらしいが、それを悠己に向かって若干キレ気味に言ってくるのはどうかと。

「萌絵も隣の席キラーだったなんてびっくりだよね」

「いやびっくりですむかい。びっくりですんだらビッ●リマンチョコなんて売れんわ」

　突然の隣の席キラー宣言からのＶＳ。

　そもそもの発案は小夜らしいが、どこかで同じように隣の席キラーというワードを作り出した人物がいないとも限らない。

　ただ萌絵の言う隣の席キラーと、唯李の隣の席キラーは字面こそ一緒だが中身が少し違うようだ。

　萌絵は惚れさせちゃうぞ～としか言わないあたり、唯李が惚れさせゲームをしている、というところまでは聞いてはおらず、漠然と隣の席の男子を惚れさせてしまう、ぐらいの認識なのかもしれない。

　それでも残念ながら萌絵のほうがよっぽど本物感ある。これだと唯李のほうがかぶっているとも取れる。

「しかし萌絵は隣の席キラーか……ヤバイかも」

「いやそこは隣の席キラー（笑）って鼻で笑いなよいつもどおり」

「それで偽者の人はどうするの？　ギブアップ？　コンティニュー？　９、８、７……」

「カウントダウンやめろゲームオーバー後の選択肢か。ていうかどう見ても向こうが偽者でしょ、ニセ隣の席キラーでしょ」

「本物のわりに余裕がないね。さっきもずっと押され気味だったし」

「誰がパクリの席キラーだよ。ニセモノの劣化コピーだよ」

　別にそこまでは言ってない。

　半分冗談のつもりだったが、自分でそういう自覚があるのか。

「だいたいそうは言うけどね、ふっ……偽者が本物にかなわない、なんて道理はないんだよ」

「え？　偽者認めるわけ？」

「違うわ言いたかっただけだよ」

　言ってるうちにすぐどこかからパクってくる。

　言いたいだけで変なネタを挟むのは紛らわしいのでやめていただきたい。

「だいたい偽者登場とか戦隊モノによくあるお約束みたいなのいらないのよ。いやそれ二秒で気づくでしょっていうのを延々引っ張ったりしないから現実は」

「じゃあもう終わりにする？　さっさと偽者暴いて」

「へ？　お、終わり？　ってことは……？　いやだからこっちが偽者じゃねえっつうの」

「ていうか俺に言われてもね……直接萌絵に言ってきたら？　どういうつもりなのか」

「そ、それはちょっと……」

　急に声が小さくなる唯李。

　やはり本物のくせに腰が引けている。というかビビっている。

「やつの狙いはいったい何なのか……」

「単純に唯李と仲良くなりたいだけなんじゃないの？　再会してこのかた、いまいち反応がよくないし」

「は、はい？　いや別に、あたしがビビって避けてるとか、そ、そういうわけじゃないですけど？」

「唯李のほうもちょっと違うよね、他の人と態度が」

　萌絵があんな調子だからやりづらいのはわからないでもないが、唯李は唯李で必要以上に警戒しすぎているようにも見える。やはり過去の因縁が関係しているのか。

「きっと昔と違って、あたしがイケイケなのが気に入らないのかも……」

「え？　イケイケ？」

「前提を崩すな」

　そんな話をしていると、席と席の間を遮るように影が通りすぎる。

　女子生徒はぴたっと立ち止まると、くるりとターンするなり、びしっと唯李の顔を指差した。

「さぁ唯李ちゃん、勝負の続きだよ！」

　そう言い放つ眼鏡をかけた女子生徒……は間違いなく萌絵だ。

　ややレンズ大きめのシャレたふうな眼鏡で、だいぶ見た目の印象が変わる。

　一瞬別人かと思い眼鏡に目がいっていると、萌絵は悠己の視線に気づいたのか、「あ、眼鏡かけたままだった」と言って外してみせる。

「席後ろでちょっと見づらいから、授業中だけ眼鏡かけることにしたの」

「へえ、なんか頭よさそうに見えるね」

「んふふ、そう～？」

　萌絵はご機嫌そうに笑うと、一度眼鏡をかけ直して、軽く首をかしげてポーズをとってみせる。

「それとこの眼鏡ねぇ……」

「いやおかしいでしょ」

　萌絵がなにか言いかけた矢先、突然横から唯李が遮ってきた。

　悠己は思わず唯李の顔を見て聞き返す。

「……何がおかしいの？」

「なにを普通の会話してるのって話よ。なにが眼鏡かけて頭よさそうだよ小学生か」

「あれ？　そんなふうなこと唯李もやってなかったっけ？」

「はい？　まったくもって記憶にございませんが？」

　ちょいちょい記憶喪失になる。

　早くも黒歴史として記憶から葬ったのかもしれない。

「じゃあ唯李ちゃんもかけてみる～？」

　萌絵が眼鏡のはしを両手で持って、唯李の顔の前に持っていき、無理やり耳にかけさせる。

　そして正面から唯李を見て「ぶふっ」と小さく吹き出すと、「ハイ終わり～」と言って眼鏡を没収した。

「え？　なに今の？　笑われただけなんですけど？」

「唯李ちゃんあんまりこういう眼鏡似合わないね」

「い、いやそれあなたの感想ですよね？　誰が眼鏡かけてもアホ面だよ」

「うふふっ、誰がアホ面だよっ！」

「……その言い方、人の真似しないでくれます？」

「誰が猿真似だよぉっ」

「だ・か・ら！」

「くすくす、だって唯李ちゃんの言い方面白いんだもん。かわいい」

　ぽんぽんと優しく唯李の頭に手を乗せる萌絵。

　一方で唯李は笑われてキーっと猿のように顔を赤くしている。こちらはまさに猿真似。

（これが本物の隣の席キラー……）

　やはり萌絵の前には形なしだ。からかい力が段違い。

　仮に隣の席キラーが萌絵の嘘だとしても、よほどこちらが本物っぽいのがまた混乱を招く。

　萌絵は一度自分の席に眼鏡をしまって戻ってくると、微笑を浮かべながら軽く腰をかがめ、唯李の顔を覗き込んでいく。

「じゃあなにしよっか？　隣の席キラーバトル」

「と、隣の席キラーバトルって……だからなによそれ」

「それはなんか……二人で勝負的なことするの！　本物の隣の席キラーを決めるために！」

　バトルバトルと言うが具体的になにも考えてないらしく、このふわふわ感はいかんともしがたい。

　早くも逃げ腰になりつつあった唯李は、突然ガタっと席を立つと、

「ええっと、あたし今日ちょっと用事あるから帰る……」

「え？　何の用事？　どこか行くの？」

「あ、いややっぱなんでもないです」

　萌絵から「じゃあわたしも帰るあわよくば一緒に行く」オーラを感じ取ったのか、唯李はすぐさま前言撤回。逆にこれは間違いなく用事はなさそうだ。

「あ～、もしかして唯李ちゃん逃げる気～？　じゃあいいよ、唯李ちゃんの得意なもので勝負していいから」

「いや、そもそも勝負って……」

「いいから唯李ちゃんの得意なものってなに？　好きなものでもいいから！」

　反論する間もなくゴリ押され、唯李は気圧されつつも答える。

「と、得意なものって言ったらそれは……もちろんお笑い？」

「え？　唯李ちゃんってお笑いが得意なの？　へ～」

　意外そうな反応をされてしまうぐらいには得意に見えないらしい。

　萌絵は小さく首をかしげて、考える仕草をすると、

「じゃあ先に相手を笑わせたら勝ちっていうのは？」

「いや、笑わせるっていうか……ハハっ」

　やれやれ、と呆れた笑みをこぼす唯李。まるでお話にならないとでも言いたげだ。

　そしてなぜか悠己に同意を求めるような視線を送ってくるが、それはなんの合図か。

「ならオーソドックスに大喜利勝負でいこうか？　それでいいね？」

　急に乗り気になった唯李が、自分から勝負を提案していく。

　よほど自信があるのか、一発で黙らせてやると言わんばかりにうってかわって強気な表情だ。

　すると今度は萌絵が不思議そうな顔になって、

「なんでもいいけど……オオギリってなぁに？」

　そう聞き返され、唯李はこれみよがしにわざとらしくため息をついてみせる。

　第三者の悠己ですらちょっとイラっとくる仕草だ。唯李は得意げに解説を始める。

「だからたとえば、『こんな担任の先生は嫌だ』っていうお題があって、それに対して『ハゲメガネ』とか『ピーマンを残す』とかっていうのを答えていくっていう」

「あ、それのことねわかった！　テレビで見たことある！」

「もう頼みますよ～？　本当に」

　ゴミみたいな例を挙げた唯李がやたら上からいく。

　あれだけまごついていたくせに本気らしいので、確認の意味を込めて悠己が念を押す。

「いいの？　そんな勝負なんて」

「いやもうね、さっさとこの茶番も終わりにしてやろうかなって」

　唯李は得意げに息巻くと、おもむろにカバンの中から手帳を取り出した。言わずと知れた例のネタ帳である。

　もしかしてこれは勝負とか関係なしに、自分のネタを披露したいだけなのかもしれない。

「え～っとそれじゃあお題は……」

　唯李がネタ帳をペラペラとめくっていると、すかさず萌絵が近づいていって横から覗き込んだ。

「それ何見てるの？」

「いやちょっとネタを……」

「え～なにそれいっぱい書いてある！　そこから選んだらずるいじゃん！　唯李ちゃんずるいずるい！」

「ず、ずるいもなにもあたしが考えたやつだから？　実力ですから？」

「でもそれ、唯李ちゃんが自分で考えたって証拠ないよね～？」

「し、証拠？　い、いやこれパクリじゃないし？　自分で考えたやつだし？」

　大喜利手帳を持ち歩いている時点でずるいとかそういう次元の話でもない気がするが、萌絵の指摘ももっともだ。

　その手帳のネタすら、どこかからつまんできたものかもしれないという、まさかの丸パクリ疑惑。

　あくまで自分で考えた、というなら堂々と構えていればいいのだが、その当人はやけに落ち着きを失っていて非常に怪しい。

「ってことは今までの唯李のネタも全部……」

「いやいやいやさすがにそれはないそれはない。それこそキャラ崩壊よ？　宇宙の法則が乱れるわ」

　そんな超絶面白キャラみたいな属性はもともとない上に、やっぱりそうだったかと妥当ですらある。

　そもそもそのネタ帳のネタもそこまで面白いわけではない。

「じゃあゆっきーがお題考えて！　そうすればフェアでしょ」

　ここで萌絵からまさかの無茶振り。

　正直火傷しそうな予感しかないのでやりたくないが、「そうまで疑うならやってやるよ！」と、唯李もやる気を見せてきた。

　まさかのダブル隣の席キラーに挟まれるという最悪なケース。早く早くと、とてつもない圧を両側から感じる。

　いよいよ逃げ場がなくなったので、気が進まないままに一つお題を上げてみる。

「えっと……何でも食べる食いしん坊のマキちゃんには、唯一嫌いなものがあります。それは何？」

　二人に向かってそう問いかけると、すぐさま萌絵が元気よく手を上げて答えた。

「はい！　激辛カレーライス！　チリホットドッグ！」

　マキちゃんはチリホットドッグが嫌いらしい。意外なところで繋がった。

　萌絵の答えを聞くやいなや、隣でにやりと唯李が笑う。

「やはりその程度か……ふっ」

「唯一なのにいきなり二つ言うっていうボケかと思った」

「なっ……？　い、いや絶対そこまで考えてないでしょ」

　軽く焦りだした唯李の視線の先で、萌絵はきょとんとした顔。確かに何も考えてなさそうだ。

「それで唯李の答えは？」

「いやちょっと待って」

　こちらは何をもったいぶっているのか持ち時間が長く、なかなか答えようとしない。

　が、「唯李ちゃん早く早く！」と萌絵に迫られ急かされ、唯李は焦りながらも口を開く。

「す、すき焼き！」

「は？」

「いやその、嫌いなだけに……」

「え？」

　もにょもにょと口ごもっているので聞き返すと、唯李は慌てて言い直した。

「す、酢豚に入ったパイナップル……」

「……が？」

「あっ、今のナシ今のナシ！」

　必死に待ったをかけてくる唯李。

　そのうちに横から萌絵が元気よく割って入ってくる。

「はーいはーい！　チンジャオロースーに入ったパイナップル！」

「入ってないよ」

「あれ？」

　きょとんと目線を上に向ける萌絵。

　それを聞いた唯李がきっと萌絵を睨みつけて、

「くっ、やるな……ていうかずるいぞそれ天然でしょ天然！」

　なぜか悔しがっている。

　そして「もうお題がダメ次！　次のお題！」と騒ぎ立て始めた。

　何がダメなのかわからないがここは逆らわず、悠己は次のお題を出す。

「えーっとじゃあ、酢豚に入れたら意外にイケたやつ」

「はーいはーい！　りんご！　みかん！　もも！」

　お題を出すなり、すぐさま萌絵はためらいなく答えを出してくる。

「スイカ！」

「スイカはやばいと思う」

「フルー●ェ！」

「それはダメだね、商品名は」

　そのやりとりの裏で唯李が悔しそうな顔をするが、特に悔しがる要素はない。

　またもシンキングタイムの長い唯李を促すように視線を送ると、唯李はわずかに目を泳がせたあと、悠己の顔色を窺うようにして、

「ま……マンゴー？」

「は？」

「いや今の違う違う！　ま……まごころ」

「え？」

「を君に」

「なにを言ってるの？」

　聞き返すとプイっと顔を背けられた。

　唯李が「私は何も言ってませんが？」的な態度を取ってくるので、

「人の顔色探り探り言うのやめてくれる？　ダメそうだから付け足すみたいなの」

「い、いやていうかね、もう全部言われてんの！　そうやって先にいっぱい言うのずるいでしょ!?」

「唯李がいつになっても答えないからじゃん。だいたい全部言われてるって正解なかったよ」

「正解っていうか大喜利ってそういうんじゃないし、そういうんじゃないでしょ？」

　なぜかキレられている。

　謎の勢いに押し切られそうになっていると、唯李を押しのけてきた萌絵が声を上げた。

「はい、じゃあゆっきー判定して！」

　さあどっち？　と二人から圧をかけられる。

　とはいえなにをどう判定すればいいのかわからない。

「ここはゆっきーのセンスだよね」

「まぁあたしの答えはちょっと高度だからな～」

　そして二人とも自信満々。

　悠己は二人の手前、一応悩むそぶりを見せるが、考えたところで何もない。

　一瞬引き分けという言葉が頭をよぎったが、それをやるとエンドレス極寒大喜利が始まってしまう恐れがある。

　そのうちに「さぁ判定は!?」と二人に詰め寄られてしまい、観念して答える。

「うーん、萌絵かなぁ……」

「やったー!!」

　萌絵が軽く飛び跳ねてバンザイをするかたわら、やはりというか案の定、唯李が怒涛の勢いで詰め寄ってくる。

「は、はぁっ？　な、なしてよ？　なんでよ!?」

「萌絵のほうが回答が早かったから」

「いや意味がわからん意味わからん！　テスト早く終わったら百点なんですか!?　ならないでしょ!?　完全に審判買収されてますよこれ！」

「……なにそのたとえ？　意味がわからないのはこっちだよ」

　どっちも意味不明なら早いほうが勝ち。という単純明快な審査基準。

　唯李はどうにも納得がいかないらしく、

「そもそもやっぱりお題が悪いよ、お題がもうダメなやつ。悠己くんにやり直しを要求する！」

「うふふっ、オオギリって楽しい！　じゃあゆっきー次のお題ね！」

「え、まだやるの？　なにこの地獄」

　まさかの恐れていた事態に発展するも、すっかり乗り気になってしまって逃げられそうにない。

　それでもどこかぎくしゃくしていた二人が、今は楽しそうに見えた。

　ならまぁいいか、と悠己は次のお題を考えることにした。




　続く大喜利バトルも、あまりにもひどい内容だったので割愛。

　あとがうるさいので、とりあえず勝ち負けは五分にしておいた。

「まぁあたしは悠己くんの審判には納得いかないんだけどね」

「でも唯李ちゃん得意って言ってたわりにはそうでもなかったね。ふふっ」

　その言葉でピキっと唯李の顔色が怪しくなる。悪気はなさそうなのだが一言多い。

　しかし圧倒的勝利を収めると思っていた唯李にとっては、敗北と言ってさしつかえないだろう。いよいよアイデンティティ崩壊の危機。

　当然そこまで気が回っていなさそうな萌絵は、さも楽しげに声を弾ませる。

「じゃあ次のバトルは……」

「つ、次？」

「だってまだ決着ついてないよ～？」

　余裕の笑みを向けられ、唯李は二、三歩後ずさる。

「ち、ちょっと待って……」と言ってカバンからスマホを取り出すと、それを耳に当てながら背を向けて、教室の隅っこにうずくまった。誰かに電話をかけているようだ。

　突然の行動に萌絵と顔を見合わせていると、唯李はすぐに電話を終わらせて戻ってきた。

「何？　どうしたって？」

「アシストキャラを呼んだ。隣の席ブレイカーがボッコボッコにしてやるってね。もう凛央カーニバルよ。リオのカーニバルよ」

「え？　凛央を呼んだの？」

　つまり本物に敗れた偽者が仲間を呼んだ構図。

　なんと言って呼びつけたのかは不明だが、こんなくだらないことでわざわざ凛央が来るのかどうか。

「来たわよ？」

　そう思った矢先にすぐ背後で声がした。

　驚いて振り向くと、すました顔で凛央が立っている。

「「はやっ」」

　悠己と唯李の声がハモった。

「ちょうど話し合いが終わったところだったのよ」

　聞けば凛央はクラスで学園祭の打ち合わせをしていて、少し教室に残っていたのだという。

　はたしてこちらは遊んでいていいのだろうか。

「わ～リオリオだ～！　いぇーい！」

　すぐさま萌絵が凛央へ近づいて両手を上げ、ハイタッチを要求していく。

　凛央はというと、戸惑いながらもそれに応える形で手を合わせた。

　それがまったく予想外の光景だったのか、唯李はあんぐりと口を開く。

「え？　り、凛央ちゃん？　知り合い？」

「ああ、萌絵は凛央とも初日に会ってるからね」

「なん、だと……？」

　さらにラインも交換済み。

　となると、悠己も知らないところでなんやかや仲良くやっている可能性もある。

「うぇ～いリオリオ～！　うぇ～い」

「う、うぇ～いうぇ～い……」

　ノリノリで凛央にまとわりついていく萌絵。

　凛央はそれに合わせようとしているが、恥ずかしいのかいまいち乗り切れていない。

「いつの間にか凛央ちゃんがウェイ系キャラに!?」

　こちらもいちいちリアクションが大きい。

　唯李は盛り上がる二人を尻目に、ぶつぶつと文句を垂れる。

「ていうかリオリオってなんだよ、なんで二回言うんだよ。ああ、かわいそうなリーオー……。勝手に変なあだ名つけられて……」

　こうなるとリーオーのほうがよっぽどひどい気もするが、言い出しっぺは悠己自身のような気もしたのであまり言えない。

「それで何の用？」

　一旦場が落ち着いたところで、凛央が唯李を振り返って尋ねる。

　どうやらろくに用件も告げずに呼び出したらしい。

　唯李は凛央の腕を取って自分のそばに引き込むと、耳元に顔を近づけて声をひそめる。

「あのさ、藤橋さんってちょっとスカート短いよね」

「んー……まぁそうね」

「校則違反だよね」

「そうかもしれないけど……それが？　私が口を出すことでもないじゃない？」

「どいつもこいつもなに成長してんだよ」

「どういうこと？」と凛央に睨まれ、唯李は悠己の陰に隠れた。

　どこぞで見たような流れに既視感を覚えていると、凛央が悠己ごしに唯李を追撃する。

「そうやって都合のいいときだけ私を呼び出してるでしょ？」

「ダメだよ凛央。そんなふうに怒ったらきれいな顔が台無しだよ」

「何なのよ誰よそれは」

　唯李が悠己の背後から、悠己の真似なのかよくわからない声音を使う。

　かと思えば今度は凛央の背中に取り付いていって、萌絵のほうを振り向かせると、

「コードユイ・ユイシステム起動。リーオー、私に勝利を見せてくれ！」

「ちょっとやめてくれる？　そうやってまたふざけて……」

「動けリオ、なぜ動かん！　どうしたんだよ荒ぶっていた頃を思い出せ」

　などと言いながら凛央の肩を揺すっていくが、凛央からは冷めた視線を返されている。

「さてはすでに頭エモエモだなきさま」

「何よ？　もう知らないんだからね」

　凛央がぷいっと顔をそむけてみせる。

　操縦をあきらめたのか凛央から離れた唯李は、今度は悠己に耳打ちしてくる。

「……凛央ちゃんどうしたのなに？　この感じ……自分のキャラブレイカーしちゃった感じですか？」

「かわいいに目覚めたらしいよ。今の流行りはプリオだから」

「何それ？　いや怖い怖い意味がわからない」

　唯李がぶんぶんと首を横に振る。経緯を説明しないことにはプリオは難解である。

　そうこうしているうちに萌絵が近づいてきて、

「唯李ちゃんもリオリオと仲いいんだ？　へえ～」

「そうそう、ここだけきらら枠よ」

「……キキララ？　あ、わたしげろっぴ好き！」

「誰がカエルの化け物だよ」

　やはりどこか噛み合わない二人。

　唯李に突き放された萌絵は「いいもーん」と言って、凛央の背後からタックル気味に抱きついていく。

　対する凛央も顔を赤らめつつ「ねー、唯李とかもういいもんねー」となんとか調子を合わせようとしている。

　するとそれを見た唯李が、

「あれはかなり無理してるね。放出系だけど具現化しようとしてるね」

　言うとおり凛央の笑顔が若干引きつっている。

　萌絵に乗っかって明るくかわいく頑張ろうとしているのはわかるが、やはりそう簡単にうまくいくものではない。

「凛央ちゃんそんな無理しないほうがいいよ。こっちに来るんだよこっちに」

　そこはかとなく負のオーラを発しながら、唯李が手招きをする。

　しかし凛央は萌絵にひっつかれたまま、あてつけのようにドヤ顔をしてきた。

　これはまた何かやったのかと、悠己は唯李に尋ねる。

「え？　何？　なんかあったの？」

「いや別に～……この前も一緒に洋服見に行ったらさ～。凛央ちゃんスタイルいいしなに着ても似合うからムカつくんだもん」

「はあ？　なによそれ許さんわ今日という今日は」

　ポロッと言ったのが聞こえたのか、凛央が身を翻して唯李に迫り、壁際まで追い詰めていく。

　ガミガミとお説教を始める凛央を、謎言い訳でのらりくらりとかわしていく唯李。非常にうるさい。

「私がファッション詳しくないと思ってテキトーに似合う似合う言ってたでしょ？　私だってちょっとは勉強したんだからね」

「でっ、出た得意のオベンキョウ～。お勉強でセンスは身につくんですかね～？」

「わかるわよ、唯李の服装もいつも無難って感じで、唯李のわりに面白くないわよね」

「い、いやあたしってそういう出落ち芸みたいなことしないから？　凛央ちゃんこそ、この前荒ぶったとき、変なＴシャツ着てて笑いこらえるの大変だったんだよ？」

「そ、それは……。ふっ、狙いどおりね……面白かったでしょ」

「ぐっ、なにをリーオーの分際で……なんだやるか？　変Ｔ対決やるか？」

　だんだんと聞くに耐えなくなってくる。

　その一方で、悠己はいつの間にかおとなしくなっている萌絵に気づく。

　萌絵は無言で二人の言い合いをじっと眺めていた。その横顔からは、先ほどまでの楽しげだった表情は失せていた。

「ごめんね、なんかうるさくて」

　悠己がそう声をかけると、萌絵はすぐに口元を緩ませて笑顔を作った。

「二人って、いつもこんな感じなんだ」

「うーん、まあ……最近は割とこんな感じかな」

　凛央がズバズバ行くようになってしまったので、歯止めがきかなくなる。

　萌絵はこの前の悠己と凛央のときのように、「やめなさい！」と仲裁に入っていくこともしない。やけに静かなのに違和感を覚えて、尋ねてしまう。

「どうかした？」

「え？　別に？　ゆっきーこそどうかした？」

　萌絵は笑顔のまま、なんともなしに答えた。

　あまりのバカらしさに呆れているのかと思いきや、そういうわけでもなさそうだ。

　萌絵は押し問答をしている唯李たちを一瞥すると、急にくるりと踵を返した。

「……ごめんわたし、用事あるの思い出した。帰るね」

　ぼそぼそと早口で、萌絵の声はほとんど聞き取れなかった。

　悠己が聞き返そうとする前に、萌絵は自分の席でカバンを拾うと、足早に一人教室を出ていった。
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　その数日後。

　夕食が終わってお風呂も済ませた唯李が、自室でスマホゲームをしていると、唐突に萌絵からラインが届いた。

『すんごい面白いお笑い動画見つけたの！』

　スタンプのあと文言とともに、萌絵が動画のリンクを送ってくる。

　仕方なしにタップして動画を流してみる。声入りの簡素なアニメ動画だ。

「こういうのじゃねえんだよなぁ……イマイチセンスが合わないんだよな～」

　と言いながらもしっかり最後まで見る。

　どこで見つけてきたのか、まぁまぁ光る部分もあった。吸収できるものは吸収する。一応チャンネル登録しておく。

　しかし認めてしまうとそれはそれで負けた気がして、

『まあまあ面白いね～』

　とだけ返信し、ゲームに戻る。

　が、やはり気にかかる。

（いったい何をお考えでいらっしゃるのか……）

　いきなりの隣の席キラー宣言。

　そしてバトルを挑んできたと思いきや、ここ数日は妙におとなしい。

　前回のバトルは名目上引き分けということに終わったが、大喜利も知らない初心者と良い勝負をして五分とは、プライドずたずたである。

（にしても誰だ？　誰が隣の席キラーチクりやがった……？）

　しかしよりによって萌絵に伝わるとは。

　きっと萌絵は「もと陰キャラのぶんざいで隣の席キラーだ、なんて何を生意気言っちゃってるの？」と内心あざ笑っているに違いない。

　前回つっかかってきたのも、得意なものを聞き出してそれを潰して心を折るという……一見何も考えてなさそうで、巧妙に考えられた罠わなの可能性が高い。

（それにあたしの凛央ちゃんまで……寝取られはＮＧ）

　危うく凛央との友情にヒビが入るところだったがなんとか収めた。

　それにしても凛央があれだけガンガン来るとは思わなんだ。人は変わるものだ。

「プリプリプリオ言ったらキレるしなぁ～。わがままな子よ」

　リオリオ危機一髪よろしく、そのすれすれを攻めるのが楽しい部分もある。

　凛央も何を考えているのかよくわからないところがあったが、今はそんなことはない。以前より格段に付き合いやすくなったと思う。

　ふと思いついて「今度プリンおごって～」と凛央にラインをしようとすると、再度萌絵からメッセージが届く。今度は画像つきだった。

『みてみて～』

（うっ、これは……）

　画像を見たとたん、思わず声が漏れそうになる。

　メッセージとともに送られてきたのは、なんとメイド……の服を着た萌絵の自撮り写真だった。

　映っているのは胸元から上。笑顔でカメラにピースサインを向けている。

『試しに着てみたの。まず唯李ちゃんに見せたくて』

　そういえばこの前、「学園祭でメイドやらなくてもいいから着てみてほしい」と園田から服だけ渡された。というような話していた。

　あいつなかなか根性あるな……とは思っていたが、本当に着させてしまうとは。

（いやでもなんであたしに見せてくんのよ……。いきなりキメ顔自撮り写真送ってくるとかやべえだろまじで……）

　かつて悠己に同じことをした自分を全力で棚に上げていく。今なら少し悠己の気持ちがわかる。

　唯李がスマホを握りしめて写真に見入っていると、もう一枚送られて来た。こちらは姿見の鏡に全身を映した図だ。

　服は白と黒のオーソドックスな色調で、スカートの丈は裾が膝上の短いタイプ。

　ご丁寧にニーソックスまで穿いてくれて、この女ノリノリである。

（キィィィかわいいぃぃ……！　いやこれ修正だわ絶対修正してるわ）

　だが普段の姿を見ているだけに、そこまで詐さ欺ぎとも言えない。

　多少は修正効果がかかっているようだが、服が違うだけでこうも破壊力が増すものかと。

『きゃ～超かわいい似合う～～』

　自分を押し殺し、若干震える指でそう打ち込んで送る。

　間違っても『どういうつもりだ貴様』などと本心を送ってはいけない。

『やったぁ！　やっぱり学園祭でメイドやってみよっかな～～』

『いいんじゃないの～やってみたら～』

（はいはいかわいいよかわいいねどうぞお好きにどうぞ）

　それは構わないが、自分とは関係のないところでやっていただきたい。

　もうあなたには敵いませんよと、ここはとっとと負けを認めるが勝ち。

　唯李があくまで他人事を装っていると、

『でもそれじゃ隣の席キラーバトルにも差ついちゃうかな～』

　そう返信が来て、ひくっと頬がひきつる。

　やはり謎バトルはまだ続いていたらしい。

『いやバトルはいいでしょもう』

　ここは絵文字もつけずに、あえてそっけなく送る。

　変に迎合するような中途半端な態度がよくないのだ。調子に乗らせるだけ。

　するとしばらく間があったのち、

『ゆっきーって別に唯李ちゃんに惚れてる感ないよね。唯李ちゃん隣の席キラーなのに、まだ落とせてないってこと？』

　突然の返しにぶばっと口から鼻から勢いよく吹き出す。

　ティッシュで顔面とスマホの画面を拭っていると、唯李の返信も待たずに立て続けに、

『じゃあ先にゆっきーを惚れさせたら、わたしの勝ちだね』

（な、な、なによそれは!?　どういう理屈やねん！）

　拭った矢先にまた鼻水が吹きこぼれた。

　この期におよんでいったい何を言い出すのかと。

　思わず電話をかけそうになったがここは冷静に。萌絵の戯たわ言ごとはあくまで相手にしない、そして悠己には興味ない、いやちょっとは興味あるそぶり見せとかないとやばいのかいやそんなことはない。

（いやいや待て待て焦るな。そもそも相手はあの男だぞ）

　あの不沈艦を落とせるものなら、ぜひ落として見せてほしいものだ。

　ちょっとかわいい格好をしたところで、やつにそういう攻撃はいっさい効かないはず。大小にかかわらず。「ふーん、で？」で終わりそう。何も焦ることはないのだ。

　とにかくその旨クールに返してやればいい。それこそ悠己っぽく。

『ちょっと服着替えたからどうとか、あの人そういう感情はないからムダだと思うよ』

『さっきゆっきーにも写真送ってみたんだけど超かわいいって。メイドは超好きだって』

（ここにきてまさかのメイドフェチ!?）

　お嬢様風にインテリにデビルに水着に浴衣にこれまで何をやってもいまいちハマらなかったのに、ここでメイドとはあまりにもベタすぎる。

　ああいうのは一周回ってベタなのがいいということなのか。

　いよいよ焦りが隠せなくなっていると、またも萌絵から追撃のラインが。

『唯李ちゃんコンバンワ！』

　なんと今度は短い動画つき。

　何かと思えば、メイド姿の萌絵が小さなクマのぬいぐるみを抱え、腕を振らせながら変な声真似をしている。

　もしやこのあざとさ満点の動画を悠己にも送りつけたのか。

　唖然と動画を繰り返し眺めていると、メッセージが送られてくる。

『唯李ちゃんもなんかカワイイ写真送ってよ～』

（カワイイ写真だぁ……？）

　わざわざカワイイ、とつけるところ、どうせそんなものないでしょ的なニュアンスが多分に含まれている。気がする。

　こんな舐められきったままでいいのか？　いやよくない。

　かわいいかわいいと褒められて気分よくなっているのかしらないが、なんやかや言っても唯李も自撮りには定評がある。

　それもただのかわいいではなくかわゆい。上位互換。あの悠己からもすこぶる評判がいいのだ。

　唯李は一度スマホをベッドの上に放ると、よれよれＴシャツにおじさんスウェットズボン姿から、クローゼットにしまってあるかわいいパジャマに着替える。

　かわいいパジャマは厚手なので今時期は暑い。しかしこの場合そんなことは言ってられない。

　そして続けて抱え上げたるは、やや年季の入ったパンダのぬいぐるみ。

　中学のときいつぞやのプレゼント交換でもらったこのパンダ、かわいらしい顔で卑猥な発言を繰り返すキャラだと後で知ったのだが、それはこの際関係ない。

　マスブラで負けてイラついてるときに目に入って、「なに笑ってんだよ」でぶん投げたら耳がもげて鼻が取れた。

　片目の位置もちょっとずれている。これは不慮の事故。かわいそう。

　中の綿がちょっと出てしまっているので、これ以上出ないようにとりあえずガムテープを貼り付けて応急処置をしてある。

　そのぬいぐるみを抱え、萌絵の動画と同じ構図をとって見栄えを調整する。

　これはパクリとかそういうわけではなく、あえての真っ向勝負。

　何枚かスマホで写真を取ると、もうお前は用無しだとぬいぐるみを放り投げ、完成したかわゆい写真を確認する。

　虐待を受けてそうなぬいぐるみを抱いて、首をかしげ気味に満面の笑み。見ようによってはややアレな人感。

　しかしそれはかなり穿うがった見方だろう。そんなぬいぐるみなどよりも、この百万ドル、いや百万ボルトのかわゆいスマイルに目がいくに違いないのだ。

　いい加減にこのエモっ子を黙らせるべく、てやっと写真を送信。

『やばいかわいい！　ゆいちゃんかわいい！』

（ふ……勝ったな）

　案の定大反響。わかっていたことだ。

　にんまりと笑みを漏らしていると、

『じゃあゆっきーに判定してもらおっか』

（え？　ちょっと？）

　すぐに『待った！』と送るが返信なし。

　代わりにしばらくして、悠己からメッセージが来た。

『大丈夫？』

（ん？　安否確認かな？　特に地震とかはなかったけど）

『大丈夫だよぉ？　どうかしたの？』

　とかわいい首を傾げ絵文字をつけて、素知らぬフリで返す。

　心配されることなど何もない。何もないのだ。

『前の写真と比べるとちょっと表情が固いかな。やり直し』

『凄腕カメラマンかよ』

『俺は唯李の自撮りにはちょっとうるさいよ？』

『評論家になっちゃってるよ。写真マジで消せ』

『今回のはゆい（病）ＳＳかな』

『（病）ってなによ誰が期間限定キャラだよ』

『また父さんが持ってきた石があるんだけどいる？』

『新商品いらんわ誰がお得意様だよ』

　怒涛のツッコミを入れて事なきを得る。

　ツッコんでおけば失態はなかったことになる。これ常識。

『今回のバトルは唯李の勝ちかな』

　そしてなぜかメイド萌絵を押しのけて勝った。なんで勝つんやというツッコミは置いておく。どうせインパクトの勝利とかふざけているだけだろうが。

　しかし悠己も悠己で、なんやかんや萌絵の謎バトルに付き合っているのが納得いかない。

　何を考えているのやら、というのは平常運転ではあるが、やはりエモエモに毒されている……。

（いや待てよ、よくよく考えるとこれは……）

　本物を決める隣の席キラーバトル。

　ということは本物を萌絵に譲ることにより、自分はもう隣の席キラーではなくなる。

　つまり一発逆転、隣の席キラー脱却のチャンスでもある。

　萌絵がどういうつもりか知らないが、とっとと負けを認めて、いっそ隣の席キラーなぞ譲ってやればいいのだ。勝負に負けて試合に勝つ的なアレ。

（でもそしたら……どうなるんだろう。そうなったら、今までみたいには……）

　勘違いが解消して、それで仮に、自分の気持ちが知れたとして。

　悠己は応えてくれるのだろうか。

　これまで相手にしてくれていたのも隣の席キラーだったからこそで、そうでなければ態度が豹変する可能性もある。

　今のように冗談を言い合えるような関係ですら、なくなるかもしれない。

　それはこの前の花火のときにも感じた不安。先の見えない変化に対する恐れ。

　そんなことになるぐらいなら、いっそこのままで……。

『もしあたしが、勝負に負けたら、偽者ってことで……隣の席キラーじゃなくなるわけじゃん？』

　尋ねるべきか迷った。

　だけど聞かずにはいられなくなって、そう送っていた。

　こちらは悩んだ末だったが、悠己からの返事はすぐに来た。

『そしたら……ただの唯李？』

『誰が無料のフリー素材だよ』

　とりあえず突っ込んでおく。今はふざける流れじゃなかったはず。

　ちゃんと答えろとばかりに無言の圧をかけていくと、しばらくして返信が来た。

『それはしょうがないよね。ちょっとさみしい気もするけど』

　しょうがないってどういうこと？　と頭が混乱を始める。

　何か補足が来るかとスマホの画面を見つめて待っていると、

『唯李の好きにしたらいいよ』

（なんだその頭かわいそうな子を優しく受け止める感じ。進路相談で見放された生徒か？）

　いよいよ脳内ツッコミが止まらなくなる。

　こっちは今のこの感じが楽しいな、とか思っていたのに、そこはかとなくわりとどうでもいい感。

　考えが読めないのはいつものことだが、声も顔も状況も見えないだけに、より一層読めない。

　いやこれはきっとテレビでも見ながら、片手間にポチポチ返信しているに違いない。

（え、ちょっと待って。そしたら今までの全部チャラ？　経験値なくなる感じ？　タダの唯李？）

　するとどうなる？

「どうも～タダの唯李です～はじめまして～」みたいなところから始まる？

　フリー素材的な扱い？　それは隣の席キラーである今より悪化するのでは？

　わけがわからなくなってきた。オールリセットで出荷状態に戻されるのはよろしくない。

　そして今後は隣の席キラーである萌絵の攻めを、悠己がのらりくらりとかわすラブコメマンガ的展開へ……。

（え、なにそれ面白そう買うわ。って誰が失敗作のヒロインだよ）

『ねえねえやっぱり学園祭で一緒に唯李ちゃんもメイドやろうよ～。そうじゃないとバトルもフェアじゃないよね』

　そんな葛藤の真っ最中に、萌絵から空気の読めないラインが来た。

　フェアではない、つまり同じ条件なら自分が負けるはずがないとでも言いたげ。

　もういい加減にわかった。萌絵はこうして自分をからかって楽しんでいるのだと。

　要するに人を自分が楽しいのダシにするという、そういうことだ。昔からずっとそうだったのだ。

『どうする？』

　そして悠己のほうは、今日の晩飯どうするみたいなノリ。

　隣の席キラーは二人の間でそれなりに大切な、重要な意味を持ったものだと思っていた。が、「どうでもいいし好きにすれば？」的なこの反応はいかんともしがたい。

「どいつもこいつも……わかったよ、じゃあやってやるよ！　ヒロイン交代じゃねえよ続投に決まってんだろ！　あんのニセモノいい加減わからせたるわ！　悠己の野郎もメイドで冥土への引導渡したるわ！」

『もうわかったよ！　わからせメイド爆誕だよ！』

　悠己にそう送ると『？』と返ってきたがもうこれは無視。

　続けて萌絵に『望むところだよ！』とやると、『ほんと？　やった～！　楽しみ～！』と来たので画面を勢いよくスライドしアプリ終了。

　やってやった。やってしまった。

　こうなってはバトルなどという生やさしいものではいけない。これはもはや戦争だ。生き残りをかけた生存競争。

　そもそも隣の席キラーを他人に譲って逃げる、などというのは腰抜けのすること。七変化も夏キラーもいったいなんだったのかという話になる。

　とにもかくにも、さしあたっては……。

「偽者を……完かん膚ぷなきまでに偽者を滅する……！」
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　学園祭も目前に迫り、学校は本番に向けての準備一色となった。

　悠己のクラスも例にもれず通常授業がなくなり、丸一日学園祭の準備となる。

　昨日教室内の大移動を行ったため、机と椅子は解体され並び直され、クラス内はすっかり様相が変わっている。

　午後の昼下がり。現在教室では細かいカウンターの配置を考える者、黒板を絵や文字で派手に色付けする者、飾り付けの準備をする者と様々だ。

　昼食を終えた悠己は、慶太郎とともに隅っこの椅子に座りながら、色とりどりのモールを使って星だのハートだのを作り続ける作業をしていた。

　対面に座る慶太郎は、いびつなハート形をしたモールを完成済みのカゴに投げ入れると、無心でモールをひねる悠己に向かって口を開いた。

「お前楽しそうだな。こういう作業好きそうだよな」

「ちょっとちゃんとやりなよ男子～」

「お前は誰なんだよ」

　慶太郎は笑いながら次のモールへ手を伸ばすと、

「そうだよちゃんとやりなよ～！」

「おわっ!?」

　突然大声でどやされ、椅子から転げ落ちそうになっている。

　その背後では、萌絵がおかしそうに笑っていた。慶太郎を脅おどかすなり、手を振って別のグループのほうへ行ってしまう。こんな調子であちこち声をかけて回っているようだ。

　座り直した慶太郎は、頭をかきながら萌絵のいるほうを見て、

「……いや～、やる気すごいよな。やる気勢だよな」

　確かに学園祭が近づくにつれ、萌絵の張り切り具合はどんどん増している。準備も自分から積極的に動いていて、クラスの中でもよく目につく。

「いいんじゃないの、やる気ないよりは」

「そりゃそうだけど、いきなりあのノリはさ……まぁいいわ、かわいいから許すわ」

　慶太郎はさらになにか言いたげだったが、はっきりとは口にしない。

　が、言わんとしていることはわかる。今のこのクラス内は、慶太郎のようないまいちモチベの低い生徒が大半なので、萌絵は少し浮いてしまっている。それを懸念しているのだろう。

　ちなみに慶太郎にやる気がないのは、だいぶ前の役決めのときのジャンケンで負けまくってから、完全にへそを曲げているせいだ。

　悠己は「別に何役でも大丈夫」と言っていたらこうなった。

　星型に成形したモールを完成済みのカゴへ入れる。我ながら完璧な出来栄え。

　ひたすらやっているうちにムダにうまくなってしまった。いい加減飽きてきたが、他に仕事という仕事もない。

　一部の生徒は材料の仕入れに管理に仕込みに段取りだとか、もしくはおのおの部活の催し物で忙しいらしいのだが、悠己たちはそれとは無縁の位置にいた。

　催し物は二クラス合同で、ジュースを売るほうと、たこ焼きを売るほうにおよそ半々に分かれている。

　部活で催し物がある者は、クラスの係に参加するかは任意。その後人数調整をしたため、二クラスの生徒がそれぞれジュース組とたこ焼き組に入り乱れる形だ。

　ジュース組はここ二年一組の教室で、たこ焼き組は外にテントを立てて販売する予定。

「しかし大丈夫なんかねこれ？　なんか不安になってきたわ」

　慶太郎はそう言って、そばにある白い布で覆われた机の上をトントンと叩く。お客さん用の机と椅子だ。同じものが教室内にまばらに並んでいる。

　当初はあくまでジュースを販売するのがメインで、喫茶店を想定しているわけではなかったが、急きゆう遽きよ変更してテーブル一式を置くようになった。

　とはいえ何かメニューがあるわけではなく、売るのは正真正銘ジュースだけだ。

　慶太郎が不安、というのはこれで客が来るのか、という疑問もあるだろうが、根本的に大丈夫なのか、という意味あいが強そうだ。

「そんで当日これかぶって歩き回るとか、完全に罰ゲームだろ」

　そう言いながら慶太郎は、壁に立て掛けてある穴のあいたダンボールを手にする。

　その表面には『二年一組エモエモジュース限定販売中！』という目立つ文言とともに、ごちゃごちゃとカラフルなペンで文字やら絵が描かれている。

　悠己たちの当日の仕事は宣伝係で、それを着てあちこちウロウロするというものだ。

　ちなみにダンボールは三着分置いてあった。悠己はそのうちの一つを手にとって、

「ここに『Ｇａｎｄａｍ』って書いたの誰？」

「いやオレは知らんけど」

「綴つづりが違う」

「そこかよ」

　よくよく見れば他の二つも好き放題ごちゃごちゃと書かれている。これは確かに罰ゲーム色が強い。

　ダンボールを元に戻してモール作りを再開すると、教室の真ん中のほうからどっと笑い声が聞こえてくる。

　何事かと注意を向けると、変に熱量のある数名の男子が一人の女子を取り巻いていた。その中心にいるのは萌絵だ。

「盛り上がってんな～。エモエモ教……来るところまで来たか」

　慶太郎が男子の一団を睨み据えて言う。

　最初は市販のジュースを冷やして売るだけという話だったが、いつの間にかエモエモジュースとかいう謎のメニューが加えられていた。

　これは販売予定のジュースを容器にあけてミックスしただけのもので、それを数量限定として客を釣る作戦なのだという。

　おそらくエモエモ教にあやかったのであろうそのネーミング。

　意外に流行らなかったエモエモ教は、それでも教祖の園田を筆頭に、二、三人の狂信者を抱えている。それが今萌絵を囲んで盛り上がっているわけだが……。

「君たち何をサボっとるかね」

　囲いの一人がつかつかと歩いてきた。園田だ。

　エモエモ教リーダー兼クラスの学園祭実行委員ということで、最近は忙しい忙しいを連呼している。

　当初予定になかったメイドコスプレにエモエモジュースと、やりたい放題だ。

　園田は悠己たちの前で、偉そうに腕組みをしてふんぞり返ってくる。学園祭で一躍存在感を増したのか、やけに態度が大きい。

　園田は慶太郎のそばに置いてあるモールの入ったカゴを覗き込むと、

「速見くんなんだねこれは、ちゃんとできてないじゃないか！　やり直し！」

「うっわ、今度は容赦なくクソうぜえの来たよ」

「ん～？　僕にそんな態度を取っていいのかね？　いつでも辞めてもらって構わないよ？」

　小芝居が始まってしまった。

　続けて園田は悠己の作ったモールを手にすると、

「こっちのは綺麗にできてるじゃないか」

「はい頑張ってます、ボーナスと昇給お願いします」

「まぁ考えるだけは考えておくよ。これからもせいぜいきばりたまえよ」

「喰らえエターナルモールブリザード」

　手裏剣状にしたモールを投げつけると、園田は「わちゃっ」と水をかけられた犬のようなリアクションをした。面白い。

「まったく君たちは……。少しはあの二人を見習いたまえ」

　園田は教室の中央へ顎をしゃくりながら言う。園田の言うあの二人、とは萌絵と唯李のことを指しているようだ。

　というのも、萌絵と唯李の二人が学園祭でメイド服を着てもいい、と申し出てきたのだという。

　萌絵はともかくとして、唯李にも何か心境の変化があったのか。それか知らないところで萌絵にそそのかされたか。

　そういえばこの前も、萌絵がメイド服姿の写真を送ってきて、唯李と何かバトルらしきものをごちゃごちゃやっているようだった。

　いずれにしても園田の土下座に心を打たれたとか、そういう理由ではなさそうだ。

「そうそう、それからは芋づる式にね。自尊心を刺激しつつ、みんなやるみたいだよ？　と理由をつけてやると説得もスムーズなのだよ。やつら群れる習性があるからね」

「こいつ実は有能かもしれんな変態のくせに」

　慶太郎は感心しきりに頷く。

　園田は萌絵と唯李のほか、さらに数人の勧誘に成功したらしい。

「渡したメイド服をもしかしたら試しに着ているかもしれない……という想像が、ついに現実に！　君らも僕に感謝したまえよ」

　想像というか萌絵は実際に着ていた。

　なんなら写真も持っている、とまでは言わない。荒れるから。

　園田が得意げにふんぞり返っていると、慶太郎が思い出したように膝を叩いて、園田を指さす。

「そうそう、こいつが藤橋に隣の席キラーのことを言ったんだと」

　慶太郎が話題に出したのは、萌絵の隣の席キラー発言のことだ。

　萌絵が突然宣言を始めたのがどうも腑ふに落ちないと、前々からぼやいていた。

「な、なんだね僕が告げ口したみたいな言い方は。あれは『唯李ちゃんのこと何でもいいから教えて』と萌絵ちゃんがしつこく聞いてくるものだから……」

「いやだからその段階で『わたしも隣の席キラーって呼ばれてた』ってお前に言わないのはおかしいだろって話」

「それは僕に知られたくなかっただけではないかな。これから落とそうとする相手に」

「はぁぁあ？　園田とか落とす価値もないだろ。やっぱあれは嘘だろ、だいいち『隣の席キラー』がそう簡単にかぶることあるか？」

「そうかい？　言葉自体はわりとありがちなのではないかな」

「いや聞いたことねえよ隣の席キラーとか」

「やけに肩を持つではないか慶太郎お兄ちゃん」

「は？　なんだよ？」

　慶太郎が立ち上がり、二人の喧嘩が始まりそうになる。

　つまりどこの学校でも、隣の席キラーの一人や二人は当たり前ということか。

　しかしどうも萌絵の後出しジャンケンっぽいのが引っかかる。

　唯李も言っていたように、隣の席キラーを騙かたってふざけている可能性のほうが高い。

　なぜそんなことをするのかは不明だが……いやまさにふざけているだけと言われたらそれまでではあるが。

（楽しそうにしてたしな……）

　ふと、やかましくはしゃぐ二人の姿が頭をよぎる。

　萌絵本人はほんのお遊びのつもりで、そこまで深刻には考えていないのかもしれない。

「だいたいそれで僕を責めるのはお門違いじゃあないかい？　そもそも鷹月唯李が隣の席キラーだ、というのは……」

　園田がちらりと目配せをした先で、慶太郎が険しい顔になる。

　すると園田はわざとらしく咳払いをして、くるっと首を回して悠己を見た。

「まぁそんなことよりもだ。エモエモジュースを作るときのセリフ、エモエモキューンかエモエモミックスで迷っているのだが」

「相変わらずエモエモだね」

「ちょっと待った成戸くん、君は金こん輪りん際ざいエモエモ禁止だ。破門！」

「え？」

「さらに隣の席キラー解放同盟からの脱退を要求する！　というか解放同盟はもう解散だ解散！」

　急にキレだした園田に、勢いよくまくしたてられる。

「なに急に？　もしかしてこの前の土下座阻止を根に持ってる？」

「違ぁああう！　僕がそんな器の小さい人間に見えるかね!?　いわばこれは裏切り行為だぞ！」

　やたら悠己に当たりが激しい。

　いったいどうしたのかと慶太郎に助けを求める。

「なんかこの人今日輪をかけておかしくない？　めちゃくちゃなんだけど」

「ま、まぁ、あるんだろいろいろと……。おい園田ちょっと来い」

　慶太郎は強引に園田の肩へ手を回して、教室の外へ連行していく。

　それからしばらくして二人が戻ってくる。園田は落ち着きを取り戻したのか、笑顔で髪をかきあげながら、

「いやぁすまない、僕ともあろうものが少し取り乱した。それより学園祭のキャンプファイアーの噂は知ってるかい？　キャンプファイアー中に告白すると成功率が爆上がりするという……僕はそのときに勝負をかけようと思う。燃え燃えだけにね」

　最後に何か言ったようだがそこは完全スルー。

　慶太郎がすぐに口を挟んでいく。

「いやお前、成功確率が上がるって言ったって、ゼロに何かけてもゼロだからな？」

「そんなことはない。今の感じでは絶対にプラスのはず。仮に現時点での成功確率が０・００５パーセントぐらいだとして、これを雰囲気で０・１パーセントぐらいにまでもっていけば御の字だ」

「お前結構冷静だな。ガチャ引くノリで告白するのもどうかと思うが」

「それぐらいの倍率だということさ」

　冷静に玉砕しようとしているよくわからないノリ。

「どっちにしろキモすぎる」と慶太郎から辛しん辣らつな言葉を投げられるも、園田はまったく効いていない顔で悠己に話を振ってくる。

「いい機会だから成戸くんも誰かに告白したらどうだい」

「なにその軽いノリ」

「そういうのがあったほうが学園祭も盛り上がるだろう？　まあ君の場合、確定ガチャを回したところで面白くはないだろうけどね！」

　園田は手近にあった机をダン！　と叩く。

　普通にしゃべっていたと思いきや急にキレだす。だいぶ情緒不安定のようだ。

「そもそも僕はね、君たちばかりにかまけている暇はないんだよ。彼女らの指導だってしないとね。あー忙しい忙しい」

　自分から突っかかってきたくせにそんなことを言って、園田は教室の中央へ戻っていく。

　それにしてもキャンプファイアーで告白うんぬんは初耳だ。

　となると萌絵のもとには、あのエモエモ集団が殺到するのだろうか。

「慶太も萌絵に告白するの？」

「いやしねえよ。無理に決まってるわ」

「隣の席キラーにはもう騙されないって？」

「それは関係ねえっつの。なんていうか、かわいいはかわいいけどさ、最初と印象変わってきたっていうか、ちょっとよくわからんとこあるかなって……」

「意外に理想高いね」

「お前に言われるとイラっとくるな」

　慶太郎はどかりと椅子に腰掛け直すと、再びモールを拾い上げていじりだす。

「なるほどキャンプファイアーで告白か……そういうのもあるのか……」

　そして何事か思案するように、ぶつぶつと独ひとり言を始めた。
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　教室の真ん中には、唯李たちメイド服を着る予定の女子が集められていた。

　わからせメイド爆誕からあれよあれよと話は進み、晴れて唯李もメイド組の仲間入りに。

　これから発案者である園田から、いろいろとレクチャーが行われる予定だ。

　集まったメイド組は唯李、萌絵の他に三人。

　二人は二組の生徒で、園田がスカウトしてきたらしい。

　何か弱みでも握っているのか、また土下座してきたのかはともかく、無理やり連れてこられた感がすごい。

「やっぱり私がメイド服なんて……怖くなってきちゃった。どうしよう、どうしよう……」

「大丈夫だよ、大丈夫だって」

　片方の子が縮こまって震えているいっぽう、もう片方の子も「大丈夫」を連呼するだけで、見ているこっちはちょっと怖い。

　二組にもそれなりに知り合いはいるが、どちらも顔と名前が一致せず初めましてだ。

　普段から前に出ていくタイプではないのだろう。園田に何か言い含められたのか、とても不安。

　そして残りの一名というのが、まさかの一組委員長の小牧くるみ。

　唯李がメイドをやることにした、という話を切り出すと、「しょうがないからアタシもやってやる」と突然言い出したのだ。

　唯李は隣に立つくるみの顔を改めて見て、

「しかしツンデレすぎんだろくるみん……」

「ま、まぁあれ。学校行事にも積極的に参加して、内申上げとこうかなって……」

「ツンデレじゃねえかよ！」

「だ、だからうるさいわ！」

　と言いつつもお手本のようなツンデレ。これには思わずニヤニヤである。

「にしても意外ですなぁ～。もしかして誰か意中の方でもおられるのですかね」

「は、はぁっ!?　そ、そんなわけないっしょ、てか唯李こそ急にどうしたわけ？」

　秒で戻ってくるブーメラン。

　くるみはやけにうろたえていて怪しさ満点だったが、あまり掘り下げるのは諸刃の剣なのでこの話題は終わりにしようとすると、

「唯李ちゃんくるみちゃん一緒に頑張ろうね！」

　すかさず横から萌絵が首を突っ込んでくる。いつにもまして元気いっぱい、溢れ出る陽のオーラ。

　この前は『望むところだよ！』とラインで盛り上がってしまったが、寝て起きたらわりと熱は冷めていた。スマホでのやりとりならともかく、いざ本人を目の前にするとあまり強く出れないパターン。

　グイグイ来る萌絵に腰が引けていると、

「じゃあ……またバトルだね唯李ちゃん」

「え？」

　萌絵はそう耳打ちして、にやりと笑った。圧倒的強者の笑み。これはわからされる。

　弱者の愛想笑いを返していると、園田がやってきて「よし揃ってるね」と偉そうに一同を見渡した。

「君たちには主にカウンター業務……お金のやり取り、商品の渡しをお願いしたいのだが……」

　そしてプリント片手に一方的に話しだした。

　手にした紙には、何やら長文でずらずらと書き連ねてある。

　形だけはまるでプロデューサーを気取ったふうだが、肝心の話は何度も前後しグダグダ。

　もはやそのプリントを渡したほうがてっとり早い。単にやりたいだけか。

　萌絵は早くも話を聞くのに飽きたのか、解説をする園田をよそに話しかけてくる。

「唯李ちゃんジュースとたこ焼きどっちやる？」

「え？　あたしは別にどっちっていうか……」

「じゃあわたしジュースやる～。そしたら唯李ちゃんたこ焼きね？」

　ね？　と言われても何がなんだか。そういうノリで決めていい話でもないと思うのだが、どうあってもバトルの構図にしたいらしい。

　するとそのやりとりを聞いていたのか、園田が慌てだして、

「いやあの、勝手に決めないで……僕は交代でどっちもやってほしいのだが」

　と割り込んでいくが、そこに腕組みをしたくるみが横から圧をかけていく。

「てかさ、たこ焼きにメイドっておかしくない？」

「ま、まあそれはいいじゃないか。ギャップがあって」

「さっきからすっごいグダグダなんだけど大丈夫なわけ？」

　くるみはよこせ、と園田の手からプリントを奪うと文面に目を通し始める。

　が、すぐに気味悪げに表情を歪めた。

「うぇっ、なにこれは……。『お帰りなさいませご主人さま……？』いや帰ってきてねえし」

「エモエモジュース作成方法だ。マニュアルを作ってきた」

「……このエモエモキューンって何？」

「エモエモキューンはエモエモキューンだ。とりあえず全員研修は受けてもらう」

「研修？」

　くるみの声音が険しくなっていく。

　メイドといっても周りの目を引くように格好を変える、というだけで、メイドの真似事をするという話ではなかったはずだ。

「そ、そんなの聞いてないです！」

「話が違うでしょ」

　二組の女子二人も声を荒らげて園田に詰め寄っていく。聞いていなかったのは唯李も同じだ。

　くるみたちの勢いに「ま、まあまあ落ち着いて……」と園田が後ずさりを始める。

　ここは一つ唯李も加勢しようかと思っていると、

「お帰りなさいませご主人さま！」

　突然そんな声がして、みんなの視線がいっせいにそちらを向く。唯李たちだけでなく、クラス全体の注目が集まった。

　お帰りなさいませしたのは萌絵だった。萌絵はさらに笑顔でうやうやしくお辞儀をしてみせる。

　場に流れる謎の沈黙。

　しかすぐに園田が拍手を始め、それにつられてあちこちでもまばらに拍手が。おそらくエモエモ教男子のものと思われる。

「……え、何これ？　何この儀式」

「んふふ、上手に言えてた？」

　唖然とする顔のくるみをよそに、萌絵が唯李に向かって笑いかけてくる。

　とりあえず笑い返してそのままくるみに笑顔を受け流すと、尻を叩かれた。理不尽。

「君たちも藤橋さんを見習って、各自励むように！」

　園田がそう言うと、萌絵を除く女子一同が、返事の代わりに鋭い眼光を向けた。

　それにビビったのか「はー忙し忙し」と園田は逃げるようにしていなくなった。




　その後逃げた園田に代わり、くるみが場を取り仕切って、簡単に当日のシミュレーション。

　くるみは少しばかり接客の経験があるらしく、初めはああでもないこうでもないとやっていたが、別に難しいことはないしまあなんとかなるっしょ、で一段落した。くるみが言うとそれだけでなんとなく頼もしい。

　ちなみにエモエモキューンは却下となった。

　それから一度その場は解散。唯李も教室の飾り付けに加わる。

　とはいえ装飾の大部分はもう終わっており、簡単な工作をしながら、おしゃべりに興じている生徒が大半だ。

　唯李もその輪の中の一つに加わって、色付きの薄い紙で花を作る作業をしていたが、トイレ休憩がてら一旦教室を離れる。

　校内はすっかり学園祭用に様変わりしていた。

　廊下側の壁には、でかでかとエモエモジュースの文字。

　天井からは看板が吊られ、窓にはカラーテープで文字が起こされ、足元にも矢印が貼られていたりと、見慣れた場所の普段は見られない光景に、なんとなく心が弾む。

（凛央ちゃんのクラスは占いやるとか言ってたっけ……）

　冷やかしに行こうかと凛央のクラスがある四組のほうへ歩いていくが、入り口で忙しそうにしている数人の生徒の姿を見て引き返す。

　外装からしてかなり凝っているようだ。暇そうな唯李たちのクラスとはだいぶ温度差を感じる。

　トイレからの帰り道、何気なく渡り廊下の窓に近づいていって、中庭を見下ろす。

　庭ではいくつかの小型プールに水を張っていて、何か催しものをやるようだ。

　なんとなしに様子を眺めていると、唯李の背中、反対側の窓のほうから女子生徒の話し声が聞こえてきた。

「ていうかあれってさ～、衣装着るだけって言ってなかったっけ」

「言ってた言ってた。でもなんかめちゃめちゃやる気な人いるよね約一名。『お帰りなさいませ！』って」

「えー誰のことそれ～？」

　高めの笑い声がする。こっそり盗み見ると、三人の女子生徒が固まって話をしていた。二組の子たちだ。窓枠に飾り付けをしている様子。

　ところどころ会話のトーンを抑え気味にしているようだが、唯李は知らず聞き耳を立ててしまう。

「この前もいきなり『それ何作ってるの見せて～？』とか話しかけてきてさ、あれ？　初対面ですよね？　ってちょっと思ったけど」

「さっきも教室で『すごい上手～』とか言われてたじゃん。あたしはいやいやなんで上から？　ってなったわ」

「それはさすがにかわいそうだよ、チエさんキツイわ～」

　声のトーンとはうってかわって大きな笑い声が廊下に響く。

　通りすがりには、何の話をしているのかはわからないだろう。

　唯李はあくまでモブキャラを装い、微動だにせず庭を見下ろす。

「それでなんか男子がやってるじゃん。エモエモ教とかって寒いの」

「でもあれ、いかにも～なやつらばっかりでしょ。やっぱ基本嫌われるタイプっていうか、客観的に見て」

「それ超主観じゃん。きゃははは」

「なんか、自分のこと世界一かわいいって思ってそうっていうか」

「ん～まぁ、少なくともチエよりはだいぶかわいいし？」

「うわそういうこと言う？　最悪なんだけど～～」

　声の大きさも上がってきて、盛り上がっているようだ。女子生徒たちはケラケラと笑いながら去っていった。

（ん～～……これはちょいとなかなかにあれですなぁ）

　とりあえず聞かなかったことにしよう。

　そう思いながらもあれこれ考えてしまっていると、いきなり何者かに脇腹をつつかれた。

「ひゃあっ」と体を捻って振り向くと、下手人と思われるくるみが悪びれる様子もなく立っていた。

「どした？」

　何か察したのか、くるみはいきなり疑問形。というか何か察したから声をかけてきたっぽい。

　今の話は聞いていなかったことにしただけに、話すかどうか迷う。

「んまぁ、ちょっとね……」

「まあ、そうなるよね～あれは」

　唯李が言葉を濁していると、くるみは訳知り顔で一人ウンウンと頷く。

　もしや一部始終見られていたか。それかすでによそでもそんな話を耳に挟んでいるのか。

「アタシおせっかい委員長とかじゃないから、好きにすればって感じだけど。嫉妬みたいに思われてもあれだし……いや嫉妬ではないな、全然うらやましくはない」

　やはり口に出さずともわかっているらしい。

　萌絵のことは叩きもしないし助けもしない、というスタンス。

「アタシは別に嫌いじゃないよ。ただめんどくさくなるのはちょっとね……やめていただきたいかな」

　口では言いながらもやっぱり気になるのか。ツンデレを徹底していく。

　そもそもくるみがこんな話をすること自体珍しい。それがここまで言うとなると、ちょっと本気で風向きがよくないようだ。

「ところでそれとは別にさぁ……なんか隣の席キラーがどうとかって、何なの？」

　突然出てきたワードに、ブっと吹き出しそうになる。

　くるみの口から隣の席キラーというワードが出たのは初めてだ。萌絵が騒いでいたのが耳に入ったか。

「なーんか聞き覚えあるような……前も速見か誰かが言ってなかったっけ？　隣の席キラーがどうたらって」

「あ、あぁ～……ありましたっけね？　まぁその、彼は変に頭も染めててちょっと頭がオカシイんじゃないですかね」

「なんかそれって、流行ってんの？　なんなの？　隣の席キラーって」

「い、いや～なんていうかな？　なんかそういう、ギャグみたいな？」

「なにそれ？　しょうもな」

「いやしょうもなってなんやねん」

「え、何？　どういうこと？」

「いえ、おっしゃるとおりです。ほんとしょうもないっす」

　しょうもないには違いないのだが、人に言われるとなんだかモヤッとする。

　この場はしょうもないギャグということにしてごまかすと、

「とにかく、これ以上余計なことすんのはやめたほうがいいと思うけどね。アタシはどーでもいいんだけど、よく思わない子もいるっぽいし……」

　どうでもいいと言いながらも、明らかな警告である。

　最後にくるみはばしっと唯李の背中を軽く叩くと、それ以上は何も言わずに去っていった。

　残された唯李は、またも窓枠によりかかるようにして思案にふける。

（んーどうしたものかねぇ……）

　ただでさえ不穏なところに、隣の席キラーだなんだと本格的に広まったらシャレにならない。自分が萌絵にからかわれて終わりなら構わないのだが、こうなると話が変わってくる。

　そして当の萌絵は、周りがあまり見えていないようなのが厄介だ。

「……ちょいダンナ」

　そのとき、横合いからこそっと声をかけられた。誰かと振り向くと慶太郎だった。

「すいませんダンナ、隣の席キラーのこと、園田が藤橋に言ったらしくて……」

　慶太郎はあたりを気にするように腰を低くしながら、ヒソヒソ声で話しかけてくる。

　とはいえ現在付近に人影はなく、何も堂々としていればいいものを、逆に怪しくなっている。

　しかしちょうどくるみとも話題になったばかりだ。ここは一つ、釘を刺しておく必要がある。

「なんか広まってきてるみたいだからさ……シャレになってないよ？　頼むよ？　君ほんとに」

「いやぁ、園田のバカも本気で思い込んでたらしくて……でももう、あいつにもちゃんと誤解だって経緯を説明してありますから」

「は、はぁっ？　言ったの!?　内緒って言ったでしょ何してくれてんの!?」

　思わず声が大きくなったところに、しーっと人差し指を立てられる。

　どう説明したのか知らないが、つまり「隣の席キラーでも惚れさせゲームでもなくてあいつ悠己のこと好きなんだってさ」とバラされたというわけだ。

　それは黙っとけと言ったのに、勝手に何をしてくれてるのかと。

「いやその、いい加減ややこしくなると思ったんで……。それより園田を問い詰めてわかったんですが、藤橋が前の学校で隣の席キラーだった、なんてのはやっぱり嘘ですぜ。いったいどういうつもりで……ダンナと張り合ってるんだかなんだかわからんけども……」

　これまでの話の流れからしても、辻つじ褄つまが合わないのだという。

　きっとそんなことだろうと思っていたのでそこまで驚きはないが、これで裏は取れた。

「とにかくオレのほうでもできるかぎり火消しを……」

「いや待て、これ以上余計なことはしなくていい怪しまれる」

「ていうかさ、もう隣の席キラーやめたらいいんじゃ……」

「それはならん。フリー素材はＮＧ」

「は？」

　誤解を解くはずが、なぜか今は自分から名乗り出ているよくわからない状況。

　とにかく萌絵をおとなしくさせれば大丈夫なはずだ。これまでは大丈夫だったのだ。

「それよりダンナ、いい案が……いやほら花火のときダメだったみたいだから、キャンプファイアーでさ……オレがうまいこと二人になるよう仕向けていい感じに……」

「だ、誰が花火でヘタレたよ!?　そういうのいらんの！　余計なお世話よ！」

　いろいろとバレてしまっているのがめちゃめちゃ恥ずかしい。

　いざこざは前回のことでお互いチャラということにして、もう放っておいてほしいというのが正直なところ。

　やたらに協力的だが、できれば慶太郎とはあまり接点を持ちたくないのだ。

　なにか余計なことを言うと、この数倍は扱いの面倒な小夜にも話が筒抜けになっていたりするから困る。誰をネタに仲良し兄妹してくれてるのかと。

　ややこしくなるから黙って今までどおりに、と再度念を押すと、「とっとけ」と飴玉を握らせて慶太郎を解放する。

（う～～～む……）

　またも窓枠にもたれつつ熟考。

　下の庭ではビニールプールに自分から飛び込んだのか突き落とされたのか、びしょ濡れになった男子生徒数名が何やら楽しそうに騒いでいる。見ているうちに、あれこれ考える気がそがれた。

　結局考えがまとまらないままに、いい加減教室に戻ることにする。

　教室前の廊下までやってくると、突然出入り口から女子生徒が飛び出してきた。

「あっ、唯李ちゃんいた！　どこ行ってたの？」

　萌絵だった。声を上げるなり、すぐそばまで近づいてくる。

「や、ちょっと外見てて……なんか面白そうなことやってるな～って」

「なんかやってるの？　どこどこ？　わたしも見たい見たい～」

　まさかあったことを正直に答えるわけにもいかずそう濁すと、興味津々の萌絵に手を引かれて、先ほどの渡り廊下へ逆戻りになる。

　別段面白いことをしているわけではなかったが、窓から庭を覗いた萌絵は「わ～なんか楽しそ～」とはしゃいでいる。

「でもわたしたちのクラスだって負けてないよね。唯李ちゃんのメイド姿楽しみだなぁ～」

「いや、あたしはそんなたいしたアレじゃないし……」

「わたしも唯李ちゃんには負けないからね！　バトル！」

　萌絵はぐっと握りこぶしを作ってみせると、能天気にも笑いかけてくる。

　反射的に愛想笑いを返してしまうが、早くも萌絵のペースに飲まれそうになっている自分に気づいて、内心穏やかではない。

　やはり自分のこういう中途半端な態度が、よくないのかもしれない。

　一度あたりに注意を配る。ちょうど周りに人影もないし、絶好のタイミングではある。

「あ、あのさ……」

　そう口火を切ると、「何？」と萌絵は首をかしげ気味に聞き返してくる。

　何かを期待するような眼差し。それを見て、ぎゅっと喉元が締まる感覚がする。

　だけど今度は飲まれまいと、意を決して第一声を口にした。

「その……隣の席キラーバトルとかさ、もうやめにしない？」

　その発言がまったく予想外なものだったのか、案の定萌絵の表情が曇った。

「なんで？　唯李ちゃんだって隣の席キラーなんでしょ？　言ったじゃん、隣の席キラーは二人もいらないって」

　萌絵の言っている隣の席キラーと、唯李の隣の席キラーとは意味が違う。

　惚れさせゲーム云々を口にしていないあたり、なんとなくそういうふわふわとしたものなのだろう。結局真似をしてふざけているだけだ。

　自分たちの間でだけふざけるぶんには構わない。けれどもこれが広まって混乱を招くようなら、慶太郎の言うとおり、もうやめたほうがいいのかもしれない。




　――唯李の好きにしたらいいよ。




　そのときふと、悠己の送ってきたメッセージが脳裏をよぎる。

　そして突然それが、ぐるぐると頭の中で回り始めた。

　考えてもわからなかった。単なるいつものボケとも取れた。

　だけどもしかすると、あれには何か別の意味が……。

「それかもう降参～？　うふふっ」

　萌絵に面白おかしく笑いかけられ、我に返る。まだまだふざける気満点のようだ。

　自分もそうだが、なにより立場がよくないのは萌絵なのだ。きっと周りが見えていない。

　ここできっちり言ってやらないと、事態が悪化するのは目に見えている。

　もう愛想笑いでごまかすことはしなかった。

　唯李は一度息をつくと、まっすぐ萌絵に向き直った。真剣に、真面目な顔を作って言う。

「だからそういうんじゃなくて。勝手に勘違いされて言われてるだけで……違うから。あたし、本当は隣の席キラーとかじゃないの。ギャグとしても面白くないしさ……だから、そういうおふざけもうやめよう？」

　自分にしては、珍しく言い方がきつかったかもしれない。

　けれど隣の席キラーは、自分にとって特別な意味を持っていた。だから無意識に、口調が強くなってしまっていた。

　萌絵は唯李の口元を見つめたまま、黙り込んだ。

　その口から、何が飛び出してくるかと体がこわばる。萌絵は表情一つ変えずに唯李を……もっとどこか遠くを見ているようでもいた。沈黙がとても長く感じられた。

　いよいよ不安にかられだすと、ようやく萌絵が口を開いた。

「……そっか。唯李ちゃんは、偽者だったんだね」

　萌絵の口調は存外に軽かった。かすかに微笑を浮かべてさえもいた。

　その相変わらずの態度に、やっぱり全然堪えてないか、とそう思った矢先。

「おふざけなんかじゃないよ。だってわたしは……」

　萌絵はうつむいて、ぎゅっと唇を噛み締めた。

「本物なの。本当に……隣の席キラーだから」

　声は小さく低く、表情は見えなかった。だけど、確かにそう聞こえた。

　萌絵は勢いよく回れ右をすると、ただ立ちつくす唯李を残して、その場を離れていった。
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　萌絵が帰宅すると、家の中はがらんとしていた。

　両親はまだ仕事から帰ってきていなかった。引っ越して通勤時間が延びたせいで、その分以前より帰りが遅い。

　同居している叔母は、施設に祖母を迎えに行ったのだろう。世間話をしているのか、いつもすぐには帰ってこない。

　賃貸マンションから大きな家に戻ってきて、一人になる時間が増えた。

　広い庭付きの、平屋。庭は手入れをする者が不在のためか、不格好な庭木や落ち葉があちこち目立つ。

　薄暗い廊下を歩いて、奥の自分の部屋へ向かう。

　その途中、かすかに線香の香りが漂う和室を通りかかって、足が止まった。

　まだ新しい仏壇。その脇の棚の上で額縁に入った写真が、漏れ入る光を反射している。




◆　　◇




　小さいときは、ずっと祖父が遊び相手だった。

　友達のいなかった萌絵の、一番身近で唯一の遊び相手。

　いつも萌絵のとりとめのない話に耳を傾けて、多少のわがままを言っても、笑顔で頷いてくれる。両親がしつけに厳しい反面、今思えばとても甘やかされていた。大好きなおじいちゃんだった。

　家では何でもかんでも話すぶん、外ではずっとだんまり。

　そんなだから友達と呼べるような相手は、小学校に上がってからも一人もできなかった。

　家に帰ればおじいちゃんがいるから。そう思って、必要性を感じていなかったのかもしれない。

　そんな萌絵にも変化が起きた。それは小学校に入って間もない頃だったか。

　誕生日プレゼント。両親にはダメと言われても、萌絵の誕生日には、祖父はいつも欲しい物を買ってくれた。

　だから自分もお返しに、祖父の誕生日に、何かあげたいと思った。

　なにか欲しいものはないかと祖父に尋ねると、

「今はこれといって欲しいものはないかなぁ。でも、萌絵がお友達を連れてきたら、うれしいなぁ」

　とそんなことを言われた。

　どうしたらいいかわからなくて、困った。途方に暮れた。そしてさんざん迷った末、

「おじいちゃんに、お友達連れてきてほしいって言われたの」

　教室で隣の席に座っていた女の子に、勇気を出してそう言った。

　その子は当時の萌絵とは正反対の、活発でみんなを引っ張っていくような人気者タイプ。

　萌絵からは一度も話しかけたことがなくて、まったく脈絡もなしに第一声でそんなことを言った。

　けれどもその素直な物言いが、気に入られたのかもしれない。彼女は笑って、快く引き受けてくれた。彼女を家に連れて行ったときの、祖父の喜びようといったらなかった。

　それからというもの、萌絵は積極的に自分から人に声をかけていくようになった。見境なくクラスメイトに話しかけては、遊びにおいでよと誘って、家に連れて行った。

　そのたびに祖父は喜んでくれた。いつしか内向的な性格ではなくなり、どんな相手とも物怖じせず話せるようになっていた。

「萌絵は誰とでも仲良くできるいい子だね」その祖父の言葉が、後押しになっていた。

　けれど、それで何もかもうまくはいかなかった。

　また別の子を家に連れて行ったあるとき、祖父は「この前の子はどうしたの？」と怪け訝げんそうな顔をした。萌絵の話を聞いてくれて、一番最初に家に来てくれた子のことだった。

　実はその子とは、少し前に注意を受けて口論になり、喧嘩をした。萌絵の奔放な態度に腹を据えかねたのか、細かいことの積み重ねだった。

　祖父にはなんて答えたか、はっきり覚えていない。

「あの子はわたしのこと悪く言うから。友達いっぱいいるから、もういいの」

　そんなふうに、答えた気がする。

　覚えていないのは、とっさに出たでまかせだったからかもしれない。強がりだったからかもしれない。だけど、そのあと祖父に言われたことは、はっきり覚えている。

「友達なら悪いところが見えるのは当たり前だよ。人を注意するのは、とても勇気がいること。いい友達だね。ちゃんと仲直りするんだよ」

　それでも、萌絵は言うとおりにしなかった。

　耳の痛いことを、ずけずけと言ってくるのが嫌で、仲直りもせずにそのまま遠ざけた。

「そうやって意地悪言うおじいちゃんなんて嫌い！」

　そしてとうとう、祖父にも反発した。

　祖父は何があっても自分の味方だと思っていたのに、裏切られた気持ちだった。

　それ以来、家にはうるさいおじいちゃんがいるから、と言って友達を家に連れて行くのはやめた。

　もともと萌絵が無理矢理に誘っただけで、また遊びに行きたい、という子はほとんど皆無だった。だけどそのときはまだ、気づいていなかった。




　その後、父の仕事の都合で引っ越しをすることになった。

　引っ越してからはそれまでの友達とも連絡を取らなくなって、人間関係もほぼ一からやり直しだった。けれど、さほど問題とは思わなかった。友達なんてすぐに作れるという自負があった。

　クラスで目立つグループとも仲がいいし、そうでない子にも積極的に話しかける。

　決まったグループには入らず、クラスメイト全員と接するようにした。

　だって自分は、誰とでも仲良くなれるのだから。




　高校生になっても、萌絵は変わらずその調子だった。

　二年生になって初めての席替えで隣の席になったのは、とてもおとなしめの女の子。

　鈴すず木き紗さ絵えという名前の子で、名前似てるねと言って、萌絵は隣になったその日から「紗絵ちゃん」と呼んでいた。

　紗絵にはクラスに友達がいる様子がなかった。誰かと話しているのも見たことがない。

　それならと思って、萌絵はいつにもまして、積極的に働きかけた。

　すると席替えからひと月もしないうちに、紗絵が学校を休みがちになった。そのうちぱったり来なくなって、一週間。

　萌絵が連絡先を聞こうとして、そのアプリは入れてないと言われ、嘘だ信じられない、だとかそんな話をしたのが最後だったと思う。

　担任の教師に、どうして紗絵が休んでいるか直接聞きに行った。

　最初は答えてくれなかったが、それでもしつこく尋ねると、

「鈴木さん、ちょっと疲れちゃったみたい。距離感って人それぞれあるからね」

　やんわりとそう言われた。最初は意味がわからなかった。でも家に持って帰って考えているうちに、疑念が生まれた。

　それから萌絵も学校を休みがちになった。一日、二日、三日。

　体調が悪いと言って、ずるずる休んだ。体調が優れないのは事実だった。

　そのうちに担任の教師から、紗絵も学校に来るようになったから、と電話があった。

　そして次に学校に行ったときには、萌絵の席は変わっていた。席替えがあったのだという。

　紗絵とは露骨なまでに席が離されていた。席替えは担任の作ったくじ引きで、休んでいた萌絵の席は余った席になった、という話だった。

　それ以来、紗絵とはもう言葉をかわすことがなかった。ついに萌絵は一度も名前を……名字ですら呼ばれたことがなかった。

　最初は紗絵に謝るべきか迷った。けれどもうなんて声をかけたらいいか、わからなくなっていた。

　萌絵が悪いのだと、直接言われたわけではない。すべて自分の想像でしかないのかもしれない。

　それに自分だって、悪気があってやったことではない。ただ、仲良くしようとしていただけ。そんな思いが、根底にあった。結局何一つ変化のないまま、一学期が終わった。




　夏休みに入ってすぐ、祖父が亡くなった。突然の訃報だった。

　庭仕事をしているときに脚立から落ちて、打ちどころが悪かったのだという。

　萌絵が物心ついたときから体の悪かった祖母とは違って、まだまだ元気なはずだった。日頃から自分は長生きすると言っていた。

　結局その都合で、父の実家であるこの家に戻ることになった。

　たまの帰省も、理由をつけて断っていて、祖父とはほとんど顔を合わせず、ろくに口も聞かずじまいだった。

　けれども祖父は、折に触れては萌絵のことを心配していたと、そう聞かされた。




◆　　◇




　線香の匂いから逃げるように廊下を通りすぎて、自分の部屋へ。

　ベッドに体を投げ出し、目を閉じる。けれども気づけばスマホに手を伸ばし、唯李とのラインをたどっていた。

　何度も何度も見返したやりとり。メッセージを打とうとして、手が止まる。

　転校した先で再会した、見知った顔。見たとたん、ぎくりとした。

　顔を見るまでほとんど忘れていたのに、まるでフラッシュバックするように、記憶が蘇った。

　なぜなら唯李は、紗絵と似ていた。

　一人で、おとなしくて、目立たなくて……それに何より、萌絵が話しかけたときの、あの笑い方が。無理やりに取り繕ったような笑顔が。

　けれども再会した唯李は、その頃とはまるで別人のようだった。

　見違えるように明るくなっていて、萌絵のことなど、きっとろくに覚えていないに違いない。

　前回あんなことになったのも、たまたまだ。

　自分は嫌われてなんてないはず。ちゃんと、仲良くなれるはず。そう思っていた。

　通話アプリを消して、代わりにメモアプリを立ち上げる。

『共感が大事。好きなものを共有する。得意なもので盛り上がる。おそろいにする。スキンシップ。冗談を言う。一緒に何かをやり遂げる……』

　たくさん調べて、ずらずらと打ち連ねてあったメモを、まるごと消す。

　考えて、悩んで、必死に仲良くなろうと頑張ったつもりでいたけど、やっぱりダメだった。

　それどころか、今までどうやって友達と付き合ってきたのかすら、わからなくなっていた。

　自分勝手に、好きに振る舞っていただけ。仲良くなる方法だとか、考えたことがなかった。

　そもそもが一方的に友達と思っていただけで、みんな友達ではなかったのかもしれない。

　唯李のことを聞いて回っているうちに、彼女が「隣の席キラー」なんて呼ばれていることを知る。

　あの唯李がそんなふうに呼ばれているなんて信じがたかったし、きっと何かの勘違いだろうと思っていた。

　それでも打つ手がなくなって、試しに自分も隣の席キラーだ、なんて言ってみたら、案外反応が良くていい感じ。

　バトルなんて言って一緒にふざけて、ようやく唯李にも変化があって……楽しかった。

　こっちの方向で行けば仲良くなれそうな気がして、うまくいくかもしれないと思ったその矢先。




　――あたし、本当は隣の席キラーとかじゃないの。だから、そういうおふざけももうやめよう？




　これまで見たことのない、真剣な顔だった。

　また、嫌われてしまった。いや、ずっと嫌われていたのだ。

　それを気づかないふりをして、ごまかしていただけ。

　自分は今までどおりやればいいはずだった。それで友達いっぱい。

　この前は、たまたま運が悪かっただけ。だって間違っていたのは、祖父のはずで、自分を悪く言った友達のはずで……。

（違う。悪いのは、間違ってたのは、全部……）

　隣の席キラーなんていうのは、唯李と仲良くなるための、ただのおふざけのつもりだったけども。

　願いを聞いてくれた隣の席の子を裏切って、そしてあるときは追いやって……謝りもせず、のうのうとしている。そして今もまた、懲りずに傷つける。

　そんな人間には、まさにおあつらえむきな呼び名。

　だって自分は文字通り、本物の……。

（わたしは……隣の席キラーなんだ）
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　いよいよ学園祭を翌日に控えた夜。唯李の部屋。

　唯李は園田から渡されたメイド服を前に、ため息をついていた。




　――わたし、本物の隣の席キラーだから。




　発言の意図が読めないままに、あれ以来、萌絵とは言葉をかわしていない。

　厳密には向こうから声をかけてこなくなって、それだけで一切の会話がなくなった。

　萌絵が転校してきてからこのかた、唯李のほうから萌絵に何か働きかける、ということがなかったのだと気づく。

（そんなにバトルがしたいのか……？）

　あくまで自分が隣の席キラーだ、と言い張るのは、つまりとことんやる気だということなのか。

　考えようによってはこの冷戦状態も、本格的なバトルの前触れとも取れる。

　ただ最近の萌絵は、バトルどころか以前のような元気さはなくなり、すっかり落ち着いてしまっている感じがある。

　思い返してみると、隣の席キラーバトルだなんだと言い出したときの萌絵は楽しそうだったし、実際それなりに盛り上がりもした。

　百歩譲って隣の席キラーうんぬんさえ言い出さなければ、バトルという体で相手をしてもさほど問題にはならなそうなのだが……。




　――萌絵は唯李と仲良くなりたいだけなんじゃないの？




　ふとそんな悠己の言葉が思い起こされる。

　本当にそうならば、まだやりようはある。だけど、もしそうでなかった場合。

　単純に、昔と違う自分が気に障るのか。それか昔からずっと嫌われているのか。

　もしくは再会したあとに、自分が何かしてしまったのかもしれない。

　気づかないうちに、萌絵を傷つけるような言動を……。

（やっぱ謝ったほうがいいのかな……）

　だけど何をどう言ったらいいのか。

　原因がわからないのに謝るというのも、おかしな話である。いらぬ油を注いでしまうのもよくない。

　そんな堂々巡りをして、明日から学園祭が始まるというのに、気分が浮かない。

　わからせてやるよ、なんて言っていたときとは状況がまったく違っていて、勝手に盛り上がっていた自分がバカらしくなってくる。

　立ち上がって鏡の前でメイド服を広げてみせる。前に萌絵が着用していたものと同じだ。

　親の知り合いがそれ系のお店をやっていて格安で借りた、と園田は言っていたが、それなりに質はよさげ。

　明日はみんなの前で初のメイド姿お披露目の予定だが、やっぱり気が乗りきらない。

「へ～。けっこうちゃんとしてるじゃない」

　背後から声がして、心臓が飛び出しかける。

　鏡に映った自分の顔、その後ろからゆらりと真希が笑顔を覗かせた。

「ていうか、その服は何かしら？」

「な、なっ、か、か、勝手にっ！」

　口が回らない。

　侵入者を詰なじろうにも、なぜかメイド服を持っている＞＞＞＞勝手に部屋に入ってきたぐらいの差はある。

　慌てふためきながらも、「頼まれて学園祭で……」といくらか嘘を織り交ぜつつ、経緯を説明すると、

「学園祭別に何もやらないって言ってたじゃないの！」

　やっぱりキレられた。

　前に一度学園祭の話題になったときは、こんな予定はなかったのだ。

「いやだから、事情が変わって……」

「ということは、もしかして唯李が『お帰りなさいませご主人さま』みたいなの言うのかしら？」

「言わない言わない」

「行くわ」

「言わないって言ってるんだけど？」

　結局服は着るだけで、メイドの真似事はしないという話に落ち着いている。

　というか園田の案は全却下された。

　真希は勝手にメイド服に手を伸ばし、さわさわと表面の生地を確かめながら、

「それにしても学園祭でメイドとか、意外にベタなことするわね～」

「いや、あたしが決めたんじゃないし……」

「それでどうなのかしら？　あっちのほうは」

「あ、あっちのほう？　な、なんのことそれ……」

「あらやだ、学園祭終わったらいつの間にかデキてるカップルとか……えっ、ご存知でない？」

　この人はまた余計なことを。

　もう騙されん。もう騙されてはいけない。

「せっかくそんな格好するんなら、いつもと違う部分を見せないと。ほら、もしかして彼めちゃめちゃメイドフェチかもしれないわよ……？」

　悪魔の囁ささやき。

　そう、それなのだ。萌絵情報によるとそういうことらしい。

　ただ今はそれどころではない。それより気にかかるのは萌絵とのこと。

「……ねえ、お姉ちゃん」

　聞くかどうか迷った。

　だけど昔の自分をよく知っていて、話せるのは姉しかいないと思った。

　萌絵とのこと、昔のこと、再会したときからのことを、かいつまんで話す。

　対面に座り込んだ真希は、ひたすら相槌だけを打っていたが、唯李の話が終わると、

「……へえ、まさかのいじめっ子と再会しちゃったんだ」

「いやだからいじめられてたとかじゃないし」

　やっぱり言うのやめればよかったかもしれない。

　そんな唯李の空気を感じ取ったのか、真希は珍しく真面目な顔になった。

「うーん……その子が何考えてるかって、それはさすがのお姉ちゃんも、神様じゃないからわからないけど。向こうははっきりとは何も言わないんでしょ？　なら唯李が気にすることじゃないと思うわよ」

　拍子抜けするほど、あっさりと真希は答えた。

　でもそうは言うけども……と口を挟もうとする矢先に、真希はにっこりと笑った。

「でも唯李は優しいから、そんなこと言っても納得しないわよね」

　真希はそう言っておもむろに手を伸ばし、頭を撫でてきた。

　なんだか考えを全部見透かされているような感じがして、気恥ずかしい。

「あちらを立てればこちらが立たずって、何事も物事には長短があると思うのよ。昔の唯李は自分が嫌で、自分を変えたかったのかもしれないけども……でも正直お姉ちゃんはね、前の唯李も今の唯李も、同じぐらい好きよ」

「え？」

　驚いて姉の顔を見てしまう。

　そんなふうに言われたのは、初めての気がする。

「だってべそかきながら『お姉ちゃん……』って頼ってくる唯李マジ萌えだったし」

「そういうことか貴様」

「でも今だってそうよね？　普段強がってても、こうやって結局お姉ちゃんに頼っちゃうところとか」
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　うっ、と返す言葉に詰まりかけるが、なんとか反論の体を取る。

「い、いやそれは、第三者からの客観的な意見をだね……」

「お姉ちゃんなりに分析してみたんだけど……ほら、あの悠己くんのことだって。あの子も友達少ないキャラなんでしょ？　そのへん昔の唯李と似てる部分があるっていうか……でもああいう感じじゃない？　唯李はそういうところに惹ひかれたのかなって。なんとなく」

　そう言われて、顔が赤くなるのを感じる。

　隣の席になる前、クラスで孤立気味でいた悠己のこと。

　昔の自分がそうだったからか、どこか気になっていて……だけど一人は一人でも、唯李のように周りを気にしておどおどしているわけでもなく、超然としている。

　自分になかったものを持っていたのが、うらやましかったのかもしれない。

　どんな過去があったのか、どうしたらあんなふうになれるのか。それとも生まれつき、単純に超がつくド天然なのか。ただ、それだけでは説明できないこともある。

　すべてを見透かした上で、あえてそう振る舞っているような……ときどきそんな感覚に陥ることもある。とにかく不思議なのだ。

「大丈夫よ。大丈夫」

　かすかに甘い香りがして、優しく肩を抱かれた。

　ゆっくり囁きかけてくる声が、耳元をくすぐる。

「過去のいろんなことがあって、今の唯李がいる。もちろん完璧じゃないし、ダメな部分もあるかもしれないけど……唯李は唯李なりに、いつも頑張ってきたんだから。なんでも自分が悪いなんて、思ったらダメよ」

　唯李が小さく頷きながら上目遣いをすると、すぐ近くで姉の顔がにっこりと笑った。

「あとね、心の中で嫌って思ってるだけでも、そういうの結構伝わるのよ？　楽しそうにしてる人のところに人って集まるものだし。せっかく学園祭でメイド服着るなら、もっと楽しそうにしたら？」

　気づかず出てしまっていた苦手意識。

　萌絵はそれを感じ取っていたのかもしれない。

　感心しながらも、さらに姉の言葉に耳を傾けていると、

「……恥じらいを捨てるのよ唯李。こういうとき中途半端に恥ずかしがっているほうが、逆に恥ずかしく見えるのよ。さあ今、その服を着てみせるのよ、さあ……」

　声はまるで暗示でもかけるような怪しい囁きに変わっていった。そして優しいお姉ちゃんスマイルは、いつの間にか邪悪なマキマキスマイルに変貌していた。

　でも確かに、こうして悩んでいたってどうしようもない。

　面白い子になろうって、今日はこのギャグをかましてやろうって……あのとき最初の一歩を踏み出した自分は、今よりずっと勇敢だった。

「やっぱり守りに入ったらダメだよね……」

「そうよ！　ガンガン攻めないと！」

「つまり……元気ですか？」

「そうよそう、元気です……え？」

　目が点になった真希を押しのけると、唯李はガバっと立ち上がり、握りこぶしを高く突き出す。

「いよっしゃあ！　闘魂メイドよ！　やってやるぜ！」

「いいわよ唯李その調子よ！　かどうかわからないけど！　たぶん違うと思うけど！　とにかくさぁ今、その服を着てみせるのよ！　お姉ちゃんに見せて！」

「いやそれは嫌」

「ズコー！」

　大げさにひっくり返って「うわ～ん洗脳失敗よぉ～」と泣き真似をする姉を見て、鬱々とした気分はどこかに吹き飛んでいた。

　やっぱりこの人は昔からあんまり変わってない。

　アドバイスも本気なのか冗談なのか、ときどき真面目っぽいことを言ったかと思えば、わざとふざけてみせたりで、どこか締まらない。

　でも最後には、必ず元気をくれる。一番身近にいた憧れ。

　もしかしたらそんな姉のように、自分はなりたかったのかもしれない。
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　学園祭当日の朝。

　悠己は普段より早めに家を出た。

　校門を飾る『東成陽高校学園祭』のアーチをくぐると、催し物テントのひしめき合う校門前の通りを抜けて、校内へ。

　学園祭の日程は二日間。建前は一日目が校内公開の日で、二日目が一般公開となっているが、実際は最終準備に追われているクラスも多く、初日は準備兼予備日のような形だ。

　午後から全校生徒が体育館に集まり前夜祭が行われるので、本格的に学園祭が始まるのは実質明日からと言ってさしつかえない。

　悠己たちのクラスは、準備の最終確認をしたあと、身内だけでメイド服のお披露目をする予定だ。

　教室はいつにもまして賑やかだった。ジュース販売用に様変わりしているため、決まった座席もないのでおのおの好き勝手に陣取りをしては、おしゃべりに興じている。

　室内を見渡すも、落ち着けそうな場所は見当たらなかった。ひとまず廊下にあるロッカーにカバンを押し込む。

　ロッカーの扉を閉めて身を起こすと、近くの壁にもたれて、一人でスマホをいじっている萌絵の姿が目に入った。

　それこそ学園祭当日で張り切っているのかと思えば、いやにおとなしい。

　いつもは萌絵のほうからあちこち話しかけて回っているイメージだが、今は一転してどこか話しかけにくいオーラを発している。いや、話しかけるなオーラと言ってもいい。

　何気なく観察していると、萌絵が顔を上げた拍子に一瞬目があった。

　が、萌絵はすぐさまスマホに目線を落とした。やはり違和感がある。いつもなら笑顔で手を振ってくるぐらいのことはするはずだ。

　気になった悠己は、萌絵の話しかけるなオーラもおかまいなしに近づいていって声をかける。

「おはよう」

　そうあいさつをすると、萌絵はこちらを見上げて「おはよ」とすぐに笑顔を作った。

　あいさつは返されたが、それきり萌絵はスマホに目線を戻そうとするので、

「元気ない？」

「え？　そんなことないよ？　いっつも元気ないのはゆっきーのほうでしょ！」

　そう言って萌絵はいつもの調子で笑いながら、グーで悠己の肩のあたりを叩く仕草をする。

　ただの思い過ごしかと胸をなでおろすのもつかの間、背後に人の気配を感じると、

「おはよう藤橋さん！」

「今日は楽しみだねぇ～」

　急に男子生徒たちが集まってきて、いっせいに萌絵に声をかけだした。

　よく園田と一緒にいるエモエモ教の人たちのようだが、誰かが話しかけるまで様子を見ていたのかなんなのか。

　萌絵は愛想よく応対しているが、皆なかなかに押しが強い。悠己はあっという間にポジションを奪われて、輪からはじき出される。

　邪魔らしいので立ち去ろうとすると、階段からのしのしと廊下を歩いてくる女子生徒が目に入った。唯李だ。大きめのカバンを肩に担いでいて、今登校してきたらしい。

　唯李はわき目もふらず、大股に萌絵に近づいていくと、

「そんなに言うなら、やっぱりバトル受けて立つ！」

　いきなり萌絵に向かってそう言い放った。

　唐突な発言に悠己を含め、その場にいた三人の男子の顔に疑問符が浮かぶ。

　肝心の萌絵はというと、唯李を見返して何か言いかけたが、うつむいてそのまま廊下を早足に歩いていってしまった。

「ちっ、逃げられたか……まぁいいここで深追いは禁物」

　などとひとり言を漏らす唯李をよそに、残されたエモエモ教徒たちは顔を見合わせつつ解散。

　悠己も一緒に解散すべきかと思ったが、やはり何事かと気になってしまい尋ねる。

「唯李ってもしかしてみんなから無視されてる？」

「いやされてねえし、誰があいつシカトしようねターゲットだよ」

「ってことは萌絵となんかあったの？」

「な、なんかあったも何も……バトル中ですから？　やるかやられるかの瀬戸際ってね」

　そうは言うがさっきの萌絵の態度は、とてもバトルなんてノリには見えなかった。

　思えばここ数日、萌絵が唯李にちょっかいをかけている姿を見かけた記憶がない。

　教室の席は解体され、準備でごたごたとしていたのもあり、こうして唯李と一対一になるのも久々なのだ。

「もしかしてケンカした？」

「いやだからケンカじゃなくて、バトルだって言ってるでしょうが」

　唯李はそう言い張ってくるが、この感じだと何かあったのは間違いない。

　その証拠に唯李はそれきり黙り込んでしまった……かと思えば、いきなり自分のほっぺたをビンタして、

「っしゃあ！」

「え、何？」

「気合いためよ。次のターンでかますから」

　さながら土俵入りする力士……いやリング入りするレスラーのようだが、この突然の謎言動は相変わらずだ。だからこそ気にかかる。

「本当に大丈夫？」

「頭は大丈夫だよ」

「いや、バトルとかって……無理してない？」

「無理は無理でも食べられる無理だよ。私の無理でこじ開けるんだよ」

　この容赦ない物言いは、相当気合が入っているらしい。

　唯李はふん、と息巻いて踵を返すと、のしのしと教室へ入っていった。




◆　　◇




　朝のＨＲ、そして準備の最終確認があらかた終わり、いよいよメイド服のお披露目という運びとなる。

　現在教室には、ジュース組と仕事のないたこ焼き組、その他暇な人たちがひしめき合っている。例にもれず悠己も慶太郎とともに、その中に混じって待機していた。

　あらかじめ更衣室で着替えたメイド組が教室へ、という流れらしいが、もたついているのかここにきて揉めているのか、待ち時間がやたら長い。

　そのうちに「遅い遅い」とあちこちで文句が出始めると、ガララと勢いよく教室の引き戸が開き、園田が顔を覗かせた。

「静粛に！　ではこれからお披露目を始める！」

　そう声を張り上げて仕切っていくが、静かになるどころかブーイングが起きる。

　準備期間からこのかた、やたら威張り散らしている園田へクラスメイトのヘイトがたまりまくっている様子。

　鎮めるのをあきらめた園田が廊下側に向かって手で合図をすると、ゆっくりとメイド女子たちが教室に入ってくる。先陣を切るのは萌絵だ。

　萌絵が姿を現すなり、うってかわって室内に拍手と歓声が湧き上がる。

　ところどころ「エモエモ～」の声が混じり、隣で慶太郎も「エモエモー！」とノリで叫んでいてうるさい。

　しかし盛り上がりとは裏腹に、いまいち萌絵の表情は冴えないように見えた。

　うっすらと微笑を浮かべて応えているが、思っていたよりずっとおとなしい。

　唯李とくだらない大喜利をしているときのほうが、よっぽど元気だった。さすがの萌絵も緊張しているのか。

　それを周囲も感じ取ったらしく、そこまで賑わいは突き抜けない。

　次にくるみが出てくると、「ヤバ～くるみかわいい！」「くるみん萌え萌えじゃん～」と女子からの歓声が上がり、「あんたらうっさいわ！」と顔を赤らめたくるみとの応酬があったが、これも今ひとつ。

　そして続く二組のメイド二人は、緊張というレベルではなくテンパっていて、歩き方からしておかしい。ぺこぺこと頭を下げて終始うつむいたままで、「頑張れー」と謎の声援が上がるも、一転して不穏な空気が漂い始める。

「ん？　もう一人は……」

　園田がみんなの前で横並びになったメイドの列を見て、首をひねる。

　そう一人足りない……と悠己が思ったそのとき、最後のメイドが勢いよく廊下から教室に走り込んできた。

「うぉっしゃあああ！　ヘイお待ちぃぃいい！　たこ焼きメイド参上ぉぉお！」

　叫びながら列の前にスライディング気味に滑り込み、両腕を広げてポーズ。

　現れたメイドは服の袖をまくりあげ、頭に白いねじりはちまきを巻いていた。

　突然の乱入者に一瞬場が静まりかけるが、すぐさまどっとクラス中が沸き立つ。

「ちょ、ちょっと……鷹月さん何だいその格好は！」

　唯李の独断専行なのか、顔を青くした園田が詰め寄っていく。

　対する唯李は、不敵な笑みを浮かべつつ親指を立てた。

「へいらっしゃいご主人さま！　なんにしやしょう！」

「な、なんだねそれは！　いろいろ混じってるじゃないか！」

「たこ焼きメイドだよ！　てやんでい！」

「い、いやちょっと待った！　そんなの聞いてない……勝手にそういうことをされると困るのだが！　コンセプトが……」

「ああん？　ぶつぶつうっせえと眼鏡にかつおぶしかけんぞ？　青のりまぶすぞ？」

　唯李が啖たん呵かを切ると、その後押しをするように周囲のテンションが上がっていく。

　悠己の隣で慶太郎が「やれ、ぶっかけろ～！」「まぶせ～！」とヤジを上げ、それを皮切りに「まーぶーせ！」「まーぶーせ！」と周りからも謎のコールが始まる。

　ここにきて園田への不満が爆発したのか、異様な盛り上がりだ。

　園田はその熱量に押されて若干後ずさりつつも、唯李の頭を指さして、

「だ、だいたいそのはちまきはなんだね!?」

「ねじりはちまきなめんなよ？　見た目と違って強装備だから。ちからとすばやさ上がるから！」

　メイドにちからとすばやさが必要なのかは疑問だが、唯李は勢いよく切り返していく。

　さすがの園田も返しに窮したのか、「いやいや、何を勝手にそんな……」と困惑顔で首を振るばかりだ。

「向こうがかわいいでくるならこっちはパワーだよ！　圧倒的ちからとすばやさでねじ伏せる！」

「きゃはははウケるんだけど！　いいよいいよ唯李はそれでいきな！」

「おう、まかせな」

「きゃはははは！」

　くるみはその隣で笑いが止まらないようだ。

　それにつられてか緊張でガチガチだったメイド二人も、一緒になって笑っている。

「打倒エモエモ！　たこ焼きメイドがエモエモジュースに勝つ！」

　そう言って唯李がびしっと萌絵を指さす。
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　萌絵は戸惑いを隠せないといった様子で、ただただ目を白黒させるばかりだ。

　するとどういうわけか、園田が萌絵を守るように唯李の前に立ちはだかった。そして変なジェスチャーをすると、数人のエモエモ教男子が飛び出していって、その脇を固める。

「ふっ……そういうつもりならいいだろう、面白いじゃないか！　エモエモジュースとたこ焼き……どちらがどれだけ客を沸かせられるか……勝負だ！」

　園田が唯李へ指をさし返すと、再度ブーイング混じりの喚声が上がった。

　いつしか教室内は熱気に包まれ、予想だにせぬ盛り上がりを見せていった。




　お披露目が終わり、一旦場は落ち着いた。

　そのあとも唯李は数人の女子たちに囲まれもみくちゃにされ、写真を撮られたりなどとせわしない。

　はたから見るとさんざんなようだったが、当の唯李はまんざらでもなさそうで、終始ハイテンション。

　そんな様子を遠目に眺めていると、こちらの視線に気づいたらしい唯李が足早に近づいてきた。悠己は先んじてその顔に向かって言う。

「かましたね」

「かましたよ」

　もう起きたことに関しては何も言うまい。

　それは唯李もわかっているのか、お互い最小限のやりとりをする。

　唯李は親指で自分の顔を指さすと、

「で、どう？　イケてた？」

「うーん、ノリとしてはデビゆいに近い？」

「ふっ、デビゆいなんて目じゃねえよ。タコメイドでデビルとかワンパンよ」

　唯李は言いながら、シュッシュッシュっとワンツーパンチをその場で繰り出してみせる。すでにワンパンではない模様。

　さらに「デビゆいってなんだよルまで言えよ、なにちょっと略してんだよ」とちょこちょこ付け足してくる。興奮冷めやらぬのか、だいぶボルテージ高め。

「でもタコだとデビルよりだいぶランク下がってるような……」

「いやタコっつってもあれよ？　大王タコよ？」

「それイカじゃなくて？」

　そう返すと唯李は首をかしげて一回黙った。素で間違えたらしい。

　悠己は上から下へ唯李の全身に視線を走らせると、

「改めて見ると、学校でメイド服着てるのなんかウケるね」

「はっ、そんなこと言ってホントはアレでしょ？　悠己くんメイドだけはありなんでしょ？」

「え？　なにそれ？」

「へ？　いやあの……藤橋さんが言ってたよ？」

「萌絵が？　そんなの言った記憶ないけど」

　萌絵がどんな話をしたのか知らないが、記憶にない。

　すると唯李は急にピタリと固まったかと思うと、

「あんの嘘つき女が!!　おかしいと思ったんだよ！」

　だん、と足を床に踏みつけて吠え始めた。怖い。

「何？　俺がメイドだけはどうこうって？」

「そ、そうだよ！　メイド姿でラリアットすれば弱点決まって倒せるってね！」

　そう言って唯李が肩を回す仕草をするので、二、三歩下がって距離を取る。

　するとその拍子に、唯李の手首にストラップ付きの石が巻かれているのが目に留まった。

　いつぞや悠己が渡したものだ。

「あ、その石……」

「え？　あ、ああこれね？　べ、別にその……不安だったからつけてたとかじゃないよ？　これ見た目、なんとなく死んでも一回復活できそうっしょ？　なんつってもバトルだからね、痛恨の一撃くらっても大丈夫なようにね」

　早口で言い訳っぽく語りだすが、どのみちそんな効果はない。

　見つかったのが恥ずかしいのか、唯李は手首を押さえ出してストラップ部分をいじいじとする。

「やっぱ不安だったんだ？　ダダ滑りしないかどうか」

「いや滑ってないし？　この石も無事でしょ？」

　滑ったら石が身代わりに砕け散るだとか、そんな効果もない。

　正直ヒール役の園田がいたおかげで成り立ったようなものの、単体で出てきたら相当ひどいことになっていた予感はする。

　ただその意図するところが、わからないわけではない。悠己は改めて唯李の出で立ちを眺めて、息をつく。

「やっぱり唯李はすごいね」

「なになにどうしたの急に褒めて。おこづかいにラリアット欲しい感じ？」

「ごいすー」

「ん～？　悠己くんにしてはキレ悪いね？　もっとぶっこんで来なよいつもみたいに」

「まあ、そんなもんだよ俺なんて」

　小さく笑みをこぼすと、唯李は不思議そうに首をかしげた。

「あれれ？　なにそれ新技かな？」

　おかしそうに笑う唯李の後方から、「唯李ちょっと来て～！」と女子の呼び声がする。

　悠己はそちらへ目線をそらしながら、

「ほら、呼ばれてるよ」

「ああんもう、こっちはしゃべってるのに！」

「じゃあね。頑張って」

　悠己が軽く手を上げると、唯李は「他人事だと思って！」と言い捨て、女子の輪のほうへ戻っていった。
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　学園祭二日目。一般公開の日。

　天候にも恵まれ、催し物のひしめきあう校門からの通りは、多くの人出でごった返している。

　宣伝任務を与えられている悠己は慶太郎とともに校内を回ったあと、校舎を出て立ち並ぶテントの間を右往左往していた。

「なんかとことん負け組感あるなオレら」

　宣伝ダンボールを装着した慶太郎がそうぼやく。

　ダンボールの表には『ＴＡＫＯＹＡＫＩ　ＶＳ　ＥＭＯＥＭＯ』『タコメイド対エモメイド最後の戦い』などとめちゃくちゃに書き足されていた。

　さらに誰かにいたずらされたのか、慶太郎の額にはマジックで『内』と書かれている。

　同じくダンボールを装備した悠己は、軽く自分の胸元を叩きながら、

「まぁでも、もしテロリストが乱入してきてもこれで平気」

「いや死ぬだろただのダンボールだぞ」

「ここにチョバ●アーマーって書いてあるし」

「知らねえよ誰が書いたんだよきったねえ字で」

　渾身のギャグを仕込んだのにウケなかった。これでは唯李のことを言えない。

　フェイスペイントやコスプレもどきの格好をしている生徒も多々見受けられるので、実はこの格好もそれほど浮かない。逆に言うとそこはかとなく滑っている感じ。

「ついでだからたこ焼きの様子見に行ってみるか～」

　慶太郎の提案で、体育館付近のテントへ向かう。

　ノリのいい音楽が聞こえてくる第二体育館の脇を抜けて、「たこ焼き」と書かれたのぼりが立っているのが目に入ると、ソースの匂いが漂ってきた。

　周囲には軽い人だかりができていて、遠目に見ても繁盛しているのがわかる。

　出店の屋台風に設けられたカウンターには、手作りのＰＯＰがいくつもぶら下げられ、意外にも気合が入っていた。

「たこ焼き一丁上がりぃ！」

　奥から威勢のいい声が聞こえる。

　頭にはちまきを締めたメイドが、テントの中を外をちょこまかと動き回っていた。

　やはり注目を集めているようで、並んで待っている客に出来上がりを持ってきた唯李が「へいお待ち！」とやるたびに、笑い声が上がっている。

「うはは、ちょっと冷やかしてくるか！」

　これまで終始不満げだった慶太郎が、その姿を見てはしゃぎだす。

　そして裏手からたこ焼きのテントに入って行こうとするのを、悠己は引き止めた。

「いや、俺たちが邪魔するのはやめとこう。忙しそうだし」

「いいだろちょっとぐらい。鷹月もやる気出ると思うけどなぁ～？」

　慶太郎が意味ありげににやついてくるが、それには答えずに踵を返す。すぐに慶太郎が追いついてきて、

「おいちょっと待てって……。あ～あ、こうなるんだったらオレも最初からたこ焼き係狙えばよかったな～」

　最初の学園祭の話し合いで役割を決めたときは、たこ焼きは不人気だった。というかクラス全体にあまりやる気がなかった。そのときはみんなこんなことになるとは思っていなかったからで、それは悠己だってそうだ。

「まぁしょうがないよ。せめて宣伝を頑張ろう」

「何だよお前、急に真面目か？」

「あ～宣伝とかマジだるっ、帰りてえ」

「急にクズか？」

　慶太郎はふはは、と笑うと、それで多少機嫌が治ったのか、

「二年一組でジュース販売やってま～す、エモエモでーす！　体育館前でメイドがたこ焼きやってまーす！」

　そう声を張り上げながら、再び人の群れのほうへと歩きだした。




　そんな調子で、学園祭開始からかれこれ二時間近くが経過しようとしていた。

　悠己たちはなんだかんだ言って真面目にやっていて、その間立ちっぱなしの歩きづめで、そろそろ疲れてきた頃合い。

　一度小休止のため、昇降口への小さい階段の隅っこに腰掛けていると、小学校ぐらいの子供たちが二、三人集まってきた。

　悠己たちのなりをじっと見て、

「エモエモジュースってなに～？」

「エモエモ味のジュースだよ」

「なにそれ～？　どういう味？」

「それは飲んでみてのお楽しみだよ～。二階の教室でやってるからね」

　悠己がそう答えると、子供たちは顔を見合わせながらも走り去っていった。

　隣で黙って聞いていた慶太郎が、何か言いたげな顔を向けてくる。

「……何？」

「お前そういう子供を騙すのは得意そうだよな」

「いや別に騙してないよ人聞きの悪い」

　珍しいというか単純に謎なのか、みんなエモエモジュースにはわりと食いつきがいい。

「てか子供の相手じゃなくてさ……ふと思ったんだが考えようによってはチャンスだよな？　こういうときって警戒心が薄れるし、学園祭で偶然出会って～みたいなのって自然じゃん？　そのつもりで来てるやつだっているだろうし」

　慶太郎の言うとおり、これまでも他校の女子生徒らしき姿や、男女で盛り上がっているグループがいくつか見受けられた。

　このダンボールもエモエモジュースも、話のきっかけになるといえばなる。

「エモエモを餌に釣るんだよ。ここで夏休みのリベンジしてやるぜ」

　そう言って慶太郎は、道を行く女子たちの吟味を始めると、前回の反省を踏まえてかむやみやたらと声をかけ始めた。

　が、基本相手にされていない。なんというか場を盛り上げるだけの景色と化してしまっている。慶太郎は肩を落として戻ってくるなり悪態をつく。

「ったくなんなんだよ、お祭り気分じゃねえのかよ」

「なんか遠くで見てるとダンボールが滑稽なんだよね」

「なんでそういうこと言う？　……あ、そこのおねーさんたち！　どうですかエモエモジュース！」

　慶太郎は不意に通りすがった女性二人組を呼び止める。

　が、やはり無視される。引き下がれなくなったのか、「ちょっとおねーさん！」としつこく声をかけると、ようやく相手がくるりと振り返った。

「あっ……」

　見合ったまま、お互い固まっている。

　どうしたのかと慶太郎の背後から相手の顔を覗き込むようにすると、そこにはよく見知った顔があった。

「……おひさしぶりね」

「ど、どうも……」

　縮こまる慶太郎に向かって、張り付いたような笑みを浮かべていたのは、唯李の姉の真希だった。まさかの偶然。

　もしくは慶太郎が無意識のうちに、声をかける相手を選別してしまったか。

　それはいいとしても、二人の間にとても気まずいムードが流れているのはなんなのか。

「え、えっと真希さんがどうして……あ、そっか。鷹月が……」

「私が来たら悪いかしら？」

「い、いえめっそうもない！」

　にこやかに威圧された慶太郎は、「お、おいほら真希さんだぞ」と無理やり悠己の腕を引いて、自分は後方へ下がる。まだ体力が残っているのに交代とは情けない。

　真希は悠己の顔に目を留めて、ダンボールのほうに目線を落とすと、

「あら悠己くんその格好、似合ってるじゃない。うふふふ……」

「え？　チョバ●アーマー面白いですか？　やった」

「何よそれ何がよ」

　真希の余裕たっぷりお上品笑顔が一瞬崩れたが、すぐに持ち直す。ネタが面白かったわけではないらしい。

　そのとき、ふと真希の手元に視線がいく。よくよく見ればその手にあったのは、ストローを刺した透明なカップ……エモエモジュースだ。

「あ、それ……」

「そうそう、さっき行ってきたわよ。エモエモ～」

「え？　真希さん？」

「男の子たちが『エモエモ～』って盛り上がってて、楽しそうだったわよ」

　ジュースのほうもそれなりに盛り上がっているらしい。

　真希は「ちょっとこれ持ってて」とカップを手渡してきて、カバンからスマホを取り出すと、

「見てこれ。私好みのかわいい子がいたから、一緒に写真撮っちゃった」

　うれしそうにスマホに映った写真を見せつけてくる。

　なんと画面では真希とメイド姿の萌絵が、二人一緒にピースサインをしていた。

「えっ……何してんですかこれ」

「いいでしょ～？　萌絵ちゃんすごくいい子なのよ～。ジュース買うから写真撮ってもいい？　って言ったらいいですよ～って」

「めちゃめちゃ脅してるじゃないですか」

「でもなんか元気なさそうだったのよね～。ニコニコってしてるんだけど、ちょっと陰があるっていうか……まぁそういうとこもなかなか、私的にはポイント高いんだけど」

　確かに昨日悠己が少し話した感じでも、萌絵の様子はおかしかった。

　とはいえ大半のクラスメイト……園田なんかはまったく意に介していないようだ。

　そういう悠己も、お披露目で唯李にばかり注目がいって、あまり萌絵を気にする余裕はなかった。初対面でそこに気づくのはさすがというべきか。

「ところでうちの唯李はどこで何してるの？　教室に見当たらなかったんだけど。ラインしても返事ないし」

「唯李は向こうのテントでたこ焼き売ってますよ」

「……なんでたこ焼き？　騙したわね……」

　騙したらしい。が、気持ちはわかる。

　ふと隣で黙って話を聞いていた女性に目が留まる。

　真希の連れらしく、笑顔で軽く会釈をされた。肩にかかった長めの黒髪が揺れる。

　カーディガンにロングスカート、と服装こそ真希と似たようなものだが、こちらはよりすらりとした体型で、身長もある。真希が手を差し向けて、

「ああこの子、ここの卒業生なの。だから今日一緒に」

「へえ、真希さんってけっこう顔が広いんですね」

「誰が顔デカ女よ」

　確かに隣の女の人がしゅっとしているぶん大きく見えるが、そんなつもりは微み塵じんもない。

　被害妄想もたいがいだ。

「清楚ぶってるけど体育会系なのよ、実は結構オラオラで……」

「えっ、ちょっと！　やめてよ真希！」

「陸上部で部長やってたって。優等生でね、先生からの覚えもよろしいらしく～……」

　真希がわざとらしく語る横で、彼女は顔を赤くしていく。いじられポジションらしい。

　しかし「も～やめてよ～」と背中を叩かれた真希が「ゴホっ」と怪しい咳き込みをした。弱そうに見えてパワー系か。

「陸上……いいですね」

　悠己がそう言うと、かたわらの彼女が目を輝かせ気味に、

「陸上興味あります？　あ、もしかして陸上部とか？」

「いや、俺は別に……」

「あ、いいっすよね～陸上！　オレ五十メートルならそこそこ速いっすよ、速見だけに！」

「そうそう、逃げ足も速いものね」

　突然割り込んできた慶太郎は、真希に睨まれすぐに引っ込んだ。

　慶太郎はだいぶ分が悪いと踏んだのか、

「じ、じゃあオレらは重要な役目がありますんで、このへんで！」

　しゅたっと手を上げて、あさっての方角へ歩き出した。

　真希は難しい顔を作って、その後ろ姿を見送っていたが、すぐにふっと頬を緩ませた。

「まったくほんと調子いいわねぇ」

「じゃあ、俺もこれで……」

「あら？　なんだか今日は悠己くんのわりにやけにおとなしいわね？　いつもみたいにもっとボケないの？」

「人を何だと思ってるんですか」

「ん～……？　まぁでも実を言うと私、案外嫌いじゃないのよあのノリ。なんかクソ真面目で面白くないよりいいじゃない？」

「これまでの数々の非礼をお詫びします」

「もう遅いわよ」

　真希はわざとらしく低い声でツッコミを入れる。

　しかしそれで満足したのか、すぐおかしそうに笑って、

「じゃ、頑張ってね」

　悠己の肩のあたりを軽く叩くと、隣の友人を促して、体育館のあるほうへ向かって歩いていった。




◆　　◇




　その後は昼休憩がてら、外の模擬店であれこれつまみ食いをしているうちに、時刻は午後一時を回っていた。

　もともと宣伝係も午前中いっぱい、という話だったので、これで晴れてお役御免となる。

　さてこれからやっと自由行動、となったはいいものの、どうするかは決めていない。

　隣を歩く慶太郎は、手にした学園祭のパンフレットを睨みながら、

「う～ん……この人体ストラックアウトってのが気になるな」

「あのさ、一回教室戻らない？」

「やだよ、行ったらジュース手伝わされそうじゃん。……ん？　あれ鷹月じゃね？」

　慶太郎が指さした先、花壇の並んだ脇道にあるベンチでは、メイド姿の女子が一人でたこ焼きを貪り食っていた。

　あの異彩を放つねじりはちまきは唯李で間違いない。一心不乱にたこ焼きを口に運んでいて、異様に近寄りがたい雰囲気を醸し出している。

「一人で何やってんだあれ……」

「あれって見ちゃダメなやつ？」

　子供が見たらショックを受ける系統のものだ。

　慶太郎は「いいからお前行ってこいよ」と言って、背中を押してくる。

　行ってこいよの意味がわからなかったが、促されるがままに唯李に近付いていって声をかける。

「何やってんの？」

　それでやっと気づいたらしく、唯李は警戒気味にぱっと顔を上げる。

　口いっぱいにタコ焼きを頬張りながら、

「人がせっかく盛り上げてたこ焼きバフかけてたのに、うるせえって言われたんだが？　が？」

「追い出されたってこと？」

「違う違う、今まで朝からずっとやってて、やっとさっき交代したの。まぁ向こうがどうしてもって頭下げてきたら、またやってやらんこともないけどさ」

　唯李の説明は断片的で、いまいち要領を得ない。つまりエモエモに飽き足らず仲間内でもバトったのか。

　かたわらには、たこ焼き入りのトレーがビニール袋の中にいくつか詰められている。

「なにこの大量のたこ焼きは」

「早業で焼きすぎたの。冷めてるやつ持ってっていいって」

　要するにやらかした分を自分で処理しているらしい。

　唯李は残った一つを口に入れると、トレーを潰して袋に押し込みつつ、

「やっと交代して友達にどこか回ろうよって言ったら、『いやちょっと……』みたいな顔されたんだけど。どうなのこの仕打ち」

「まぁそんなバカみたいな格好してたらね」

「ん？　今バカっつったか？　お？」

「すみません言葉が過ぎました」

　すぐさま胸ぐらを掴みかけん勢いで凄すごんでくる。

　たこ焼きメイドはいつにもまして喧嘩っ早い。確かにこれと一緒に回るのは疲れるだろう。

「だいたいダンボール装備してる人には言われたくないのよね」

「ここパンチしてみてパンチ。はい効かなーい」

「唐突な小学生やめろ」

「とか言って効いてんだろほんとは？」と言って唯李はボズっ、ボズっとダンボールごと殴りつけてくる。

　通りすがった年配の女性に二度見されたので、「うわぁやられた～」とやられてあげてなだめる。

「ていうか悠己くんこそ何してるの？　サボりですか？」

「いや俺もう終わったから……変な人がいるからちょっと行ってこいって」

「どういうことよそれ……ん？　……あれれ～？　もしかして唯李ちゃんと一緒に学園祭回りたいのかなぁ～？」

「確かに監視してないと危険かなって」

「たこ焼き口にぶち込んだろか？」

　唯李はわり箸で掴んだたこ焼きを鼻先につきつけてくる。

　とりあえずここもなだめて、

「たこ焼きはかなり繁盛してたね」

「そうそう、もう勝利確定だよね。エモエモとか（笑）ですよ」

「俺一回教室戻ろうかなって。ジュースのほうはどうなってるか……萌絵のこと気になるし、このダンボールも置いてこようかと」

「ふーん……。それってもしかしてエモエモですか～？」

　唯李はまたもたこ焼きを目の前にちらつかせてくる。スキあらば押し込んできそうだ。

「唯李は萌絵のこと、気にならない？」

「そりゃ気にはなるけど……バトルに情けは無用なの。とりあえず終わるまではね」

　唯李は唯李なりの考えがあるらしいが、はっきりとは口にしない。

　萌絵に迫られてどっちつかずだったときとは違い、どこか吹っ切れた感はある。

「じゃあいいもん、凛央ちゃんのクラス荒らしに行くから」

「最悪すぎる」

「たこ焼き食らわしてやっから待ってろよ～」

　唯李は舌なめずりをしながら、たこ焼き入りの袋を引っ掴む。

　さてどうしたものかと往来を振り返って見渡すが、慶太郎の姿はどこにも見当たらなかった。そのまま置いていかれたらしい。

「じゃあ俺も行くよ。凛央も何してるか気になるし」

「あら～？　今度はもしかしてリオリオですか～？」

「唯李も何してるか気になるし」

「ユイユイは何してるんだろうね～ってここにいるわ！　ここにいますよ～！　ここに！　い・る・よ～！」

　ベンチを手でバンバンしながら、耳元に向かって叫んでくる。このノリはやはり野放しにするのはよくないので、監視のためついていくことにする。

　気合の入ったはちまきメイドとともに、校舎入り口へ向かって人ごみを闊かつ歩ぽする。

　途中、似たようなメイド姿の女子生徒数人とすれ違う。どこぞのクラスでもメイドのコスプレをやっているようだ。

　唯李がにやっと笑いかけてアイコンタクトを送るが、仲間と思われたくないのかガン無視されている。

　その本人はどこかご満悦げに、

「ふっ、勝ったな……」

「今日過去最強かもしれないね。いや最低か」

「タコメイドがすべての唯李を過去にする。さあふるえるがいい」

「今はそんなやる必要ないでしょ。俺しかいないし」

「いやもう完全にモード入ってるから。この格好といい周りの雰囲気といい」

　みんな浮かれているのでそれにつられている、との言い分。

　確かにはしゃいでいる生徒は多いのだが、他人に絡んでいく系はあまりよろしくないと思われる。

　結局そのノリのまま、校舎の中へ。

　廊下を歩いていくと、早くも唯李が足を止めて声を上げた。

「あーお化け屋敷だ！　ここ気になってたんだ！」

　唯李が指さした教室の壁には、おどろおどろしい文字で『ビックリハウス』と書かれている。

　廊下側の窓はカーテンや暗幕で覆われていて、部屋の中は一切見えない。

「あーお化け屋敷だ！　ここ気になってたんだ！」

「二回言わなくていいよ聞こえてるから」

「聞こえてないリアクションしてるからでしょ。あ、もしかして……ビビっておられます？」

「いやいや、凛央のとこに行くんでしょ？」

「凛央ちゃんは最終目的地だから。直で魔王のとこ行ったらボコボコにされるでしょ」

　どうあっても寄りたいらしい。

　それなりに人気らしく、隣の教室のあたりまで列ができていて、待ち時間が長そうだ。

　だがそれもおかまいなしに、唯李は勝手に待機の列に並びだして手招きしてくる。

「あのー……最初にこっちで受付してもらっていいですか？」

　すると案内役の女子生徒が困った顔で飛んできた。そして唯李を見るなり、

「あっ、鷹月さん……」

「よっ、やってるね」

　知り合いらしく、二人は何事か言葉をかわす。

「そのメイド服めっちゃかわいいね！　……そのはちまきは何？」

「これかっこいいっしょ？」

　女子生徒は「あ、ああ……」と曖あい昧まいに返事をすると、かたわらに立つ悠己の顔をジロジロと見て、意味ありげに唯李へ向かって笑いかけた。

「二人で回ってるんだ？　へ～……」

「い、いやこの人は従者っていうか、ほらあのメイン盾ね」

「メインタテ？」

　唯李はペシペシと悠己のダンボールを叩いてくる。

　そして手にした袋から、たこ焼きの入ったトレーを差し出して、

「どうぞこれ、つまらないものですが」

「え？　いいの？　ありがと～。あ、そうやって宣伝して回ってるんだ」

「そうそう、宣伝宣伝。エモエモたこ焼きよろしくね～」

　勝手に名前を混ぜていくが、今は宣伝も何も関係ない。

　完全にダンボールを脱ぐタイミングを逃した。




　しばらくして悠己たちの順番がやってくると、唯李は勢い勇んで一足先に教室の中へ。

　悠己がそれに続くと、背後で引き戸が閉まり、一気に視界が暗くなる。

「わっ、暗……。けっこう本格的じゃん……」

　暗闇に包まれるやいなや、唯李の声のトーンが落ちる。

　前方にうっすらと浮かぶ唯李の影が、立ち止まって一向に動こうとしないので、

「ん、もしかしてビビってるの？」

「はあぁあ？　お化けが怖くてタコが焼けるかい！」

　いちいち声が大きい。

　行く手には進行方向を示す矢印が、赤い照明に当てられぼんやりと光っている。

　まずはそれを目印に、唯李の影が先を進む。

　最初の矢印を折れると、ついたてで両側が仕切られた狭い通路にさしかかる。

　ゆっくり二歩、三歩と進んだところで、唯李が急に足を止めて声を上げた。

「おわっ！　いま足元ブヨってしたブヨって！　この感じタコじゃね？　タコじゃね!?」

「さすがにタコは置かないと思う」

　やや遅れて、悠己の足にも同じように柔らかい感触が伝わる。

　足元は暗くて何を踏んだかまではわからないが、おそらく小型のジェルクッションか何かだろう。

　床にタコが横たわっていたらさすがに怖い。

「許せタコ……敵かたきは取る」

「どういう関係なの？」

「よくもやりやがったな～。そんなんでビビると思ってんのか焼くぞオラァ！」

　暗がりに向かって威嚇を始める唯李。

　きっとやべーやつ来たと周りに思われているに違いない。

　だが威勢よく言い放った矢先、唯李は「ひっ」と短い悲鳴を上げた。

「どしたの？」

「い、今！　お、お尻触られた！」

「あ、ごめんそれ俺かも」

「はあああ？　なにしれっとしてんのよ？　お触り料払いなさいよ」

「いやわざとじゃないよ？　ちょっと手が当たっただけで騒ぎすぎじゃ？」

「よし今すぐ表出ろ」

　そうは言うが簡単には出られない。

　ここは素直に謝るも「メイドのケツとか割り増し料金だかんな～？」とブツブツうるさい。

　狭い通路が終わって次の矢印を曲がる。足元の一部が妙に明るいと思ったら、新聞紙が少しめくれているのが目についた。

　唯李もそれに気づいたのか、

「ねえ見て、あそこからめちゃめちゃ光射してるんだけど」

「そういうの言わないほうがいいよ」

「まぁ学祭のお化け屋敷なんてそんなもんかぁ～～」

　あとで恨まれそうなことを大声で。

　暗闇に目が慣れてきたせいか、唯李の声にも余裕が出てきた。

「ねえねえ、もしかして悠己くん、『キャー怖い！』で抱きつき、みたいなの期待しちゃってる～？」

「う～ん、たまにはそういうベタなのやってみてもいいんじゃないかな。頑張って」

「からかいアドバイスされちゃったよ。もう一周回って味方についちゃってるよ。だいたいね、素人のお化け屋敷ごときでキャーキャー言ってられなアアアーッ!!」

　そして響き渡る唯李の悲鳴。

　前フリを即座に自分で回収していく芸人根性を見せていく。

　しかしこちらは反転して突っ込んできた唯李に軽く頭突きをされただけで、何もいいことはない。

「何？　今度は？」

「か、顔に冷たいのが当たった！　今度こそタコだよタコ！」

「だからタコはないって。こんにゃくとかじゃないの？　よくありそうなやつ」

「こんにゃくだぁ？　なんだよこんにゃくか～食いちぎったろかい！」

　唯李をどかして目を凝らすと、なにかぶら下がっているのが見える。

　触ってみると冷たくブヨブヨとした感触がする。おそらく冷やした保冷剤か何かのようだ。

「あーやだやだ、こんな原始的な手に引っかかるなんてエエエッ!?」

　しゃべり終わらないうちに唯李は次の悲鳴を上げる。

　今のはパァン！　と何かが破裂するような音がしたせいだ。

「タコが破裂した……!?」

「クラッカーかなんかだと思うよ普通に」

　唯李の想像通りだとするとさっきから怖すぎる。

　目の前でフラフラと唯李の影が揺れる気配がすると、

「ちょっと待って、さっきからあたしだけ被害受けてるんだけど！　悠己くん先行って先！」

　ここにきて前後交代を要求してくる。

　というか唯李が勝手に下がったので、前に出ざるを得ない。

　仕方なく悠己が先を進むと、行く手がトンネル状になっているゾーンにさしかかり、極端に視野が狭まる。

　軽く身をかがませながら、そろりそろりと歩いていく。

　そして特に何事もなくトンネルを抜けるかと思ったその間際、急に目の前に何かが落ちてきた。

「おっ」

　何かと思えば、巨大なクモのシルエットが三つ四つ揺れている。

　もちろん本物ではなくおもちゃか何かのようだが、この暗さでは見間違えるかもしれない。

「びっくりしたー」

「絶対にびっくりしてないよねその言い方。何？　何かあったの？」

「クモがいっぱい落ちてきた」

「ぎぃいいいやああああ!?」

「うるさいな」

　見てもいないのによくそんな騒げる。先に行かせていたらヤバかった。

　クモを手でのけながらさっさと行こうとすると、背後から唯李の慌てふためく声がした。

「えっ、えっ？　ちょっと待って後ろからなんかかさかさ音する！　近づいてくる！　はっ、もしかしてタコが!?　さっき踏んだタコが追ってきてるのでわ!?」

　本当にそうならとんでもない恐怖だ。というかタコは味方ではなかったのか。

　唯李がぐいぐい背中を押してくるので、バランスを崩しかけながらもトンネルから出る。

　行く手には、暗幕の隙間を縦に明かりがこぼれていた。出口のようだ。そのまま暗幕をくぐると、教室の外に出た。

　明るさに目を慣らしていると、すぐ後ろから出てきた唯李が手で額を拭う。

「あっぶな～。危うくタコられるところだった……」

「うんまあ、無事でよかったね」

「にしてももう終わり？　短っ。まぁ～こんなもんだよねしょせん。ていうかタコばっかりでお化け出てきてなくない？　これでお化け屋敷とか詐欺じゃん？」

　断じてタコも出てきてはいない。

　それに実はお化け屋敷とはどこにも書いてないし、唯李以外誰も言ってない。

「では隣の教室へどうぞ～」

　案内役の女子生徒にそう促される。まだ終わりではないらしい。

　隣の教室は長机とパイプ椅子が何セットか並んでいるだけで、特に脅かし要素は見当たらない。机の上に、小型のスピーカーが何台か置いてある。

　言われるがままに椅子に座って待っていると、少しして教室に現れた男子生徒がスマホを操作し始めた。すると、スピーカーから音が流れ始める。

『この感じタコじゃね？　タコじゃね!?』

『そんなんでビビると思ってんのか焼くぞオラァ！』

『今度こそタコだよタコ！』

『タコが破裂した……!?』

『びっくりしたー』

　タコタコうるさい。そしてあんまりびっくりしてない。

　これは先ほどの唯李と悠己の声で間違いない。

　二人であっけにとられていると、スマホをいじっていた男子生徒が気取ったふうな口調で、

「二人のビックリ度は……もっと頑張りましょう！　あはは、お疲れさまでした！」

「くすくす、終わりです～。お疲れさまでした」

　案内役の女子生徒からも退室を促される。どうやらここまでが催し物らしい。

　かたわらの唯李を見ると、客観的に自分の声を聞いて恥ずかしくなったのか、まさにタコのように顔を赤くしてうつむいていた。
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「やー悲鳴を録って聞かせるなんて悪趣味だね～」

　唯李が廊下を歩きながら、まだぶつぶつと文句を垂れている。しっかりウケは取れていたがそういうのは本人的には不本意らしい。

　本来なら自分たちの悲鳴を聞かされて、あそこで盛り上がるのだろう。

　つくり自体は簡素だが、なかなかいいアイデアだとは思う。意味不明なリアクションをした唯李と薄いリアクションをした悠己が悪い。

　そして今度こそまっすぐ凛央のクラスへ。

　階段を二階に上がって廊下を行くと、『占いの館』とカラフルな文字で飾りたてられた黒いボードが立っているのが目に入る。

　それを見た唯李は「何が占いの館だよ」と半笑いで入室する。まさに招かれざる客。

　こちらの教室も窓全体がカーテンで締め切られており、蛍光灯の代わりに燭台を模した照明器具や色付きのライトがあちこちに設置され、それらしい雰囲気を醸し出している。

「リオリオどこだろ？」

　入室してすぐ立ち止まった唯李が、キョロキョロとあたりを見回す。

　中はいくつかのブースに分かれており、「カード占い」「相性診断」「姓名判断」などなどあちこち立て看板や天吊りがされている。

　パッと見、一番人を集めているのは手品コーナーだ。ちょうど種明かしがされたのか、きゃあきゃあと女子の声で盛り上がっている。占いと言いつつ手品もやっているらしい。

　唯李もそちらへ注意を向けたかと思うと、中心にいるタキシード姿の男子へ視線を送りながら、

「あの人知ってる～。すごい手品できるんだって」

　それなりに有名らしく、個人技で人を集めているようだ。

　唯李もふらふらとそちらへ吸い寄せられていくので、

「ちょっとどこ行くの？　凛央は」

「え？　あ、そっか」

　すぐに当初の目的を忘れるのはやめてもらいたい。

　唯李は室内をぐるりと見渡すと、

「でも凛央ちゃんいなくない？　外でたこ焼き食べてるんじゃ？」

　凛央より手品を見に行きたくなってしまったらしい。

　悠己も周りを観察してみるが、確かに凛央の姿は見当たらない。

「凛央は何やるって言ってた？」

「わかんないよ、聞いても『ナイショ』とかってかわいこぶってたから、めんどくせえなって言ったらキレられてそれっきりだし」

　やりとりが目に浮かぶようだ。

　何がしか占う側にいるのは間違いないらしいので、改めて教室内をくまなく探すと、

「もしかしてあれじゃない？」

　それらしい姿を発見して、部屋の隅っこを指さす。

　暗い色をしたマントに、フードを目深にかぶったいかにも占い師っぽい格好。

『手相』という立て札の隣で、机を前に椅子に座って、ぽつんと一人静かに佇んでいる。

「あっ、ほんとだ！　でも凛央ちゃんのとこ誰もいないよ！　ぶふっ」

　ガチすぎて逆に目立たないというか、非常に近寄りがたい雰囲気がある。

　向こうもこちらに気づいたのか、ゆっくり手を上げて手招きをしてくるが怪しすぎる。知り合いでなかったら、見て見ぬふりをしてしまうかもしれない。
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　かたや唯李はというと、変なスキップをして手を振りながら近付いていく。

「凛央ちゃん遊びに来たよ～。フゥ～～」

　場に似つかわしくないこのテンション。

　凛央は唯李のハイタッチに応じるなり、悠己たちの出で立ちに目を留めて、

「二人ともなにその格好は」

「こちらつまらぬものですが」

　唯李は質問を無視してたこ焼き入りのトレーを差し出し、たこ焼き営業を始める。

「はい、タコ占いに使っていいよ」

「ち、ちょっとここで開けないでよ匂いがすごいわよ」

　かすかにアロマの香りのする占いの館に、たこ焼き臭が漂い始める。これでは立派な営業妨害だ。

「でも凛央ちゃんすごい衣装も本格的じゃん！　その黒魔術師みたいな服どうしたの？」

「これうちにあったの」

「なんでもあるな」

　だいたい自分でなんとかする。それが凛央。

「凛央ちゃんがそういう格好すると、占いっていうか呪ってきそう」

「成戸くん、ちょっと一回黙らせてもらっていい？」

　そうは言われても難しい。

　唯李がやれるもんならやってみろ的な顔をしてくるので、とりあえず脇に押しのけて凛央に尋ねる。

「凛央は何してるの？」

「私は……手相を見ます」

　そういうキャラ演出なのか、凛央はやや気取った口調で言う。

　ただ入りきれていないのか、若干恥ずかしそうに頬を赤らめている。

「え、ええっと……」

「凛央ちゃん、そうやって恥ずかしがってると余計変に見えるんだよ？　中途半端が一番ダメ！」

　唯李が割り込んできて説教をかましていくが、この人は普通に恥ずかしいし変に見えるのは気のせいか。また押しのけて仕切り直し。

「凛央は手相見れるの？」

「少し勉強したから、それなりにはね」

　いつぞやのゲームではないが、凛央の「少し勉強した」「それなり」は重みが違う。

　机の脇には分厚い本が何冊か積まれていて、だいぶ使い込まれているようだった。

「じゃあいいよほら、あたしの手相見てごらんよ」

　なぜか上からの唯李は対面の椅子に座ると、ずいっと張り手をかますように手のひらを広げてみせた。

　すると凛央は一回落ち着け、と唯李の腕を机の上の肘掛けに載せ、ルーペを取り出して手のひらの上にかざしだした。

「うわすごっ、本格的だよ探偵みたい探偵！」

　騒ぐ唯李をよそに、凛央は無言で唯李の手のひらを観察していたが、

「ふふっ、なんか全体的に薄いわね。意外」

「なにわろとんじゃい。まぁ唯李フィンガーのしすぎで摩耗してるからね、命削ってんのよ」

「でも生命線はわりと野太いわよ」

「野太い言うな女子に向かって」

　なぜ手相を見るだけで喧嘩が始まりそうになるのか。

　凛央は指先で唯李の手のひらをなぞりながら、

「運命線も最初は薄いけど、徐々に濃くなってく感じね」

「あっ、それくすぐったい」

「それとここの感情線が枝分かれしてるから……」

「う～その触り方ぞわぞわする～」

「ねえ聞いてる？」

　たぶん聞いてない。

　凛央はじたばたする唯李の手首をぐっと押さえつけて、

「この線が下まで伸びてて、月げつ丘きゆうが発達してるから創作とか向いてるかも」

「えっ、そう？　へ～やっぱり月給いい感じ？　まぁその発想というか想像力のセンスが半端ないからね」

「妄想癖があるとも言えるけど」

　なんとも言えない沈黙になる。

　唯李がじろっと睨むが、凛央は気にせず続ける。

「ここの枝分かれが、人の感情を読むのに長けてて気配りができるタイプね」

「まぁそういうとこあるよね。人の考え全部わかるっていうか」

「ただ下にいく線があるから、周りに影響されて人に騙されやすいみたいだけど」

　またすぐ沈黙になる。

　おかまいなしに「それとここが……」と凛央が続けようとすると、唯李はそれを遮った。

「ていうかさ～そういう細かいとこじゃなくて、なんかこうもっと面白い線ないの？」

「面白い線って？」

「たとえばこれがあったら最強絶対無敵みたいな」

「そんな線はないわ。仮に部分部分がよくてもダメなの、全体を見て判断するのよ」

「うわなんかプロっぽいこと言ってるよ」

　唯李は凛央の顔を指さして、こちらを振り返ってくる。

　凛央はその手をべしっと叩き落とすと、かたわらの本をパラパラとめくりながら、

「じゃあ面白いって言うと……ユーモア線なんかはどうかしら」

「えっ、そんな線あるの？　見て見て！」

　食いついた唯李がまたしても張り手を繰り出していく。

　凛央は体をのけぞらせつつ、唯李の手のひらを見て眉をしかめていたが、

「んー……ないわね。まったく」

「なんでだよ」

　なんでだよと言われても、ないものはないのだから仕方ない。

　それでも唯李はしつこく食い下がっていく。

「じゃあお金は？　金運とか」

「金運線？　あー……ないわね」

「え、何？　逆に何があるの？」

「んー……特にこれと言っては……。でもよく見ると、ここ軽くますかけになってるわね」

「あーなんかそのマスオさんって聞いたことある！　それってどんなの？」

「結構レアなのよ。かの徳川家康もこの相だったと言われているけども」

「い、家康……？　ってことは幕府開いちゃう系？　ぶふふーっ！」

　唯李はいきなり吹き出して机を叩き出した。

　何が面白いのかツボに入っているようだ。急に悠己を振り返ってくる。

「こりゃタコ幕府いっちゃいますか？」

「いや俺に振らないでよ」

「よっ、タコ奉行！」

　ぺん、と肘のあたりを叩いてきて、勝手に部下にしようとしてくる。

　悠己はそれを無視して、代わりに凛央に尋ねる。

「それって具体的にはどんなの？」

「うまく行けば大成功、失敗すればどん底っていうふうに言われてるわね」

「へえ、ドンマイ唯李」

「誰が失敗マスカケだよ」

　唯李は「もういいわもうわかったわ」と言って席をのくと、悠己にそこ座れと促してくる。

　そんなに言うならお前も見せろ、ということらしい。

　凛央はご丁寧にも一度消毒液で手を拭うと、悠己の手を取って注視を始める。

「んー……成戸くんも手相薄いわね」

「まぁ薄いもんね！　いろいろと」

　唯李が隣で急にイキイキとし始めた。

　じっと唯李に視線を送ると、「何でしょう？」とうさんくさい笑顔を返してくる。

「薄いこと自体はいいんだけど、運命線がないのが……」

「運命線がないってことはつまり……死んでる!?」

「言うと思った」

　さっきのお返しとばかりに、唯李が横から茶々を入れてくる。

　自分が散々だったせいか、人を仲間に引き込みたいようだ。

「それと感情線が……消えかけてるわね」

「あっ……」

「何？」

　唯李が目を見開いてお察し、の表情を作ってくる。これもやると思った。

　かたや凛央は真面目な顔になって、「ちょっと左手見せて」と言ってもう片方の手を取る。

「こっちはちゃんとあるわね。それも二本あるわ、これは二重感情線……？」

「バケモンやんけ！」

「ちょっと黙っててくれる？」

　悠己が睨むと、唯李は素早くたこ焼きの入ったトレーを両手で顔の前に掲げた。

　ガードなのか降参なのかよくわからないリアクション。

　とりあえずこっちは放っておいて、

「右手と左手って、何か関係あるの？」

「左手が過去、生まれ持ったもので、右手が現在、自分で得た運勢と一般的には言われてるけども……」

　凛央は言いよどむと、さらに悠己の手をじっと見つめる。

　なんだか見透かされているようで、気恥ずかしい。

「あ、成戸くんユーモア線があるわ」

「だからなんでだよ！」

　唯李がダン、と机を叩いて凛央へ詰め寄るが、「うるさい」と悠己と凛央が声をかぶらせると、すごすごと引き下がった。

　これ以上見てもらってもろくなことにならないと思ったので、悠己は手を引っ込めて立ち上がる。

　すると凛央が引き止めるように、

「でも見た感じ、ふたりの手相の相性がすごい良いわね」

「え？　手相に相性なんてあるの？」

「そ、それが……あるのよね～ありまくりなのよ～」

「具体的にどんなふうに？」

「とにかくすごい良い感じよ。もうバッチリだわ」

　これまで回答が具体的だったのに、急にふわっとし始めるのはなんなのか。

　しかもやたら視線が泳いでいて挙動が怪しい。

　唯李は聞いていたのかいないのか、勝手にパラパラとめくっていた手相の本を閉じると、

「だいたい悠己くんにユーモア線があって、あたしにないっていう時点でもう意味がわからない。何言われても信頼性ゼロだね」

　この人はユーモア線しか頭にないようだ。

　凛央はかたわらに積んである本から、一冊手にとってみせる。

「まあその、手相は変わるから。ほらこの本とか、欲しい線をマジックとかで書いてみるのもいいらしいわよ？　ユーモア線なら小指の下のあたりに……」

「そんな情けない真似ができるか。だいたい占いとか女々しいんだよコンチキショーが！」

　思い出したようにたこ焼きメイドキャラを出してくる。うるさい。

　ユーモア線がなくてひねくれているらしいが、周りがわりと静かなだけに声が響く。

「一回つまみ出そうか」

「そうね」

　凛央が椅子から立ち上がると、「おっ、やるか？」と唯李はたこ焼きトレーを構えて変なポーズを取る。凛央は小さく首をかしげながらも、悠己に尋ねてくる。

「たこ焼き食べさせればおとなしくなるかしら？」

「いやぁ、いくらなんでもさすがにそれはどうかな～……？」

「なっ……キサマら汚いぞその雑な前フリ！」

　唯李がわめくが、凛央もだいぶ扱いを心得ている様子。

　結局凛央と二人で力を合わせて、ぐずる唯李を外に連行した。




◆　　◇




　占いの館を出て凛央と別れた悠己は、若干むくれ顔の唯李をよそに、進行方向を教室に定める。

　エモエモジュースの一組はもうすぐそこで、廊下をまっすぐ行くだけだ。

「覚えとけよリオリオ～……」

　唯李はまだ恨めしげに占いの館を睨みつけている。最悪この人はもう置いていこう。

　そう思って歩き出そうとすると、いきなりバシバシと何者かに背中を叩かれた。

　何かと振り向くと、びしっと目の前にピースサインが飛び込んでくる。一回り小さい影が無言でにっこりと笑みを浮かべていた。

「あっ、瑞奈……」

　いつもの帽子とリュック。見覚えのある服。

　背後に立っていたのは私服姿の瑞奈と、そのかたわらに同じく小さい影……小夜だ。

「ダンボールゆうきくん一機？」

「いるよ、そこに」

　そう言って視線を送ると、ちょうどこちらを振り返った唯李が、瑞奈たちに気づく。

「出たな悪魔の妹軍団……」

「ぶ、ぶふぅーっ！　ゆいちゃんなにその格好！　なんではちまきしてるの！」

「そりゃ大工の唯李さんよ」

「写真撮る写真！」

「ほっぺた伸ばしちゃうぞこの野郎！」

「いたいいたいいたい！」

　二人がごちゃごちゃとやりだして、非常に騒がしくなる。

　それを傍目に一歩近付いてきた小夜が、悠己に向かって礼儀正しくお辞儀をした。

　思えばこうして小夜と面と向かうのは、久しぶりかもしれない。

「お二人の格好、とてもお似合いですね！」

　そしていきなり煽られているような感じがするのも、久しぶりかもしれない。

　唯李とひと悶着やった瑞奈は、リュックからペンを取り出すと、おもむろに悠己のダンボールに『みなさよ参上！』『ゆうき百倍』と書き出した。

「勝手に書かないで」

「ほかにいっぱい書いてあるよ？」

　言うとおりいっぱい書かれてはいるが、そういう観光名所的なものではない。

　瑞奈が小夜にペンを渡すと、小夜は『ゆい・ゆうき』と書いてそれをハートマークで囲んだ。

「ち、ちょ、なにを書いとんねん！」

「記念にサインです」

　慌てた唯李が小夜からペンを奪い取って、上からぐちゃぐちゃにする。

　小夜はそれを黙って眺めていたが、急にニコッと笑顔になって、

「二人で学園祭回ってるんですか？　いいですね～仲良しで」

「ま、まぁ宣伝の一環でね……」

「へ～？　宣伝ですかぁ」

　小夜が意味ありげな上目遣いをすると、唯李は顔をそむけてたじろぐ。相変わらず小夜には弱いようだ。

　ふと外で別れたきりの慶太郎のことを思い出した悠己は、

「小夜ちゃん、慶太はどこに行ったかわからないんだけど……」

「え？　べ、別に何も聞いてませんよ？　わたしたち凛央さんのところに来たんです！」

　今度は小夜が顔を赤くして声を荒らげた。

　すると弱点を見つけたとばかりに、一転して唯李が攻勢に出る。

「おやおや？　お兄ちゃんに会わなくていいんですか～？」

「な、なんですか？　やるんですか？　いいですよ受けて立ちます」

　今度は唯李と小夜が睨み合いになる。

　何をやる気なのか知らないが、ここでみっともない真似はやめてほしい。

「ゆうきくんはりおのとこ行ったの？」

「ついさっきね。そうだ瑞奈、昨日も言ったけど俺、今日帰り遅くなるかもしれないから……」

「心配ご無用。さよとなんか食べて帰るね」

　瑞奈はぐっとガッツポーズをしてみせる。

　今回は悠己が口を挟むこともなく、自分で事前に小夜と予定を立てていたようだ。

「どうする？　今日帰り牛丼フルコースいっちゃう？」

「わ～牛丼か～。ん～仕事帰りの孤独なおじさんと時間かぶるのは嫌ですねぇ」

　などと小夜とやりながら、瑞奈はリュックからメモ帳を取り出してめくりだすと、

「今日は分刻みのスケジュールだからなぁ～。変なおばさんに見つかったせいでちょっと予定が押しててね～。ゆうきくんたちも気をつけてね」

　その後「ほらたこ焼き持ってきな！」「さっき食べたからいらない！」と唯李と押し問答をしたあと、瑞奈たちは手を振りながら、占いの館に入っていく。

　そんな二人の後ろ姿を見送っていると、急に横から唯李が顔を覗き込むようにしてきた。

「心配？」

　黙って首を振ると、唯李はいたずらっぽく笑った。

「それか……ちょっと寂しかったり？」

「俺が？」

「そうそう、俺が」

　うんうん、と唯李が頷いてくる。ただからかわれているのだろう。

　それには付き合わず、肯定も否定もせず、ただ微笑を返した。

「二人、仲良さそうでよかったよ」

「そうだね、二人だけでお出かけなんてすごいじゃん。ちょっと前までは考えられなかったけど……しかし相変わらず、年上を敬う気持ちってのがないのはねぇ」

　唯李が悩ましげに首をかしげるが、それは自業自得な部分もあるだろう。

　悠己は唯李を促すと、今度こそ教室へ向かった。
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　派手な内装とは裏腹に、教室の中は閑散としていた。

　カウンターに並ぶ客もほとんどおらず、退屈そうな生徒同士で談笑している姿ばかりが見受けられる。

「なんかもう終わった感あるねぇ。あれ、メイドは……？」

　教室に入るなりそう言って、唯李が室内を見渡す。

　メイドはくるみ一人しか見当たらなかった。それも、窓際の席でエモエモジュース片手に座っている男性一人につきっきりだ。

　唯李はその席のほうを指さすと、小声で尋ねてくる。

「誰？　あれ」

「さあ？　委員長の知り合い？」

「いやそっちじゃなくて誰よあの人。完全にメスの顔してるじゃん」

　誰？　とは席に座っているお客さんではなく、くるみのことを言っているらしい。

　確かにくるみは終始ニコニコと頬が緩んでいて、立ち振るまいも気取った感じで、いつもとは別人のようだ。

　メイドがお客さんと楽しくおしゃべり、などというサービスはもちろんないが、まるでそういうお店かと勘違いしてしまいそうな態度。

　そしてその相手というのが、やや茶色い髪をした男性で、こちらもくるみに対してさわやかな笑顔を返している。スタイルもよく身につけた白いシャツは清潔感があり、見た感じではおそらく大学生といったところか。

　親密そうに会話をしているところを見るに、ただの客ではないのが傍目にもわかる。

　やがて男性は立ち上がると、入り口のほうへ向かって歩き出した。くるみも戸口まで付き添っていって、笑顔で手を振りながら男性を見送る。

「はは～ん、そういうことか……」

　その一部始終を遠目に眺めていた唯李が、にやりと悪い笑みを浮かべる。

　男性を見送ったあと、こちらの視線に気づいたくるみが、のしのしと近付いてくる。すっかりいつもの硬い表情に戻っていた。

「……何よ、何見てんの」

「いや～、くるみさんがメイド一緒にやってあげるって、いくらなんでもツンデレがすぎると思ったのよ。さっきの人に見せたかったのね、かわいいかわいいメイド姿を」

「い、いや、違うし！　関係ないから！　ツンデレだし!?」

「自分でツンデレって言う人初めて見た。あ、もしかしてあれかな？　藤橋さんにギャップでいい感じになるかもとか言われたから……」

　そのへんの事情は悠己の与あずかり知らぬところではあるが、くるみの狼狽っぷりを見るに、唯李の予想は当たっているっぽい。

　悠己はわーきゃー騒ぎだした二人を尻目に、いい加減ダンボールを脱ぐと、そのまま壁に立てかけた。もう二度と着ることもないだろう。

　改めて教室を見回すと、やはりピークは過ぎているようで、時間的にも客の姿はほとんど見られない。

　教室の隅で腕組みをしている園田を見かけたので、近付いて声をかける。

「どうなの？　エモエモジュースの売れ行きは」

「うーむ……。やはりジュースは場所が悪かったか……」

　外のテントでやっているたこ焼きがだいぶ優勢、とのこと。唯李の働きもムダではなかったようだ。

　それはそうと萌絵の姿がどこにも見当たらなかったので、

「萌絵は？」

「ちょっと疲れてしまったというので、保健室で休んでくると言ってね……」

　萌絵も頑張っていたが、ただやはり慣れないことだから、気疲れしてしまったのだとか。

　付近にエモエモ教男子の姿が数人見受けられたが、こちらもだいぶテンションが落ちている様子。

　エモエモジュースも微妙に売れ残っているらしく、自分たちで買って消化を始めている。

　カップにジュースを注いで、「はいエモエモジュース完成～」とやっているがどこかさみしげだ。それを見つめる園田の表情もどこか晴れない。

　そんな状況のところに唯李がやってきた。こちらはうってかわって威勢よく、勝ち誇った顔をしている。

「おやおや？　エモエモは元気なさそうですね～？　こりゃもうたこ焼きの圧勝かな」

「鷹月さん……君がまさかそこまで捨て身で来るとは思わなかったよ」

「そう？　まぁ捨て身よかせいけんづきのほうが使うけどね」

　唯李は腰に手を当ててふんぞり返っていくが、今のは褒められたのかどうなのか。

　そして唯李も園田に萌絵の所在を尋ね、先ほどの悠己たちと同じやりとりをする。

「ちょっと疲れちゃっただ～？　なんだよあきらめて逃げやがったか、こりゃバトルも決着かな！　エモエモ敗れたり！」

　唯李がそう声を張り上げると、静かにジュースを口にしていたエモエモ男子たちが一瞬色めき立つ。

　が、萌絵がいないことにはどうしようもないのか、結局おとなしくジュースをすすっている。

　唯李はかかってこいとばかりに腕組みをして仁王立ちをするが、もはや誰も乗ってくる気配はない。見かねた悠己が横からたしなめる。

「まぁもういいんじゃない。バトルは」

「なんでよ？　最初は向こうがけしかけてきたのに？」

　はてそうだったかと首をかしげるが、唯李が言っているのは萌絵との隣の席キラーバトルのことだろう。

　たこ焼きエモエモジュースバトルも、それの延長ということらしい。

「にしても思い切ったことしたよね」

「いや別に当然の流れですよ。誰が本物なのかわからせてやろうってね」

「うん、それはわかってるけど。そろそろ一回落ち着こうか」

「いやもう気合い入りまくってんのよこっちは。止まるんじゃねぇぞってね」

　落ち着くどころか唯李はさらにいきり立つ。

　さてどうしたものかと考えた末、悠己は思いつきに唯李の頭からすぽんとねじりはちまきを抜き取った。

　すると唯李は目をパチパチとさせて、首を左右に振りながら、

「あれ？　ここは誰？　私はどこ……？　今までいったい何を……ってなるかい！　ちょっと返しなさいよそれ！」

「はいはいよーしよし落ち着いて落ち着いて」

　ぺんぺんぺんと軽く頭を叩いてなだめるが、ばっと手を振り払われた。

　唯李は悠己の手からはちまきを奪い返して、小脇に抱える。

「唯李のはちまき盗める確率はゼロパーセントなんだよ。小数点以下の確率で盗めるとかないから」

「もう十分でしょ、おしまい」

「……わかりましたよ、はいはい。終了ね、たこ焼きメイドモード終了。おとなしくすればいいんでしょ」

　唯李は憑き物が落ちたような表情になって、くるりと踵を返すと、とぼとぼとあさってのほうへ歩き出した。

「ちょっと待った、どこ行くの？」

「トイレ。こういうときトイレに決まってるでしょ」

　そして一度振り返ってんべっと舌を出すと、そのまま教室を出ていってしまった。




◆　　◇




　唯李がいなくなったあと、ひと休みするべく悠己もジュースを買って、空いていた窓際の席に座る。

　窓から外の様子を窺うと、そろそろ日も傾きかけていて、一般客の姿はだいぶ減っているようだった。

　中には片付けを始めているテントもあり、だんだんとお開きムードが漂いだしている。

　蓋を開けてみると、一日あっという間だった。

　ダンボールをかぶって宣伝なんて負け組……と当初慶太郎は言っていたが、なんだかんだで楽しめた。慶太郎本人も、最終的には楽しんでいたフシがある。

　そういえば慶太郎はどこに姿を消したんだろうかとふと思い出すと、

「おおっ、帰ってきた！」

　そのとき教室の入り口付近で、男子たちの声が上がった。

　園田はじめ、エモエモ教男子がいっせいに駆け出して集まっていく。

「萌絵ちゃん！　このままではたこ焼きに負けてしまう！　ここは起死回生のエモエモキューンやろうエモエモキューン！」

「そうだそうだ、それしかない！　このままタコ女に敗北するわけにはいかない！」

　見れば今戻ったらしい萌絵が、数名の男子に囲まれていた。

　エモエモ教が寄ってたかって祭り上げようとしているが、もうだいぶ時間が押していて、客足もない。

　このあとは後夜祭が控えていて、周りの意識はすでにそちらに向いている。

　今からいくら盛り上げたところで、とうてい追い上げられるとは思えない。単純に最後にふざけたいだけなのだろう。次第に「エモエモ！」「エモエモ！」とコールが沸き上がっていく。

　その盛り上がりを遠目に眺めながら、悠己がストローでジュースを吸っていると、

「うるさい！　もう放っておいて！」

　突如萌絵の鋭い叫び声が響いて、一瞬でコールが止む。

　萌絵は周りの男子を押しのけると、教室を飛び出していった。

　わずかに遅れて園田はじめエモエモ教の男子たちが、困惑気味に顔を見合わせる。

「え、何？　どうしたん急に……？」

「お前のせいだろ、暑苦しいから」

「いや今、僕もそういう流れだと思ったのだが……」

「そうそう、さっきまで嫌がってる感じなかったじゃん」

　悠己はジュースを置いて立ち上がっていた。内輪揉めを始めるその脇を抜けて、廊下へ出る。

　周囲を見渡しながら、階段のほうへ。その手前、渡り廊下をまっすぐ駆けていく萌絵の後ろ姿を見つけて、走り出す。渡り廊下を抜けて別棟へ。

　突き当たりで立ち止まり、廊下を見渡すが、萌絵の姿はない。見失ってしまった。

「成戸くん！」

　そのとき後ろから声がした。慌てた顔の園田が走ってきた。

「たぶん階段を下か、上に行ったと思う」

「う、うむ。手分けして探そう」

　園田はずれた眼鏡を手で上げると、「僕は上を見てくる」と言って階段を登っていく。

　悠己が階段を降りた先で行き当たるのは家庭科教室。模擬店の調理場として使われていることもあり、付近は人の行き来が激しく、萌絵がいるような気配はまったくない。

　ざっと通路と渡り廊下を見渡すが、それらしき姿は見当たらなかった。

　一階の部屋はどこも催し物に使われているようで、どこかに入っていったとは考えにくい。

　やっぱり上かもしれない。そんな直感に従って、階段を上に戻っていく。

　三階に上がると、急に人の気配がなくなった。

　というのもそのはず、ここは学園祭では使われていない区域のようだ。

　教室の並ぶ通路の手前で、『立入禁止　東成陽高校学園祭』と貼り紙のついたビニール紐が、廊下を封鎖している。

　そしてその封鎖の先では、園田が教室の中を窺うようにして、戸口付近にしゃがみこんでいた。

　紐をまたいで近づいていく。園田は悠己に気づくなり、人差し指を立てて「座れ」のジェスチャーをした。

　それにならって隣に腰をかがめると、園田は半開きになった戸口へ目線を送った。どうやら萌絵はこの部屋の中にいるらしい。

　悠己が立ち上がると、園田が慌てて腕を取って引き止めてきた。顔を寄せて声をひそめてくる。

「ち、ちょっと待った、今とても話しかけられる雰囲気じゃないぞ……！」

「いるんでしょ？　中に」

「……う、うむ。しかし成戸くん、ここは一回戻って誰か応援を呼んできたほうが……僕も正直何がどうしたのか、よくわからんのだ」

　直接的な原因はさっきの盛り上がりなのだろうが、悠己だって何もかもわかっているというわけではない。かといってここで二の足を踏むわけにはいかなかった。自分にまったく原因がないとも限らないのだから。

　悠己は園田の制止を振り切って、教室の中に入った。
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　教室の中は電気もついておらず、薄暗かった。

　立ち入ったことのない場所だ。普段から使われていないようで、壁に沿っていくつも積まれたダンボールが部屋を圧迫していた。

　どこかのクラスが学園祭で教室を空けるために移動したのか、所狭しと机と椅子が並んでいる。

　萌絵はその窓際にいた。静かに中庭を見下ろしていた。

　うっすらと西日が差していて、ここだけ少し明るい。

「大丈夫？」

　ゆっくりと近づいて、萌絵の背中に向かって声をかけるが、返事はなかった。

「もうそろそろ終わりだってね。唯李はバトルだって、まだ張り切ってたけど」

　再度声をかけるが、萌絵は身じろぎ一つしなかった。ちょうど催し物が終わりなのか、代わりに階下で大勢が拍手をする音が聞こえた。

「唯李と、ケンカでもした？」

　そう言うと、萌絵はぴくりとして、わずかに顔を上げた。

　そして窓に向かって言った。

「ケンカなんて、してない」

「じゃあ、どうしたの？」

　すぐに聞き返すと、萌絵はまた黙った。

　今度は何も言わずにいると、ゆっくりと振り向いた萌絵は、顔をうつむかせたまま静かに口を開いた。

「……わたしは唯李ちゃんと、本当は、バトルなんてしたくないの。唯李ちゃんは、無理してわたしに、気を遣ってくれてるだけだから。みんなの前でも、ああやってふざけて……」

　それは萌絵も気づいていたらしい。

　唯李は萌絵に元気のないのを見て取って、ということなのだろうが、そもそもどうしてそんなことになったのか。そこが悠己にはわからない。

「この前は隣の席キラーバトルだなんだって、楽しそうにしてたじゃん」

「あれは違う。隣の席キラーとか、そんなの全部嘘だから」

「なんでそんな嘘を？」

　尋ねるが、萌絵はうつむいたまま答えてくれない。一番長い沈黙。

　やはり質問を変えようかと思った矢先に、萌絵はひとり言のようにつぶやき始めた。

「わたし……昔唯李ちゃんに、ひどいことしたの。ううん、唯李ちゃんだけじゃなくて、もっといろんな子にも。だから本当は唯李ちゃんにも謝りたいって思ってて……でも、怖くて言い出せなくて……。唯李ちゃんは昔のことなんか忘れてて、もしかしたら気にしてないのかもって、なんにもなかったことにして、仲良くなれるかもって、ずるいこと考えたりして……。でも何したってやっぱり唯李ちゃんは、わたしのこと嫌いなんだって……避けられてるの、わかってたから」

　萌絵はそこで言葉を止めると、ぐっと唇を噛みしめる。

　その口元は、かすかに震えていた。

「唯李ちゃんに、『あたしは隣の席キラーなんかじゃない、勘違いされてるだけ』って言われて、わたし結局謝りもせずに、もうダメだって……唯李ちゃんを突き放したのに。わたしはずっと自分勝手で、最低なのに……だけど、唯李ちゃんは優しくて！　わたしのためにバトルだって言ってあんなことして……だからもう嫌なの！　もうわたしのことなんか、放っておいてくれていいのに！」

　萌絵の叫びが室内にこだまする。

　それは今まで溜め込んでいたものを、爆発させるような響きだった。

　けれども、飲まれてはいけない。悠己はあくまで冷静に、いつもの口調で語りかける。

「俺さっきまで一緒にいたけど……唯李も、なんだかんだで学園祭楽しそうにしてたからさ。そこまで無理して……ってわけでもないと思うよ。それに隣の席キラーバトルで大喜利やってたときも、楽しそうだったし」

「それはゆっきーが勝手に思ってることでしょ!?　ゆっきーも唯李ちゃんのこと隣の席キラーなんて言うの、もうやめなよ！　唯李ちゃんだって本当は嫌なのに……無理して強がってるだけかもしれないじゃない！　ううん、そうに決まってる！　わたしは唯李ちゃんのことよく知ってるの！　いつも一人でおとなしくて、話しかけても声がちっちゃくて聞こえなくて、なにかあるとごめんごめん、ってすぐ謝ってきて……ゆっきーのほうこそ、唯李ちゃんのことなんにもわかってないでしょ!?」




　――あのね瑞奈ちゃん。昔はあたしもね、友達全然いなくって。つまんなくてうじうじしてて、もうお前いらんわっていうノーマルのハズレキャラだったの。




　そう言われて、ふと思い出した。唯李がそんなことを言っていたのを。

　あれは瑞奈を諭さとす方便だった……いや、そんなわけはない。




　――隣の席キラーは相手を落とすためなら、どんな嘘だってつくから。手段は選ばないんだよ。




　――……友達から嫌われるなんて、あたしだって嫌だよ。あたしの場合はそうならないように、無意識にバカやってご機嫌取ろうとしちゃうっていうか……。




　――ふはは、こちとら天下無敵の隣の席キラー様ぞ？　ひれ伏せひれ伏せ！




　たぶん、わかっていたんだと思う。だけど、彼女が望むなら……いや、いつしか自分がそう望むようになっていた。

　今のこの関係のまま、二人一緒にいられることを。

「唯李は、俺の憧れなんだ」

「へ？」

　まったく予想だにせぬ言葉が返ってきたのか、萌絵はあっけにとられた表情でただ目を瞬かせる。その顔に向かって、悠己は続ける。

「唯李は強くて、優しい子だから……きっと大丈夫だよ。悪いことしちゃったって思ってるなら……面と向かってごめんって、謝ればいいと思うよ」

　そう言うと、わずかに開いていた萌絵の唇がきつく閉じた。

　呆然としていた瞳に、強い光が宿った。

「謝ったって……。唯李ちゃんは……唯李ちゃんは優しいから、そんなの全然気にしてないよって言うに決まってる！　それじゃダメなの！　わたしは……わたしが！　ずっと間違ってたんだから！」

　謝って、たとえ許してもらったとしても……自分で、自分を許せない。

　萌絵がなぜそんなにも深くこだわるのか、理解が及ばなかった。それは悠己が思っていた以上に、ずっと根深い問題なのかもしれない。

　声を荒らげる萌絵に対して、何も返す言葉が出なかった。その代わり、強く拳を握りしめていた。これが自分の限界なんだと、思い知らされた気がした。

「とりあえず、戻ろう。みんな心配してるから……」

　そう言って萌絵の腕に、手を伸ばそうとしたとき。

　入り口で、戸口が勢いよく開け放たれる音がした。

「――だ～れが騒いでるのかと思いきや、負け犬の萌絵さんじゃありませんか」

　張り詰めた空気を壊すような、おどけた口調。

　戸口から入り込む西日を背に、立っていたのは唯李だった。

　全開まで戸を押し開けた唯李は、まっすぐこちらに向かってつかつかと歩いてくる。

「唯李……」

「なんか必死な顔で走ってきた園田くんと行きあってね。モエモエが試合放棄して逃げたって言うから、トドメさしに来たよ」

　そう言って、唯李は不敵に笑いかける。

　笑みを向けられた萌絵は、その場に縮こまるようにして、視線を床に落とした。

　明らかに温度差の違う唯李をたしなめるように、悠己は二人の間に割って入る。

「それはもういいからさ。とりあえず……」

「悠己くんは判定係でしょ？　黙ってて」

　唯李は悠己を手で制して、萌絵と対峙する。萌絵はじっと黙って、うつむいたままだった。

　今ここで話をさせるべきなのか……それは萌絵が決めることであって、自分が強制することではないのかもしれない。

　何も口を挟めないまま、沈黙が続く。

　その間、学園祭の終了を告げるアナウンスが響いた。

　それが止んでまた静かになると、萌絵は意を決したように、面を上げて口を開いた。

「あのね、唯李ちゃん、その……わたし、隣の席キラーとかも、全部嘘で……。その、昔のこととか……よく知らなくて、怒ってるかなって、傷つけちゃったかなって……。だから、あの……」

　萌絵の言葉はとぎれとぎれで、話も飛び飛びで、事情を知った悠己ですら何を言っているのかはっきりとしない。

　唯李を目の前にして、うまく言葉が出てこないのだろう。萌絵の声は徐々に小さくなっていく。

　そして話は意味をなさないまま、声が完全に消え入りそうになるその寸前。

　唯李は萌絵を遮って口を開いた。

「なんかよくわかんないけど、昔のこと？　それなら別に大丈夫だよ、そんなのあたし全然気にしてないから」

　そう言い放った唯李の顔には、微笑が浮かんでいた。

　いつもの世間話でもするような口調で、そのまま話は軽く流れてしまいそうだった。

　けれど、やはり萌絵の表情は浮かない。それは萌絵が危惧していたとおりだった。

「唯李、あのさ……」

「なーんて、言うと思ったか!!」

　悠己が口を挟もうとしたその瞬間、唯李は突然ひときわ大きな声を上げた。

　そしてくわっと目を見開いて、表情を一変させると、

「よくもやってくれたなおらあぁぁっ！　あたしのお絵かきノート、勝手に見せびらかしやがったの今でも忘れてねえよ!!　あんときあたしの描いた絵見て笑っとったやろ男子と一緒になって笑っとった!!」

　その怒涛の剣幕に、驚いて顔を上げた萌絵が慌てて弁解を始める。

「あ、あれは……ち、違うの！　唯李ちゃんクラスで目立たなくてなんか暗いけど、絵は上手なんだよって、みんなに教えてあげたくて！」

「言うねぇ！　君らみたいな人にはわからんのかもしらんけど、あれは第三位ぐらいにやっちゃいけないことなの！　だいたいなによ、いっつも朝からハイテンションであいさつしてきて、『今日元気ないね～？』とかこっちはデフォじゃいボケぇって思いながらも愛想笑いさせられて！　からの流れるような『宿題見せて』攻撃！　『今日ふでばこ忘れちゃったからえんぴつ貸して』って言って貸したはいいけど忘れてこっちが言うまで返してこない！　『その髪留めかわいいね見せて～』からの『これつけてみてもいい？』はいはいめんどくさいめんどくさいやつ！　そういう細かいのチクチクね……チリも積もればってね！」

　あまりの早口に萌絵はただただ呆然として、返す言葉もないようだ。

　唯李はそんな萌絵もおかまいなしに、烈火のごとくまくしたてる。

「そんで久しぶりに会って、ちょっとは成長したかと思いきや全然変わってない！　そこの人だってなんだかんだで嫌でも成長するわけ！　それが全然変わってないプークスクス！　小学生のときから止まってるわけですよ時間が！　ザ・ワールドしちゃってるわけですよずっと！　考えるのをやめちゃってるわけですよ！　かと思えば急に『わたしも隣の席キラーとかって呼ばれてた～』とかわけわからんこと言い出すし！」

「だ、だから！　隣の席キラーだとかも全部嘘なの！　だって唯李ちゃん、わたしのこと避けてるみたいで……でも隣の席キラーバトルって言ったら、唯李ちゃん楽しそうだったし仲良くなれるかと思って……」

「そんなもんとっっくの前に気づいてたわこの大嘘つきが！　なにが隣の席キラーバトルだよ楽しくも面白くもなんともないわ！　だいたい隣の席キラー騙ろうなんざ百万年早いんだよ！　この偽者が！」

「で、でも、唯李ちゃんこの前、あたしは隣の席キラーなんかじゃないし、そういうおふざけもうやめようって……」

「偽者が調子づいているのがあまりに惨めでね！　もうやめとけって最終警告したんだよ！　でも全然聞いてないみたいだから、本気でわからせたるわってね！　なーにが『わたし本物なの。本当に……隣の席キラーだから』だよカッコつけて！　あたしが本物なんだよこの偽者！　こんの偽者めがっ！　とんだ勘違い野郎だよ本当に！」

　ひたすら偽者を連呼し、一方的に怒鳴りつける唯李。

　ついに反論できなくなったのか萌絵はうなだれて、黙りこくってしまった。

「唯李、それぐらいで……」

　悠己が見かねて間に入ろうとすると、今度は萌絵が手で制してきた。

　そして一歩大きく唯李の前へ踏み出すと、

「そうなの！　わたし、小学生のときからずっと止まってるの！　自分勝手の自己中で……いつになっても全然変わらなくて、成長しなくて……！」

　そう叫びながら、さらに唯李へ詰め寄っていく。

　そのまま目と鼻の先まで距離を詰めると、萌絵は腕を伸ばして唯李の二の腕を掴んだ。

　完全に目が据わっている。ただならぬ気配を察したのか、今度は唯李のほうが慌て出して、

「ち、ちょっ、何よ？　直接攻撃するつもり？　物理は反則でしょ物理は！」

「唯李ちゃん！　わたしのことぶって！　そしたらわたしもやり返すから！」

「は、はぁ!?　なによそれは!?」

「それは……本気でケンカしたあとは、真の友達になれるんだよ！」

「いやいやいやないわ普通に痛いだけだわバトル漫画かよ！」

「だってケンカするほど仲がいいって！　リオリオとはケンカしてたのに！」

「いやいやケンカじゃないから、あれはそういうネタっていうかコントみたいなもんだから！」

「じゃあわたしともネタ！　コントして！」

「痛い痛い指食い込んでる食い込んでる！　いやあんたとはやってられんわ！　冗談通じなさすぎなんだよ！」

「なんでわたしのときだけそうやって言うの!?　だいたい唯李ちゃんだって、しょっちゅうあたし面白いオーラ出してドヤってくるけど全然面白くない！　すぐふざけるし話通じてないし！　変なネタばっかり言って意味わかんないし面白くない！」

「はいネタが通じないのが悪い～！　にわかの分際でオタクぶってるのが悪い～！」

「この前も唯李ちゃんが送ってきたぬいぐるみの写真ほんとは全然可愛くない！　なんで耳もげてるのキモい！」

「あ、あーそれ言う？　今言っちゃう？　かわいい～とか言ってたくせに？　ならこっちも言わせてもらうけどね、ぬいぐるみとか使いやがってあざといんだよ！　そんでメイドフェチがどうたらって嘘つきやがって！」

「そ……それは、唯李ちゃんだって嘘つきじゃん！　ちょくちょく面白くもないくだらない嘘つくし！」

「いやいやいやあたしのはかわいい嘘なの！　そっちはガチのやつでしょ、ガチで人に迷惑かける系のやつ！」

「なんで！　わたしだってそういう嘘がカワイイって言われたりするんだよ！」

「でっ、出た～カワイイで許されてきた悪魔！　このぶりっ子！　デカ眼鏡！　にわかオタク！　あーあと隠れ巨乳！　じゃなくてニセ巨乳！」

「な、なにさ唯李ちゃんだって、ギャグが面白くない！　変な言葉遣い！　ご飯のとき行儀悪い！　隠れオタク！　胸のわりにお尻が大きい！　変なネタ面白くない！」

「誰がケツデカ女だよ！　ていうか今面白くない二回言ったでしょ！　面白くないサンドイッチ作っちゃったよ！」

「そういうのもつまんない！」

　最初は優勢だったはずの唯李が、いつの間にか押され気味になっている。

　いい加減タオルを投げようかと思っているうちに、二人は両腕を絡めあい、取っ組み合いの状況に。

　はたから見ても明らかなぐぬぬ顔になった唯李は、ここぞと悠己を振り返ってきて、

「悠己くんもほら、黙ってないでちょっと言ってやって言ってやって！」

「すべり芸ですらないすべり具合！」

「そっちじゃねえよどっちに加勢してんだよ」

　違ったらしい。

　いずれにせよこのままではよくないと、二人を引き剥がそうと近づくと、

「うふっ、うふふふ……」

　突然、萌絵が口元を歪めて、笑い出した。

　それと同時に、その頬を一筋の涙が伝った。

「好き。唯李ちゃん、大好き」

　萌絵はそう言って腕の力を緩めると、倒れ込むようにして、唯李の胸元に顔をうずめた。

「ごめんなさい……」

　そして唯李の胸の中で、何度も小さく嗚咽を漏らし、肩を震わせる。

　唯李も初めこそ戸惑っていたようだが、息をついて頬を緩めると、優しくその頭に手を触れて撫でつけた。
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　あれだけやかましかった場に静寂が戻り、萌絵のすすり泣く声だけが響く。

　悠己は唯李とともに、ただ黙って萌絵が泣き止むのを見守っていた。

　ちょうど日が落ちたのか、急にあたりが暗くなり始めた。後夜祭が始まる旨を告げるアナウンスが流れ、そのままゆったりとした音楽に切り替わる。

　やがてゆっくり頭をもたげた萌絵に、唯李は笑って頷いてみせた。何も言葉はなかった。さんざん言い合ったあとだ。それでもう、全部伝わったのだろう。

　萌絵は唯李に体を支えられながら、悠己を見上げた。

「ゆっきーも、ごめんね。わたし……うざくて、めんどくさくて……」

「いや俺は萌絵のこと、別にそんなうざいとかめんどくさいとか思わないけどね。妹で慣れてるし、それにうざいめんどくさいで言ったら唯李だって……」

「誰が無自覚クソめんどウザ女だよ」

　しっしっと唯李に手で追い払われる。

　ここは二人共お互い様、ということで収めようとしたが、お気に召さないようだ。

　それならもう自分はここには必要ない。いや、最初から必要なかったのかもしれない。

　悠己は二人を残したまま、一人踵を返してその場を去った。

「あれ？」

　教室の敷居をまたいだ先で、奇妙な光景に出くわす。

　何事かと思えば、廊下では園田とエモエモ教の男子数名が、肩を寄せ合って目元を押さえていた。

「尊い、尊い……」「エモォっ、エモォ……！」などと不気味な鳴き声を発している。

「なんで泣いてるのこの人たち……」

　この戸口の陰から、一部始終見ていたのだろうか。

　彼らに混じって、呆れ顔で腕組みをしているくるみの姿を見つける。

「あれ、委員長も……」

「いやこの人らが、『萌絵に土下座するから失敗したら仲裁を頼む』って連れてこられたんだけど……もう大丈夫なんでしょ？　なんかよくわかんないんだけど」

　一度教室を覗き込んだくるみが悠己を見て、園田へ視線を流す。

　目元を拭っていた園田は、眼鏡をかけ直して咳払いをすると、

「うーん、正直言うと僕もいまいち話が見えなかったのだが……萌絵ちゃん告白大成功の『ゆいもえ』しか勝たんということで、丸く収まったようでよかった」

「いやそれは誤解だと思う」

「エモエモ教は……解散だ。今だけは許す、最後に成戸くんも一緒にエモろうじゃないか！」

「いや一回頭冷やしたらとしか……」

　そう言うと園田は急に真顔に戻った。

　かと思えばふっ、と口元を緩めて、どこか遠くを見る目をする。

「確かにエモエモ教はちょっとやりすぎたが……。学園祭……楽しかったよ。いつもは脇役にすらなれないその他大勢だったからね……僕も青春したかった。夢が叶ったよ」

「えぇ……これで？」

「けどそれなりに盛り上がっただろう？　当初みんなやる気がなかったからね……僕は必要だと思ったのだよ。成功の裏で、泥をかぶらなければならない人間が……」

「普段から泥まみれだからノーダメだね」

「ダシにするようなことをして、藤橋さんには申し訳ないことをした。今後ゴミを見るような目をされても、いたしかたないが……」

「それもノーダメだね」

　すべては学園祭を盛り上げるため。

　どこまで本当かはわからないが、正直なところ、その行動力は称賛に値すると思った。

　確かに園田がいなければ、クラスの催し物はなんの盛り上がりもなく終わっていただろう。唯李と萌絵のことだって、どうなっていたかわからない。

　ただあまり褒めると調子に乗って台無しにしそうなので、軽く笑みを返すだけにとどめておく。

　するとその横で、黙って話を聞いていたくるみが、髪をかきあげながら言った。

「ま、アタシはよくやったと思うけどね。園田にしては」

「な……？　ツン、デレ……だと……？」

　園田が「これはくるみん教、あるぞ……？」と眼鏡を指で上げるが、くるみはさっさと身を翻して歩いていってしまった。

　その後姿を見送りつつ、園田は馴れ馴れしく悠己の肩に手を乗せてくる。

「にしても、意外なところからライバル登場じゃないか。まぁせいぜい頑張りたまえラッキーボーイ。僕は黙って見守らせてもらうよ、仲間が一矢報いるのをね」

「仲間？」

「そこで引っかかるかね君は」

　園田は一度空き教室の中へ視線をやったのち、こちらを振り返ると、「さぁみんな、邪魔者は黙って去ろう」と一同を促した。

　去り際、窓際で静かに語り合う二人の姿を見届けると、悠己は一緒にその場を後にした。
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　教室へ戻ると、どこかをほっつき歩いていた慶太郎とも合流。すでに始まっていた後片付けを手伝った。

　最後はわずかに残っていたエモエモジュース用のカップを自分たちで消費し、エモエモジュース完売、として教室のジュース組はつつがなく終了。

　ちなみにそれ以外の缶ジュースはだいぶ余った。

　簡単な片付けが終わると、引き続き教室で反省会をするグループと、校庭の後夜祭へ出払っていくグループに大まかに分かれる。

　そんな中、そのどちらでもない悠己は一人屋上にやってきていた。

　なぜ屋上にやってきたかというと、慶太郎の提案だ。ここから校庭でやっている後夜祭のキャンプファイアーがいい感じに見えるらしい。記念に写真を撮りたいのだとか。

　だが屋上へ続く階段付近へやってきたところで、慶太郎は急に「教室にスマホ忘れたから先行っててくれ」と始まったため、現在姿は見えない。

　屋上は悠己の身長よりも少し高いフェンスに囲われていた。普段は立入禁止になっているため、立ち入るのは初めてだ。

　一部の生徒の間ではそれなりに穴場なのか、フェンス伝いにある程度間隔をおいて、あちこち人影が見られる。

　こころなしか男女ペアが多く、この妙な空気は一人では場違い感があって、居心地が悪い。

　様子見がてらウロウロとしたのち、人のいない屋上ど真ん中付近でしばらく待機するが、肝心の慶太郎はまだやってこない。

　一度退散しようかと出入り口付近まで引き返すと、ちょうど向かいから屋上に出てきた女子生徒と目があった。唯李だった。制服に着替えている。

「あ、唯李だ」

「『あ、唯李だ』って何よ。人のこと呼びつけておいて……」

「え？　俺が唯李を呼んだ？」

「へ？」

　お互い首をかしげて固まる。

　が、なにか思い当たるフシがあるのか、唯李は眉間にシワを寄せてぼそりと言う。

「そういうことか、あいつ余計な……」

「もしかして慶太と二人して屋上で俺をシメようとした？」

「え？　ん～まぁね、あいつ生言ってっからちょっとやっちまおうぜってね」

　唯李は「まぁいいやせっかく来たし」とあたりを見渡し、人影のない一角を見つけると、フェンスに近づいていった。

　悠己も後を追って、フェンス越しにそこから校庭を見下ろす。

　あれだけ騒いでいたキャンプファイアーは、もうほとんど火の勢いが消えていて終わりかけだった。それを見つめながら、唯李が少し寂しそうにこぼす。

「もう終わっちゃってるね。あれ告白とかホントにそんなことしてる人いるのかな」

「火が燃えてる脇で告白とかウケるよね。火事場泥棒みたいな」

「青春の一ページを火事場泥棒扱いするな」

　唯李はじろっと悠己を見たあと、再び校庭のほうへ目線を戻した。

　悠己はその背中に向かって、問いかける。

「萌絵はどう？」

「大丈夫、元気だよ。ま、あたしも鬼じゃないから、潔く謝るなら許してやるってね。しかしとんだ偽者だったよ。でも最後は落として、隣の席キラー勝負も完全勝利」

「負けそうになってたけど勢いでごまかしたね」

「おう勢いで勝ったわ」

　とはいえ最後のバトルで、自身相当なダメージを負っているのは間違いない。耐久力の差が勝敗を分けたか。

　あのあと唯李は萌絵としばらく話をしたのち、一緒に着替えて、教室に戻ったのだという。現在萌絵は教室にいるとのこと。

「まぁ悪い子じゃないんですよ。話を聞くぶんにはね」

「萌絵は頑張り屋なんだよ。ちょっと方向性がズレてたのかもしれないけど、必死に頑張ってたんだよきっと」

　悠己がそう言うと、唯李は黙って頷いた。

　フェンスの外を見つめたまま、ひとりでに口を開く。

「昔のあたしはさ、藤橋さんのこと明るくてかわいくてイケイケで、きっとこの先も悩みなんてないんだろうなって……。あんなふうになりたいなって……無意識に真似てた部分があったんだと思う。悠己くんさ、あたしのこと偽者だのパクリだの、さんざん言ってたじゃん？　それ当たってるよ」

　唯李はそう言って振り向くと、ふふっと冗談めかして笑った。

　いつもの軽口を待っているようにも見えたが、今はふざける気にはなれなかった。

「似てないよ」

「へ？」

「唯李は萌絵とは違うよ。最初は似てるかなって思ったけど、全然似てない」

　そう言うと、唯李は笑うのをやめて沈黙した。

　うつむいて、目線をそらして……ゆっくりと静かに口を開いた。

「……実はさっき、二人がしゃべってたの、ちょっと聞いてたの。血相変えて走ってきた園田くんに『成戸くんだと不安だから藤橋さんの説得に行ってくれ』って言われて、慌てて行ったら二人がしゃべってて……」

　そう言われて納得がいった。

　あのときの萌絵の話を、唯李は聞いていたのだ。

「なるほどね」

「え？」

「変だと思ったよ。だって唯李があんなふうに言うわけないって」

　いくら気合が入っていると言ったって、突然あんなふうに突き放せるわけがない。

　とはいえ、あれでどう転ぶかなんてわからなかったのも事実だ。

「ちょっと前のあたしなら、聞いてたとしても言えなかったと思う。いろいろあって、少しは成長したかなって。まぁ相変わらず心臓に悪い感じだったけど……でもあれはわりと本心だよ？　だってそうじゃないと、ダメかなって」

　唯李はそう言ってはにかむと、ごまかすようにくるりと背を向けて、フェンスづたいにゆっくりと歩いた。

　空はすっかり暗くなっていて、やや肌寒い。軽く風も出てきた。

　唯李は足を止めると、小さくなびいた髪に、手を触れた。

「……悠己くんの言ってたことも、聞いてた」

　ややもすると風の音にかき消されそうな、つぶやき声。

　流されていく声を拾おうと耳を傾けると、こちらを向いた唯李と目が合った。

「……あたし、そんな強くないよ？　それに優しいっていうか……ただのビビリだし。強がってるけど、実際ザコキャラだから」

　唯李は訴えかけるように言うと、目線をわずかに外して、フェンスの網目を見た。

「それにあたしなんかより、悠己くんのほうがずっと強いでしょ？　何があっても余裕って感じで、いつも落ち着いてるし。それに今回だって一人で特攻しちゃうし……」

「俺なんて唯李の足元にも及ばないよ」

　気づけば強い口調で、唯李の言葉を遮っていた。

　それに驚いたのか、唯李は目を見開いて、悠己の顔を見た。

「な、なに急にそんなガチトーンで。足元にも及ばないって、そんなことないでしょ」

「だって唯李は、太陽系女子だもんね」

「はぁ？　いやだからそれは……」

　ムキになって言い返そうとする唯李を、悠己はまたも遮っていた。

「俺は、太陽にはなれなかったんだよ」




　母は、悠己の……家族にとっての太陽だった。

　だからそれが突然消えたとき、世界は変わってしまった。

　父が一人で泣いている姿を、生まれて初めて見た。

　妹が口を利かなくなって、部屋に閉じこもった。




　太陽にならないといけないと思った。

　たとえ何があろうと、変わらず照らし続ける太陽のように。

　けれど太陽になるために、自分は必要なものを持っていなかった。

　どうひっくり返っても平凡で、普通で……だから、強い人に憧れた。

　いつも平気な顔で、落ち着いていて、つらい出来事にも、ものともしない。

　周りがどうあろうと、どんな相手にも動じず、ひょうひょうとして、なんでもない顔で自分を貫いて……。

　けれどもできあがったのは、ただのできそこない。

　自分ひとりの力では、何も起こせず、何も変えられず。

　本物の前では、簡単にくすんでしまう。その輝きは、比べるべくもない。




　やっぱり彼女はどこか似ている。かつて失われたはずの太陽に。

　初めは、そんなこと思ってもいなかった。

　だけど知るにつれて、疑念は徐々に徐々に膨らんで、大きくなっていた。言葉にこそ出さないが、瑞奈もきっとそう感じている。

　出会ってから、何もかもがいい方向へ転がり続けて……むざむざと、見せつけられた。

　本物の太陽の輝きを。




　――隣の席キラーで、悪いことばっかりじゃなかったから。あたし今はそんなに、嫌じゃないし……ちょっと楽しいかも。




　あのときの唯李の言葉。今はそれが頼り。

　だけどもし、その笑顔が失われるようなことがあるならば……。

　すぐにでも、この関係を終わりにする。自分に選択権はない。

　自らを偽った、偽りの太陽には……おどけて軽口を吐いてごまかして、相手を笑わせるだけの、その場かぎりの道化がお似合いなのだ。

　それは、自分の弱さに対する言い訳なのかもしれない。

　自分自身と、彼女と、正面から向き合うことのできない弱い自分に。

　けれど得れば必ず、いつかは失う。かつての太陽がそうだったように、それは唐突に、いつ起きるのかもわからない。

　そんなことになるぐらいなら、もう二度と……。




「――ふふっ、なにそれ？　どしたのさっきから？　急に真面目な顔して」

　気づけばすぐ近くで、笑いかけてくる顔があった。

　まっすぐ見つめ返すと、唯李はまたおかしそうに吹き出した。

「何かおかしい？」

「だって、太陽になれなかったっていうか……もともと悠己くんは、太陽って感じじゃないよね」

　唯李が笑うのも、無理もないことだ。

　言うとおり太陽なんて柄でもないし、器でもない。

　もしかしてとっくに、何もかも見抜かれているのかもしれない。そう思って、自嘲気味な笑みがこぼれた。

「まぁ、そうだよね。おかしいよね」

「悠己くんは太陽じゃなくて、お月さまって感じ」

　その言葉に、はっとして、息を呑む。

「メラメラ～じゃないかもだけど、じわ～って光ってるでしょ？　ほら」

　そう言って、唯李は暗くなった空を指さした。

　だけど月は見当たらなかった。代わりに頭上には、星が輝いていた。

「あれ？　月見つからないなぁ。じゃあこのさいお星さまでもいいや」

　好意を抱かれているのは、自分であって、自分ではない。

　本当の自分は、あなたが思っているような人間ではない。本来ならそう言って、今すぐにでも終わりにするべきなのだ。

　彼女を笑顔にすることのできない弱い自分には、これ以上そばにいられる資格などないのだから。




　――来年は、瑞奈も来れるといいな。そのときは唯李も一緒に、来てくれる？




　けれどもどうやったって矛盾している。

　もう太陽はいない。必要ないはずなのに、うれしくなって、ついそんなことを言った。

　謝罪。撤回。懺悔。

　今伝えるべき言葉が、浮かんでは消え、浮かんでは消え……。

「誰がお星さまになった少年だよ」

　口に出たのは、まったく別の言葉だった。

　浮かんだ言葉の中の、そのどれでもないものを選んでいた。

　たとえ偽者でも見せかけでも道化でも、彼女のそばにいたいと……そう思ってしまった。

「人の真似すんな」と唯李は笑った。いつもの声に安あん堵どして、つられて笑みがこぼれる。気持ちが通じ合ったような瞬間。

　お互いが、笑顔になった。

「ほら、あれが魔女とアサシンとサイコパワー」

「夏の大三角？　それは拾えないよ、しかも今出てなくない？」

「やるやん。褒美にたこ焼きをつかわそう」

　二人して軽口を叩きながら、空を見上げた。

　夢中になって夜空の光を探す彼女の瞳は、太陽のようにきらめいていた。




　――今このときが、ずっと続けばいいのに。




　すぐ近くにあって、されどはるか遠い、太陽。

　その輝きに照らされながら、空を瞬く星に向かって、静かにそう願った。
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　最寄り駅付近のレストランで昼食を済ませて、自宅への道のりを二人並んで歩く。

　天気は晴れ。空一面澄み渡るような秋晴れだ。頬を撫でる風が気持ちいい。

　アスファルトを踏みしめる足取りは軽く、見慣れたいつもの風景も違って見える気がして、自然と心が弾んでくる。

「うっ……昼から食いすぎた」

「だからあそこのお店、量多いよって言ったでしょ」

　隣で苦しげに息を吐く唯李を見て、萌絵は笑みをこぼす。

　唯李は「ギリギリセーフ！」と待ち合わせに遅刻してきたけども、「お高そうなとこですねぇ～」とお気に入りのお店を嫌味っぽく言われたけども、そんなのはささいなことだ。

　変に取り繕われるよりも心地よくて、それが自然体の証拠のように思えて……何より自分も気を張らなくて済む。

「でもあそこの店長？　サービスよすぎて逆にうさんくさいっていうか……萌絵ちゃんを見る目がなんか怪しいもん」

「なんでそういうこと言うの？　それはダメ」

「あっ、ハイすみません」

　だけどきっちり線引きは必要。それはお互いしっかり言おうと約束した。

　思っていたことを吐き出して、本当に仲良くなれた気がして……でも、それで何もかもすぐにうまくいくわけじゃない。そんな単純で、簡単なものじゃない。今はそれがわかっただけで十分。

「んふふ……」

「それでなんで笑ってるんですかねぇ……」

「だって今、『萌絵ちゃん』って初めて言われた」

　そう告げると、みるみるうちに唯李の顔が赤くなっていく。

「あれ？　もしかして唯李ちゃん恥ずかしいの？」

「こ、こういうのタイミング難しいの！　あんまり言わないでくれるそういうの……！」

　無意識に出た、というわけではなく、ここぞと機会をうかがっていたらしい。

　普段はひねた発言ばかりで男の子みたいな口調で……でもそういう部分は女の子していて、素直にかわいらしい。

「くすくす、やっぱり唯李ちゃんはかわいいな～」

「あーそれダメ！　そういうとこよくないよ！　直したほうがいい！」

「え～ダメ～？　唯李ちゃんかわいいって言ってるだけなのにな～」

「ん～……まぁ、それならかわゆいで統一してもろてね」

「なにそれ」

　そんな具合に談笑しながら、自宅に到着。

　屋根付きの家の門をくぐるなり、唯李は感心したようにキョロキョロとあたりを見回す。

「いいお家にお住みですねぇ……なんか悪いことやってんなこれ」

「唯李ちゃん、お金で人の心は買えないんだよ」

「え？　なんで急に諭しに来た今？」

　自分で言うのもなんだが、庭の敷地面積も含め家はそれなりに広い。

　母屋の他に小さい離れや蔵もあって、昔連れてきた子たちにもたいてい珍しがられた。

「あそこ呪いのアイテムとか眠ってそう」

　先に立って庭を案内すると、案の定唯李は隅にそびえる蔵を指さした。

　外観こそそれらしい雰囲気はあるが、出入りしていたのは祖父ぐらいのもので、萌絵も立ち入ったのは小さいときに数えるほどだ。今度中を整理しなければと言いつつ、皆なかなか手がつけられずにいる。

「唯李ちゃん足元気をつけてね」

　砂利敷きの小道には、枯れ木やら落ち葉が目立つ。

　昔はそれを拾って集めて、お掃除のお手伝いだと言って、褒めてもらった。でもいつからか、やらなくなって……庭にはあまり踏み入らなくなった。

　小道をそれた先にある物置小屋の戸を開けて、中から竹ぼうきと大きめのちりとりを取り出す。

　掃除道具を手にして出ていくと、唯李は少しがっかりそうな顔をした。

「家の掃除するって言うから、どんな汚部屋に住んでるのか楽しみだったのになぁ」

「違う違う、お庭のお掃除って言ったでしょ。ちょっと荒れちゃってるから、今日は一緒にお掃除しようかなって」

「なるほどがっつり掃除要員として呼ばれたわけですか」

「けっこう楽しいんだよ？　嫌ならわたし一人でやるからいいよ、あっちの縁側でゆっくりしててくれれば」

「すごい断りづらい感あるねぇ、塞いでくるね」

「あのね、すっごいおいしいケーキ買ってあるの、おたか～いの。お掃除終わったらあとで一緒に食べようと思ってたんだけど……」

「レレレの唯李さんに任せんかい」

「わぁ、ありがと～！　唯李ちゃんやっさしい！」

「ち、ちょっと、くっつくのやめなさい！」

　唯李はわめきながら萌絵の手を引き剥がすと、大げさに距離を取ってみせる。

　そんな姿一つとっても、かつての唯李とは似ても似つかない。




　初めて唯李と言葉をかわしたのは、正確にはいつだったか覚えていない。

　覚えているのは、席替えをして近くの席になってからのこと。

「唯李ちゃん席そこなんだ！　よろしくね！」

「う、うん……」

　唯李ちゃん。それこそ、いつからそう呼び始めたのか定かではない。

　そういえばあんまりしゃべったことなかったな、と思って、近くの席になったのをいいことにロックオン。席の関係で同じ班になって、給食のときも一緒だった。

「あ～唯李ちゃんにんじん残してる～。食べられないの？　嫌い？」

「えっ、あ……き、嫌いっていうか別にその、お腹がいっぱいで……」

「え？　なんて？」

　基本声が小さくて、なんて言っているのか聞き取りにくい。

　聞き返しただけなのに、さらに遠慮して、縮こまってしまう。だからいつも何か尋ねても話が続かなくて、なんだかつまらない子。

　そんな印象を、ずっと引きずっていた。それでも仲良くなろうとして、あれこれ話しかけた記憶はあるが、正直言うと話した内容はよく覚えていない。

　唯李はほとんど自分のことをしゃべろうとしなかったから、どういう子なのかもわからなくて……それであのお絵かきノート見せびらかし事件が起きた。

　クラブ活動から戻ってきた唯李が、スケッチブックをこそこそしまうのを目ざとく見つけて、声をかけた。初めて唯李の好きなもの……人となりがわかる気がしたのだ。

　そのときの唯李はあわあわとするばかりで……いやどうだったか、置物のようにただ呆然としているだけだったかもしれない。

　もちろん怒ったりすることもなくて、それで何が変わるということもなかった。

　萌絵にしてみればさほど気に留めることもなく、ほとんど忘れかけていた出来事だったけれど……。




　――よくもやってくれたなおらあぁぁっ！　あたしのお絵かきノート、勝手に見せびらかしやがったの今でも忘れてねえよ!!




　何年越しかに、散々怒鳴られた。

　もし当時の自分があんなふうにされたら、きっと怖くて泣いてしまっていただろう。

　あの弱気でおとなしかった唯李からは、とうてい想像もつかない。まるでどこか別の誰かが、乗り移っていたかのよう。

　でもそのあと二人きりになると、「さっきのはプロレスっていうか、いわゆるマイクパフォーマンス的なやつだから。あんまり本気にしないでね？」と唯李はそんなことを言って、人の顔色を窺ってきた。

　その姿には、どこか昔の面影があって、やっぱりこの子はあの唯李ちゃんで……まったくの別人になってしまったわけじゃない。




　――唯李は俺の憧れなんだ。唯李は強くて、優しい子だから。




　強さだけでも、優しさだけでもない。

　だからこそ、あのとき悠己はそんなふうに、言ったのかもしれない。

　ふとそんなひらめきがして、また唯李の言葉が呼び起こされる。




　――だいたい隣の席キラー騙ろうなんざ百万年早いんだよ！　この偽者が！




　そう、やっぱり自分は偽者だった。最初から、嘘っぱちの偽者。

　だって本物の隣の席キラーは……相手の心を捉えて決して離さない。

　強さと優しさを兼ね備えた人だけが、名乗ることのできる称号なのだ。




（わたしもいつか、本物の隣の席キラーに……なれるかな？）

　ほうきを変なふうに構えて、庭を見渡す唯李の背中。

　それを見つめながら、一人こっそり笑みを漏らしていると、唯李はこちらを振り返って言った。

「でも掃除だったらさ、凛央ちゃんとか呼んだらガチってくれるよきっと。あとはほら、悠己くんとかもどうせ暇だろうし……」

「それはわたしも思ったんだけど……突然みんな呼ぶと、びっくりさせちゃうから」

　そう言うと、唯李は不思議そうな顔をした。萌絵はその顔に向かって、ただ微笑みを返す。

　まずは最初の一人から、ちゃんとやり直し。それからでも、きっと遅くはない。

「ごめん、ちょっと靴履き替えてくるから待っててね」

　そう言い残して身を翻すと、庭を折り返していって、縁側から母屋に上がる。

　廊下を行った先、通りすがった部屋の前で、足を止めた。ゆっくりと、障子戸を開ける。

「……失礼します」

　畳の上に踏み入って、静かに仏前に立つ。部屋の中は暖かかった。線香の香りに混じって、かすかに懐かしい匂いがした。

　自分が甘やかしたのが、接し方が、悪かったのかもしれない。

　酔ったおりに祖父はそんなふうに、愚痴をこぼすこともあったという。友達のことを言ったのも、自分のエゴだったのではないかと。

　だけど悪いことなんて、何一つない。それは一人ぼっちの幼い孫のことが心配で……大切だったからこそ、出てしまった言葉なのだと、今はわかるから。

　そして幼かった自分のことも、頭ごなしには責められない。

　だって、あのときの自分は……ただ祖父の喜ぶ顔が見たかった。

　たくさん友達を連れて行って、大好きなおじいちゃんを、もっともっと喜ばせてあげたかった。そのために必死で、夢中で、頑張った。

　そのはずだったのに……。

（ごめんなさい……）

　謝って、ちゃんと話をすればよかった。

　それだけのことなのに、気づくのが遅すぎて、時間がかかりすぎた。

　溜まっていたものがどっと流れ込むように、感情が押し寄せる。胸が締め付けられて、喉の奥から熱がこみ上げてきて、今にも泣き出してしまいそうになる。

　けれどここで情けない姿を、見せるわけにはいかない。

　もう心配は、させられないから。いい加減、安心させてあげなければ。

　手を合わせて、まっすぐに見つめる。写真立てに入った祖父の写真。

　初めて友達を連れていったときの、祖父の笑顔。喜んでくれたときの顔。その顔に向かって、あのときのように言う。

　今は、心の中で。

（おじいちゃん。お友達、連れてきたよ）
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